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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　クラスメイトの乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かは、容姿端麗で成績優秀な学園のアイドルだ。

　何か光り輝く粒子でも放っているんじゃないかってくらいにさらさらな髪、空に浮かぶストロベリームーンみたいにぱっちりとした琥こ珀はく色の瞳、ほんのりと色付いた桜色の唇。まさに見た目は女神の一言である。

　成績は極めて優秀。入学試験もほぼ満点の首席合格で、入学式で新入生代表として挨拶をしたりもした。

　加えて〝アキバ系〟に関する知識も豊富であると言われている。

　まさに完璧超人始祖の化身と言ってもいいくらいの完全無欠っぷりなのだ。

　だけどそんな彼女には……〝秘密〟があった。

　小さなものから大きなものまで、そのレベルはＣからＳＳ。さらにはそれを超えるＳＳＳやまだ見ぬＳＳＳＳなどのレアな秘密も存在したりする。

　明日あす夏かと知り合ってから今日までの半年ほどで、俺がコンプリートした秘密は百八個。だけど明日あす夏かいわくまだまだ表には出ていないセンセーショナルな〝秘密〟がそれこそ山ほどあるのだという。

　その一部についてはふとしたことから耳にする機会があったのだけど……とても口に出せるようなものではなかったので、ここではそっと伏せておく。

　ともあれそんな明日あす夏かと出会って以来、平凡で波風が立つことなど微み塵じんもなかった俺の学園生活は終わりを告げて、数々の賑にぎやかな出来事とアクシデントとに満みち溢あふれた波は瀾らん万ばん丈じような日々が始まることとなったのである。




　これは〝秘密〟の物語。

〝秘密〟が繫つなぐ、絆きずなと想おもいの物語……だ。
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　──十一月某日。午前九時半。澤さわ村むら家け前。

「……よーし、うん、行くぞー！」

　ピンポーン。

「はーい、おまちください、どちらさまですかー？　あれ、ふゆきちゃん」

「おはよー、鈴すず音ねちゃん。あ、あのさー、善よし人といるー？」

「おにーちゃん？　あ、えっとね、おにーちゃんはもうでるじかんだってゆってちょっとまえにしゅっぱつしちゃったよー」

「え、そうなのー？」

「うん。ふゆきちゃんたち、きょうからしゅーがくりょこうなんだよね？　しゅーごーじかんなんじゃないの？」

「え？　う、うーん、それはその……」

「？」

「あ、な、何でもないよー！　そうそう、集合時間が近いからもう出ちゃったのかなー」

「でもめずらしいね。ふゆきちゃんがうちまでおにーちゃんをむかえにくるなんて」

「そ、そっかなー？　……うん、でもそうかもねー」

「？　ふゆきちゃん、なにかあった？」

「……ううん、別に何もないよー。そうだよね、もう出ちゃったならしょうがないかー。それじゃあそろそろ私も行くねー」

「あ、ふゆきちゃん」

「じゃあまたねー！　ありがとう、鈴すず音ねちゃんー」

「あっ……」

「……」

（善よし人と……もう家を出たんだ。まだ集合時間までぜんぜんあるのに……むー、それってやっぱり……）




　　　　１




　どこもかしこもメイドまみれ（俺含む）だった乃の木ぎ坂ざか邸での一日メイド体験や、文字通り台風のようだったＳＳＡでの『アイドルルーラードジっ娘マホちゃん♪』のライブイベントとそれに引き続いたマンガ喫茶でのお泊まりイベントも終わり、辺りは少しずつ本格的な冬の寒さの到来を感じさせる装よそおいになりはじめる、とある十一月の日のことだった。

　いよいよ今日から……待ちに待った三泊四日の北海道修学旅行である。

　高校生活最大のイベントの一つであって、同時に最もメモリアルだといっても過言ではない行事。

　普通は修学旅行というと三年生の春あたりに実施されることが多いが、白はく城じよう学園はいちおう進学校であるため、受験の準備で忙しくなる三年時にではなくまだ比較的余裕のある一年生のこの時期に行われることになっているのである。

　で、その集合時間は十二時であるのだけれど。

　しかしなぜか俺は……集合時間よりも二時間早く、羽田空港国際線ターミナルの出発階ロビーにいた。

「うーん、混んでるなあ……」

　さすがに国内でも有数の巨大空港だけあって、平日にもかかわらず辺りは大勢の人たちで賑にぎわっている。外国人の姿も多く見て取れるのは国際線も就航している大型空港ならではというところか。

「ええと……十時でよかったんだよね」

　ディスプレイの一部にヒビが入ったスマホを見て時間を確認する。

　これは先日、鈴すず音ねのハエトリグサ（ザンギエフくん）の世話をしていた時に思った以上にでかいハエがかかっていたため驚いてしまい尻餅をついた時に割ってしまった……という俺の小心エピソードが原因なのだけれどそれはさておき。

　現在の時刻は午前九時五十六分。

　まだ待ち合わせ時間の四分前のはずだ。

　そう──俺がこんな時間からリストラされたことを家族には秘密にしていて昼間は見知った人がだれも来ないような場所で時間を潰しているおっさんのように一人で立ち尽くしているのは……待ち合わせをしているからなのである。

　集合時間に先立っての、フライング待ち合わせ。

　その相手はもちろん──




「あ、せんせー！　いたいたー！」




　柱にもたれかかりながら『アイドルルーラードジっ娘マホちゃん♪』をやっていた俺に、三十メートルくらい先からそんな声がかけられた。

　まるでマイナスイオンとフィトンチッドを足して二乗した後に煮詰めて良いところだけを抽出したような耳心地のいい声とともに現れたのは……地上に舞い降りた汚れなき純白の天使とも言える存在だった。

　周りにいた人たちの視線が一斉にそっちに集まる。

「え、何あの子、めっちゃかわいくない？」

「うわ、ホントだ！　何かオーラが違う……」

「アイドルか何かかな……？」

　聞こえてくるざわめき。

　そんな周囲の注目の先にいたのは……まるで羽根のようにはためく真っ白なマフラーとコートに身を包んだ、冬服姿の明日あす夏かだった。

「ごめんね、待たせちゃったかな……？」

　スカートの裾を揺らしながらたたたっと駆け寄ってくると、申し訳なさそうにそう口にする。

「ん、大丈夫。俺も今来たところだから」

「そっか、だったらよかったよ～」

　本当に安心したようにほっと胸に手を当ててなで下ろす。

　そんな仕草もいちいちかわいすぎて、思わずその場でコアラ型クリムゾンのモノマネをしてぎゅっとハグをしたくなるところなんですが……実行に移したら即通報案件なためぐっとこらえる。

　そう──俺が二時間早く集合場所である空港にやって来たのは、当然と言えば当然なのだけれど、明日あす夏かと待ち合わせをしていたからなのだった。

　どうしてそんな待ち合わせをしたのかというと、それは三日ほど前に遡る。







「ねえねえ、せんせー。修学旅行当日って、ちょっと早めに出て来られたりする？」

「え、早めに？」

「うん、そ～」

　いつものように『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』の新展開についてやら、『ＭＧＯ』の狂気に満ちた新規シナリオについてやら、『アイドルルーラードジっ娘マホちゃん♪』の白金プラチナ宝くじキャンペーンについてやらを話しながらいっしょに下校をしていると、明日あす夏かがそんなことを言ってきたのだ。

「たぶん大丈夫だと思うけど……」

　若干早起きをする必要はあるものの、特に問題はないと思う。

「わ、よかった！　じゃあじゃあ、それでお願いね？」

「了解。で、早めって何時にどこに行けばいいの？」

「えっと、そうだな～……うん、十時に空港の国際線ターミナル出発階のロビーで待ち合わせでどうかな？」

「ん、分かった」

「わ～い、約束だからね、せんせー♪」

　その場でぴょんぴょんとドワーフウサギみたいに飛び跳ねて喜ぶ明日あす夏か。

　その魅惑の天女の羽衣のようなスカートのはためきの合間に垣かい間ま見みえる白い太ももからそこはかとなく目を逸そらしつつ、俺は尋ねた。

「でも何でそんな時間からそんなところに集まったりするの？」

　それが疑問だった。

　そもそも集合場所が国際線ターミナルなのがよく分からないし、これから修学旅行に向かおうっていう状況でお土産を見たりってこともないだろう。だとしたら空港で二時間もいったい何をやろうっていうんでしょうか？

「へへ～、それは当日まで秘密だよ♪」

　その俺の問いに、明日あす夏かはいたずらっぽい表情で、そうウインクをしたのだった。







　とまあそういう経緯があって、フライング待ち合わせをすることになったわけなのだけれど。

「それで明日あす夏か、今日なんだけど……」

「ん？」

「何でこんな時間に待ち合わせを……？」

　どうして集合時間の二時間前に待ち合わせになったのかは、結局今日この場に至るまで知らされずじまいである。というか実際に現地に立ってみてもさっぱり分からない。明日あす夏かが飛行機を見ると興奮してリンボーダンスを踊り出すような極度の空港フェチってわけでもないだろうし……

　怪け訝げんな表情になる俺に。

「ふっふ～、それはね～」

　満面の笑みを浮かべた明日あす夏かは、弾むような声でこう言ったのだった。




「何って、デートだよ！　羽田空港デート♪」
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　羽田空港デートをやりたいらしい。
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「デ、デート……？」

　いきなり飛び出した爆弾発言に、思わずその場でフリーズする。

「え、デ、デートって、どういう……？」

　エサの小魚かと思って喜び勇んでバイトしたらそれがルアーだったことに気付いたブラックバスのように困惑する俺に、明日あす夏かは楽しそうにこう言った。

「あのね、今ここ羽田空港で『マホちゃんＧＯウォーク』のイベントをやってるんだって」

「イベント？　『マホちゃんＧＯウォーク』の？」

「うん、そうそう」

　明日あす夏かがうなずく。

　ちなみに『マホちゃんＧＯウォーク』というのは少し前にリリースされたスマホゲームで、歩きながらマップを塗り潰して陣地を増やしたり、出現するクリムゾンを倒してゲットしたり、そのクリムゾンを使って点在するマジカルジムに配置していったりする、いわゆる位置情報ゲームだ。リリース後の評判も上々で、『ＡＭＷ研究会』の中でもさっそくブームになっているのだった。

「その中の男女二人でやるやつなんだけど、空港内の色んなチェックポイントを巡って、そこで出されるマジカルミッションを指示に従ってコンプリートしていくって流れみたい。全部回るとマホちゃんのオリジナル待ち受けイラストがもらえるんだって。題して『魔法少女ドジっ娘マホちゃん羽田空港編　税関クリムゾンの魔の手を逃れてマジカルヘブンパウダーとともに国外へと脱出せよ！』らしいよ」

　身振り手振りをしながらそう説明してくれる。

　何だかサブタイトルが違法ドラッグの運び屋みたいな名称なのはともかくとして。

　なるほど……だんだん状況が見えてきた。

　要するに今この羽田空港では『マホちゃんＧＯウォーク』のイベントが開催されていて、せっかくなので明日あす夏かはそれをやりたいと考えた。そしてそのためには集合時間よりも早く来る必要がでてくる。なので俺を誘う目的で待ち合わせ時間を二時間前に設定したってわけですよね？

　そう伝えると、明日あす夏かは大きくうなずいた。

「そうそう！　さっすがせんせー、吞のみ込こみが早くて助かるよ～」

　デートなんて言われたから一瞬ものすごくドキドキしたものの……そういうことならまあ納得というか。

「で、どうかなどうかな？　いっしょにやらない、せんせー？」

　にこーっと微ほほ笑えみながらこっちを見上げて訊きいてくる。

　とはいえ俺の答えなんて決まっていた。

　イベント自体にも少なからず興味はあったし、何より明日あす夏かからの二人だけでの、その、〝羽田空港デート〟のお誘いである。ここまで来てそれをわざわざ断る理由なんてシジミの息継ぎほどもない。

　なので俺はおじぎ鳥のごとくうなずいて。

「ん、分かった、やろう」

「やった～！　せんせーと〝羽田空港デート〟だ～♪」

　明日あす夏かがものすごく嬉うれしそうに喜んでくれる。

　そういうわけで。

　明日あす夏かと二人で〝羽田空港デート〟こと『魔法少女ドジっ娘マホちゃん羽田空港編　税関クリムゾンの魔の手を逃れてマジカルヘブンパウダーとともに国外へと脱出せよ！』に臨むこととなったのだった。







　まず初めに向かったのは、空港内にある『江戸小路こうじ』と呼ばれる場所だった。

　国際線ターミナルの四階にある、和の趣おもむきあふれる江戸の街並みをモチーフにしたというスポット。

　そこに第一のチェックポイントがあるのだという。

「わ～、すごいすごい！　ほんとに街があるみたい！」

　目の前に広がる光景を見て、明日あす夏かが声を上げる。

　確かによくできていた。

　屋内にもかかわらず和風の街並みがうまい具合に再現されていて、その辺にあるちょっとした遊園地のアトラクションよりもよっぽど完成度は高い。うん、これが空港の中に普通にあるっていうんだから、クールジャパンもここに極まれりな感じですね……

「ん～、チェックポイントはどこにあるんだろ？　目印にマホちゃん関連の等身大ポップがあるみたいなんだけど……」

　明日あす夏かがきょろきょろと辺りを見回す。

　ちなみにこのイベントは、空港内の各チェックポイントにあるバーコードを読み取ることによって出現するマジカルミッションをクリアしていくというものらしい。『マホちゃんＧＯウォーク』のイベントトップにはデフォルメされたマホちゃんが案内役としてマジカルウェポンを片手に常駐している。とはいえ指示とはいっても従わないと何かペナルティがあるというものではなくて、空港内の見るべきスポットに進むようにナビゲートするという、あくまで〝羽田空港デート〟を円滑に進めるための補助的なもののようだ。

「えっと、等身大ポップ、等身大ポップっと……あ、見てせんせー、あそこ！」

「あ」

　明日あす夏かが指し示した先。

　そこには二分の一サイズで再現された日本橋のたもとに立ち塞がるようにして仁王立ちをする、江戸前クロアナゴ型クリムゾンの等身大ポップがあった。

　顔こそクロアナゴだけど、身体からだは筋骨隆々なマッスルボディという非常に気持ちの悪い代物である。

「見付けた見付けた！　ええと、ここにあるバーコードを読み取ればいいんだよね？」

「うん、そうだと思う」

「よ～し、それじゃちゃちゃっと……」

　明日あす夏かと二人でその黒光りする腹筋部分に印刷されていたバーコードにスマホをかざす。

　するとアプリ内で無邪気に微笑ほほえんでいたマホちゃんが、マジカルターミネートシグザウエルを乱射しながら、指示を語りかけてきた。

　そこに出ていたのは、

『江戸小路こうじで、相手にプレゼントを買うのもいいかも♪　向こう一週間くらい運気が上がる予感。何を買うかはまだ相手には〝秘密〟』

　というものだった。

　どうやら買い物を勧められているらしい。

「えっと、こっちは買い物をする感じなんだけど、せんせーは？」

「ん、だいたい同じだと思う」

「そっか、じゃあいこいこ～！」

　そう言って二人でお土産ショップがある方向に歩き出す。

　ちなみにお互いの指示の内容を正確に確認しないのは、基本的にはこのイベントは相手の指示は見ない方向で進めていくものであるらしいからである。さらに男女の二人でやることが推奨されていて、それぞれ性別によって出てくる指示が異なるのだとか。

「わ、さすが〝江戸〟小路こうじ。和っぽいものがたくさん売ってるね～」

　ショップのラインナップを見て明日あす夏かが目を輝かせる。

「本当だ。和紙のタオルとか米ぬかの入浴剤とかもある」

「それだけじゃなくて雑貨もかわいい～。マホちゃんとコラボしてるのもたくさんある。どれにしよっかな～。う～ん、あのイヤホンジャックもいいし、スマホスタンドも捨てがたいな～」

　声を弾ませながら明日あす夏かが店の中へと入っていく。

　その背中を目で追いつつ、俺も明日あす夏かへのプレゼントを買うべく商品棚に視線をやった。何を買うのかはいちおうまだ〝秘密〟にしておかないといけないらしいので、それなりにこっそりと。

「……よし、これにするか」

　明日あす夏かに気付かれないように注意しつつ、とあるちょっとした小物を買った。







　続いて向かったのは、五階にある『お祭り広場』だった。

　二分の一の日本橋を抜けてすぐのところにあるオープンスペースで、絵え馬まのような木札に願い事を書いて壁に飾ると、その願いが叶かなうのだという。

「すっごいたくさんあるね～」

「うん、江ノ島の南なん京きん錠じようみたいだ」

「なんかしめ縄みたいにも見えるね。えっと、ここのチェックポイントは……あった！」

　明日あす夏かの言う通り確かにしめ縄のようにも見える木札の塊の横に、東京湾シーバス型クリムゾンの等身大ポップ（マッチョ）が設置されていた。

　バーコードを読み取ると出てきた指示は、以下のようなものだった。

『木札にそれぞれ願い事を書いて、壁に飾るといいことがあるかも♪』

　ちなみに願い事を書く木札は、自動販売機で五百円で売られていた。アプリの中のマホちゃんが「よかったら使う用と観賞する用と保存する用に三つ買ってね♪」と無む垢くな笑顔で微笑ほほえんでいる。資本主義と魔法少女のマジカル癒着がうかがえますね……

　若干微妙な心地になりつつも、どうせなら一枚だけやっていこうということで、願い事を木札に書き記す。

「せんせー、何て書いたの？」

　と、手元を覗のぞき込こむようにして明日あす夏かが尋ねてきた。

「え？　あ、いや、北海道旅行が無事にうまくいきますようにって」

「あ、そなんだ～」

「う、うん」

　本当はもう一つ別にも書いたんだけど……それはそこはかとなく〝秘密〟だったりする。スクール水着とメイド服が定期宅配便になって毎月届きますように……なんて書いたわけではもちろんないですよ？

「明日あす夏かこそ、何て書いたの？」

「わ、わたし？　え、ええと……」

　尋ね返すと、少しだけもじもじするような素振りを見せつつ、明日あす夏かは言った。

「……その、だいたいせんせーと同じだよ。せんせーといっしょに、楽しい北海道修学旅行を過ごせますようにって。あ、あと……」

「？」

「で、できたら……それから先もずうっとずうっとせんせーといっしょにいて、〝アキバ系〟のことをたくさん教えてもらったり、『ドジっ娘マホちゃん』のことを話したり、お互いのお家うちで合宿をしたり、こういう風に〝羽田空港デート〟をしたりして……幸せで楽しい毎日を送れますようにって……」

　絞り出すような声でそう口にする。

「う、な、なんか恥ずかしい……」

　熟しすぎたパプリカみたいに顔を真っ赤にする。

　だけどその明日あす夏かの様子は、ほとんど俺の頭に入っていなかった。

　だってその願いの内容は……俺が書いたもう一つの願い事と、ほとんど同じだったから。

　明日あす夏かほど具体的ではないけれど、これから先もこんな風に明日あす夏かとの楽しい時間が終わることなく続いていくといいなと、そう書いたんですよね……

「で、でも、書いた内容はほんとだよ？　そうなったらいいなって、ほんとにそう思ったから……」

　明日あす夏かがぎゅっと両手をグーにしながらそう言ってくる。

　それは俺も、本当に同じ気持ちだった。
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　その、ずっと俺といっしょにいて、幸せで楽しい毎日を送りたいらしい……
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　その後も、様々な場所を回った。

「よし、やった！　俺の勝ち」

「うう、せんせー、上手すぎる……」

「男子はこういうの、得意なもんなんだって」

「う～、でもくやしいよ～。もう一回やろ！　次は負けないから～」

　スロットカーと呼ばれるラジコンとミニ四駆を合体させたような模型自動車のサーキットコースを楽しんだり。

「あ、ダメだって、せんせー、そっちにいったら……」

「え？　あ、え、ええと、ここで操そう縦じゆう桿かんを右に傾けて……あ、マズい！」

「うわ、海に墜落しちゃった……」

「これで五回目……そもそも離陸もけっこう失敗したし……む、向いてないのかな」

「えへへ～、飛行機の操縦はわたしの方が得意みたいだね～」

　フライトシミュレーターでハデに海面やら草むらやらに突っこみまくって自分の才能のなさを実感したり。

「あ、せんせーのホットドッグ、おいしそ～」

「あ、じゃあよかったら切り分けるから、明日あす夏かも一口食べてみる？」

「食べる食べる！　あ、でも切り分けとかしなくても大丈夫だって」

「え、それどういう──」

「──ぱくっ」

「あっ……」

「ふふ～、やっぱりおいし～♪」

「……」

　オシャレなカフェでホットドッグにダイレクトアタック（？）をされつつ軽食をとったりと。

　それはどこまでも楽しくどこまでも和やかで、まさに〝羽田空港デート〟と呼ぶにふさわしいレベルの、幸せが昨今のタピオカ専門店の増加数のようにあふれる時間だった。

「は～、もうすっごく楽しい♪　やっぱりせんせーといっしょに来てよかった～」

　明日あす夏かが満面の笑みでそんなことを口にする。

「何ていうか、二人でいるのがすっごい自然な感じ。へへ、たぶんわたし、こうしてせんせーと過ごす時間が好きなのかもしれない」

　その言葉はそっくりそのまま返したいというか、明日あす夏かのちょっとはにかんだような様子を見ているだけで胸の奥が貼り付けるタイプのカイロを十枚くらいベタ貼りしたみたいにほっこりとなってくるといいますか……

　そして次に辿たどり着ついたチェックポイント。

　それは……







　頭上に、星空が輝いていた。

　まるで降り注ぐ雪のように淡くきらめく、様々な星座や月の姿。

　昼間でありながら夜のしめやかな暗闇と幻想的な星明かり、他の場所にはない静せい謐ひつさに包まれているここは……

「うわ～、ここがプラネタリウムカフェか～♪」

　明日あす夏かが辺りを見回しながらそう歓声を上げる。

　そう、ここが次のチェックポイントであり、店の前で体育座りの姿勢で置かれていたオニヒトデ型クリムゾンの等身大ポップ（マッチョ）から入るように指示された先でもある、プラネタリウムカフェなのだった。

　カフェとプラネタリウムが一体となったオシャレなことこの上ない雰囲気で、空港内でも人気のスポットらしい。このリア充御ご用よう達たしともいえる内装を見ればそれも納得といいますか……

「あれって何だろ？　オリオン座？」

「たぶんそうじゃないかな？」

「そっか～。う～ん、キャンプとか箱根とかで見た星もすごかったけど、プラネタリウムもまた違う趣おもむきがあっていいよね～。ほんとはこの時期は見られないはずの夏の星座と、冬の星座を、いっぺんに見られたりして……」

　明日あす夏かが感慨深げに息を吐く。

「それによく考えたら、プラネタリウムってすっごい久しぶりかも。たぶんだけど、家の近くにある図書館に小学生の夏休みの時に未み来らいお姉ちゃんといっしょに行って以来くらいかな～。せんせーはどう？」

「え、いつだったっけな……」

　サビついたマシンガンのような頭を動かして、記憶を辿たどる。

　明日あす夏かと同じように小学生の頃に図書館に行ったような覚えもあるし、その後にも授業の一環とかでも何回か訪れたような気もする。ああ、うん、でも一番近いのは確か中学生の頃だ。冬ふゆ姫きに連れられて池袋のサンシャインにある大型プラネタリウムに行ったんだった。その当時冬ふゆ姫きが推していた声優さんがナレーションを担当しているとか何とかで……

「そうそう、確か中学生の時だったと思う」

「え、そなんだ？　じゃあけっこう最近だね～」

「うん、冬ふゆ姫きといっしょに池袋で……」

「あ……」

　そこでふいに明日あす夏かの動きがピタリと止まった。

　ＯＳが落ちたペッ●ーくんのように、見て分かるくらいにその表情から色がなくなる。

「明日あす夏か？」

「……」

　返事はない。

　完全にバッテリーが切れているみたいだ……なんて言っている場合じゃなくて。

「あの、明日あす夏か？　大丈夫……？」

「……え？　あ、な、何だったっけ？」

「プラネタリウムに最後にいつ行ったかって……」

「……そ、そうだったそうだった！　そっか、せんせーが最後に行ったのは朝あさ倉くらさんとなのか～……」

「？」

　何だか微妙にテンションが下がっているというか、散歩に連れて行ってもらえるものと思ってはしゃいでいたら実は予防接種のために獣医のところに連れて行かれることに気付いた仔こ犬いぬみたいなんですが……

「な、何でもないよ？　ちょっと考え事をしてただけだから……」

　手をぶんぶんと振りながらそう言ってくる。

　そこはかとなく怪け訝げんに思いつつも、本人が何でもないと言うのならあまり深入りはできない。ひとまずそれ以上突っこむことはやめる。

「ほ、ほら、せっかくのプラネタリウムカフェなんだし、デネブとかアルタイルとかベガとかを楽しもうよ～」

「あ、う、うん……」

　そう言われて、改めて二人並んで天井を見上げる。

　プラネタリウム内には穏やかな空気が漂っていた。

　注文をしたオリジナルドリンクを飲みながら、頭上に広がる星空の競演を楽しむ。

　途中でアニメや特撮などのエンタテインメントも挟みつつも、基本的には季節ごとの星空や空港らしくフライト先の星空を投影するなどの、プラネタリウムらしいプログラムがほとんどだった。

「……」

　うん、こういうのも悪くないかもしれませんね……

　何だか空気がゆっくりと流れているように感じられるというか。

　イスの背もたれに寄りかかりながら、のんびりとしたムードに身を委ねる。

　その時だった。

　きゅっ……

「？」

　イスの上に置いた左手に、柔らかなものが触れるのを感じた。

　ん、何だろう？　これは全国各地の雑居ビルやら新幹線の通路やらに出現するという座ざ敷しき童わらしの右手……ってわけではなく。

　確認するまでもなく……明日あす夏かの右手だった。

「！」

　え、な、何で明日あす夏かの手が……？

　突然のことに理解が追いついてこない。このまま立ち上がって店員さんに向かって、「この人、痴漢です……！」とか言われるわけじゃないですよね……？

　そんなあり得ない妄想まで一瞬頭に浮かぶくらいには混乱状態に陥ったものの、すぐに思い至る。

　あ、ああ、そうか、そういう指示なんですね……

　マホちゃんから出されたこの場での指示。

[image: ]

　俺のスマホに表示されていたのは『プラネタリウムカフェで二人並んで仲良く星空を見上げよう♪』というものだったのだけれど、きっと明日あす夏かのものは違ったのだろう。『プラネタリウムカフェで隣の相手とマジカルハンドコネクトをするといいことがあるかも♪』とか、そういうやつなんですかね……？

　ともあれそういう事情があるのなら、そこまで焦あせる理由はない。

　いやそれは明日あす夏かとダイレクトコンタクトで手を繫つないでいるのかと思うと胸の奥が工事現場のようにズゴゴンズゴゴン！　と異音を発生させるのは避けようはないですけれど、それでもそれが指示によるものだというのならまだ少しは緊張せずにすむというか……

「せ、せんせーの手、柔らかいね……？」

　と、明日あす夏かが小さく言った。

「そ、そうかな……？」

「う、うん。何だかピアニッシモちゃんのお腹なかみたい……握ってると気持ちよくて、何だか落ち着くかも……」

　個人的には褒められているのかどうかは少しばかり首を捻ひねるものだったけれど、それでも明日あす夏かのお気に入りのキャラにたとえられたのは嬉うれしくないわけがなかった。

　柔らかくて、どこか安心できる、明日あす夏かの手。

　その温ぬくもりを感じながら、移りゆく星空に再び視線を戻したのだった。
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　プラネタリウムは小学生以来らしい。
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　俺のピアニッシモちゃんのお腹なかみたいな手を握っていると安心できるらしい……
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「は～、プラネタリウムカフェ、楽しかったね～」

　そんな風に声を上げながら明日あす夏かがうーんと身体からだを伸ばす。

　プラネタリウムカフェを出る頃には、明日あす夏かの様子はすっかりいつも通りのものに戻っていた。一瞬微妙な雰囲気にはなったものの、癒いやしのオーラあふれる星空とピアニッシモちゃんライクなマジカルハンドコネクトを経て、リカバリーできたみたいだ。

　今はツインテールにした髪を揺らしながら、明るい笑顔を浮かべている。

「これでまた一歩『税関クリムゾンの魔の手を逃れてマジカルヘブンパウダーとともに国外へと脱出』に近づいた感じかな～。──あ、次で最後のチェックポイントみたいだよ」

「そうなんだ？」

　どうやら七箇所目にきて、ようやくラストのようだった。

　時間的にもあと三十分くらいで集合時間だったので、ちょうどいいかもしれない。

　ラストのチェックポイントに指定されていたのは、五階にある展望デッキだった。

　空に向かって開けたスペースは眺めがこの上なく良好で、ガラス張りの柵越しには滑走路や駐機している飛行機を見下ろせるナイスなロケーションである。

「わ、飛行機がたくさんあるね～。これからわたしたちが乗るやつもあるのかな？」

「うーん、ここは国際線だからそれは微妙かも……」

「あ、そっか」

　ちょっとだけ恥ずかしそうに明日あす夏かが笑う。

　そんな会話を交わしつつ、おそらくこれが最後だろう、荒ぶる鷹たかのポーズをとるマホちゃんの等身大ポップにスマホをかざす。

　ヴヴヴヴヴンとスマホがアダルティーに震えて、マホちゃんから最後の指示が告げられた。

「ええと、最後の指示はっと……」

　どんなものか確認しようとして、




『あなたが今一番、大事　だと思っていることを、心からの気持ちを込めて大声で叫んでね♪』




「……え？」

　その内容に、思わず声を出してしまった。

　え、ちょっと待って、何ですかこれ……？

　そんな羞恥プレイの極みみたいな……。いやそれは今は寒い時期だから風が吹きさらすこの場にはあまり人の姿はないし、飛行機の離陸の音などでそこまで周りには聞こえないだろうとはいっても、何だってそんなどこかの学校の屋上から未成年が主張をするみたいなことをしないといけないのか意味不明というか……

「……」

　ちなみにだけど、今一番大事なものなんて……そんなのは、もう決まっている。

　露ほども迷うことなく、答えは明確に出ている。

　チラリと隣を見る。

　スマホに目を落としながら何かを考えこんでいる、明るくて人ひと懐なつこくて優しくて、だけど少しだけ物騒な部分もある、一人前の〝アキバ系〟を目指すお嬢様。

　それが今の俺にとって……一番大事だと思うものだ。

「……」

　確認するけれどこれは強制じゃない。

　あくまでマホちゃんがイベントの一環として推しているだけで、別に実行しなくても何ら状況に影響はない。

　だけど……何でだろう。

　何でかは分からないけれどここで尻込みをしたら……スマホの中のマホちゃんに笑われた挙げ句にミルキィスイートＭＰ５で蜂の巣にされるような気がした。

　だったら……

「…………」

　ゴクリとツバを飲み込む。

　これは別に告白だとか、そういうこととは違う。

　うん、ただ今一番俺にとって大事だと思っているものを、声に出して表明するだけだ。

　スマホを握り締めたまま一歩前に出る。

　思いっきり息を吸いこんで。

　俺はスポンジみたいな腹筋に力を入れると。

「明日あす夏か──」

　そう叫びかけて、




「北海道の節分は殻付き落花生～！」




　そんな隣からの叫びに、俺の口から出かけた言葉はかき消された。

「……え？」

　声の主は当然のごとく明日あす夏か。

　その突然飛び出したあまりに斜め上すぎる内容のシャウトに、一瞬何が何だか分からなくなる。

「あ、あの明日あす夏か、今のってどういう……？」

　明日あす夏かにとって今一番大事なものが殻付き落花生ってことなんでしょうか？　え、え、ワケが分からない……

　すると明日あす夏かは目をぱちぱちとさせながら、こう返してきた。

「え、だってすっごくびっくりしたんだもん。節分で使う豆は全国どこでも大豆だと思ってたから。わたしにとっては大事件だったよ？」

「え？」

「え??」

　明日あす夏かが何を言っているのかさっぱり分からない。

　互いに頭の上にハテナマークを浮かべながら顔を見合わせる。

　何だろう、何かが致命的に嚙かみ合あっていないような気がするといいますか……

　と──そこで思い至る。

　あ、そ、そうか！　何度も言っているけれど、明日あす夏かと俺とで出されている指示は違うわけであって……

　だとしたらよく分かりませんが、明日あす夏かに出された指示は答えが『北海道の節分は殻付き落花生』になるようなものだってことでしょうか？

　とはいえこんなに答えに差がある指示を出すものなのだろうか……？

　改めてスマホをよく見てみると……

「……あ」

　マホちゃんが微笑ほほえんでいるディスプレイに表示されていたのは……『あなたが今一番、大事件だと思っていることを、心からの気持ちを込めて大声で叫んでね♪』の文字だった。

　どうやらスマホのヒビが入っていた部分がたまたま『件』に重なって、見落としてしまっていたらしい。

「…………」

　い、言わないでよかった……

　それがちゃんとリクエストされていたものならともかく、手違いであんな恥ずかしい主張を公共の場で晒さらすなんて辛つらすぎる……

　送ろうとしていたメッセージが間違ってＳＮＳに投稿されそうになっていたことに直前で気付いた時のようなホッとした気分になっていると、

「そういえばせんせーは何て言おうとしてたの？」

「え、い、いや、それは……！」

「？」

「そ、その、これはあれで……」

「??」

「え、ええと……そ、そう、マ、マスカット！　マスカットって言おうとしたんだよ！　ほら、今年は台風被害でシャインマスカットの出荷量が減ってるらしいから、俺にとっては大事件で……」

　だいぶ苦しいけれどここはそれで誤魔化すしかない。

　幸いなことに、明日あす夏かはさして疑いを持たなかったようだった。

「そっか～。シャインマスカット、おいしいもんね～」

　そう言って、無邪気に笑う。

　ふ、ふう、よかった……
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　今一番大事件だと思っているのは、北海道の節分では大豆ではなくて殻付き落花生が使われることらしい。
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　展望デッキでの誤爆スレスレだったイベントも何とか終えて、俺たちはシャトルバスに乗って集合場所である国内線ターミナルへと向かっていた。

「ふふ～、マホちゃんのオリジナル待ち受け、ゲットだぜ～♪」

　隣では明日あす夏かが、スマホを眺めながら嬉うれしそうに顔を綻ばせている。

　そのディスプレイの中には、マホちゃんがハルくんと二人で手を合わせてハートマークを作りながら笑い合っている画像が見えた。

「……」

　まあ色々あったけど、結果オーライですよね……

〝羽田空港デート〟は楽しかったし、明日あす夏かも満足そうだし、早起きした甲か斐いは十二分にあったと思う。

　とはいえ本番である北海道への旅立ち前に、けっこう疲れたというか何というか……

　バスの背もたれに体重を預けて一ひと息いき吐ついていると、

「そうだ、せんせー、これ」

「？」

　こっちを見上げながら明日あす夏かが差し出してきたのは紙袋だった。

　開けてみると、中に入っていたのは……『ドジっ娘マホちゃん』仕様のオリジナルスマホリング。

「さっき『江戸小路こうじ』で買ったんだ～。マホちゃんもプレゼントを買うと向こう一週間はラッキーが続くって言ってたし、絶対にせんせーに似合うと思って♪」

　そう言うと、自分のスマホを裏返して見せてくる。

「へへ～、しかも実はこれ、わたしとおそろいなんだよ～♪　ほら、こないだ言ったよね、またいっしょに何かおそろいにしようって。だから……」

「……」

「？　せんせー？」

　その明日あす夏かの言葉に、俺は何と答えていいか分からない状態に陥っていた。

　だって俺が『江戸小路こうじ』で買っていたのは……

「あ──あのさ、明日あす夏か、俺からもプレゼントがあって……」

「？」

「これなんだけど……」

「え、せんせー、これって……」

　渡した紙袋の中を見て、明日あす夏かが驚いた顔になる。

「えっと、スマホリング。その、俺もおそろいがいいと思って……」

　同じ『ドジっ娘マホちゃん』仕様の、だけど明日あす夏かが買っていたのとはデザインが違うオリジナルリング。

　明日あす夏かが何を買っていたのかはぜんぜん知らなかったけれど、まさかここでも同じ選択をしていたなんて……

「え、じゃ、じゃあ、せんせーもおそろいにしてくれようとしてたってこと？　わたしと同じで……」

「そ、そういうことかな……」

「……」

「……」

　舞い降りる沈黙。

　何だか気恥ずかしいような気持ちを共有しているような、何ともいえない空気が辺りを包む。

「え、えっと、じゃあせっかくだし、交換しよっか、せんせー？」

「う、うん」

　そううなずき合って、お互いがお互いにスマホリングを渡し合う。

　何だかそれは……指輪の交換みたいだった。

「え、えへへ～、おそろいが二つで、ダブルおそろいだね♪」

　そう言って、明日あす夏かはとろけそうな笑顔を向けてくれたのだった。








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: 114]（秘密レベルＳ）

　おそろいのスマホリングを、ダブルでいっしょに付けることになった。






　　　　♪




　胸の奥があったかかった。

　すっごく楽しくて、幸せな時間を過ごすことができた。

「ふふ～」

　スマホの裏に付いているリングを見ながら、ついつい頰が緩んでしまう。

　だけど。

　一つだけ気になっていることがあった。

　それは……プラネタリウムカフェでの、一件。

　自分でもどうしてあんなことをしてしまったのかよく分からない。

　でも朝あさ倉くらさんの話を聞いた時から、何だか胸の奥がもやもやとして、わーっとなって……気が付いたら、隣にあった手をぎゅっと握り締めちゃってた。

　あったかくて、柔らかくて、優しい手。

　ピアニッシモちゃんのお腹なかみたいな……手。

「……」

　あの時、スマホに表示されていた指示は『プラネタリウムカフェで相手と同じオリジナルドリンクを頼むと運気アップだよ♪』だった。

　手を繫つなげなんて、一言も書かれていなかったのに。

　でも。

　そうしたことに……後悔はぜんぜんなかった。

　せんせーといっしょにいると、日なたぼっこをしているみたいに心があったかくなって、ついつい笑顔がこぼれてしまう。

　いつまでもこんな時間が続いたらいいなって思ってしまう。

　何ていうか、すっごく自然にいられるっていうか、ここが自分の居場所なんだなって、素直にそう思えるんだよね。

　こんなのは……きっと、めったにないことなんだと思う。

「これって、もしかして……」

　そうなのかもしれないし、そうじゃないのかもしれない。

　そういう経験はまだしたことがないから……分からない。

　でも……この修学旅行で、それを確かめられればいいなって、そう思った。
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　集合場所である国内線ターミナルには、もうすでにたくさんの生徒たちが集まっていた。

　クラスごと仲のいいグループごとに何となく固まって分かれていて、笑い合いながら「やっぱり小お樽たる運河は絶対に見たいよね～」とか「あたしモーモーミルクを絶対飲むんだ……！（決意）」とか「北海道って水道からイクラが出てくるってほんと？」とか、これからの日程に思いを馳はせて楽しげな声を上げている。

「ええと、うちのクラスは……」

「あっちじゃないですか？」

「あ、ホントだ」

　その中の見知った顔が多くある集団を見付け、明日あす夏かと二人で向かおうとする。

「おはよっ、明日あす夏かっち、澤さわ村むらっち！」

　と、いきなりテンションフルマックスな声が耳に飛び込んできた。

　声の元に視線を遣やると……そこにいたのは花鳥風月のリーダーである花はな村むらさんだった。

　他のメンバーである小鳥遊たかなしさん、風かざ祭まつりさん、美み月づきさんとともに、いつも通りのやばいくらいにエネルギーがあふれまくっている笑顔でぶんぶんと手を振って近づいてくる。

「んー、いよいよ修学旅行がやってきたねっ。エモエモで胸ドキでアバンチュールな青春イベント！　明日あす夏かっちと澤さわ村むらっちとは同じ班だし、よろしくねっ！」

「あ、こちらこそよろしくお願いしますね」

「よろしく、花はな村むらさん」

「ふふー、カニ専門店でカニのツメを片手に持ちながらジャンケンをしてフェイントでパーを出してやるのが楽しみ楽しみっ。今から待ちきれないぜー！」

　それの何が楽しいのかいまいち微妙に思いつつも、とりあえずは突っこむことはせずに会話を続けていると、

「あ、善よし人と、乃の木ぎ坂ざかさんー」

　聞き慣れたアニメライクな声が飛び込んできた。

「お、冬ふゆ姫きか、おはよう」

「おはようございます」

　少し離れた場所で三Ｋたちと話をしていた冬ふゆ姫きが、こっちにやって来た。

「今来たのー？　遅かったねー」

「あ、うん。けっこうギリギリだったかも……」

　国際線ターミナルから国内線ターミナルに移動するのに思いのほか時間がかかってしまったため、到着したのは集合時間のわずか三分前だった。

「でも善よし人とさー。今日って少し早く家を出てたよねー？」

「え？」

「ちょっといっしょに行こっかなーと思って善よし人との家まで行ったんだけど、鈴すず音ねちゃんにもう出かけたって言われてちゃってさー」

「え、冬ふゆ姫き、わざわざうちまで来たの？」

「うんー。九時半くらいだったかなー」

　だとすると家を出た直後くらいですよね。

　それは……少し悪いことをしたかもしれない。家が近所とはいえ冬ふゆ姫きとこういう行事の集合場所までいっしょに行くということはこれまでなかったから、今回も同じだろうと思いまったく想定していなかった。

「ごめん……だったら一言くらい言っておけばよかった」

「あ、いいよいいよー！　それは別に。前もって連絡しなかった私も悪いんだしさー。あ、でもー」

「？」

「何でそんな早く出たのー？　何か用事でも……あったとかー？」

「あー、それはその……」
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　言葉に詰まる。

　フライング待ち合わせをして明日あす夏かと二人で〝羽田空港デート〟をしていたことが……冬ふゆ姫きはともかくとして、他の面子めんつ（特に花はな村むらさんとか花はな村むらさんとか花はな村むらさんとか）に伝わると色々と面倒なことになるだろうことは、ハマチが成長して大きくなれば活いきのいいブリになるくらいに明らかに目に見えている。

　それにあれについては……何となくだけど明日あす夏かとの間の〝秘密〟にしておきたい気がするんですよね。

　なのでどう答えるべきか迷っていると、

「お、何だかラブが渋滞してる空気の匂いがするっ！　どうしたのどうしたの、何があったのかなっ？」

「え、あ、いや……」

　その懸け念ねんの最たるものとも言うべき花はな村むらさんが、カツオブシを前にした腹ペコの猫みたいに目を輝かせながら覗のぞき込こんできた。

「んー、これはあれかなっ？　澤さわ村むらっちがそんな飼い慣らされたアルパカみたいな顔をして実はド鬼畜で、明日あす夏かっちと冬ふゆ姫きっちを弄んでそれぞれと愛してるゲームをしてたのが発覚しちゃったとかっ？」

「え、い、いや……」

　ぜんぜん違うんだけど何となく核心も突いているような空気を漂わせているのが花はな村むらさん恐るべしである。

「ん？　ん？　あれあれ？」

　と、そこで花はな村むらさんが何かを見付けたような顔になった。

「ねえねえ明日あす夏かっちと澤さわ村むらっち、何で二人ともスマホリングを二つも付けてるのっ？」

「え？」

「あ……」

「二つも付けるって珍しいよね？　しかもこれってなんかデザイン違いの同じやつ？　おそろい？」

　口元に指を当てながらそんなことを言ってくる。

　普段はどちらかといえば大ざっぱなことこの上ないのに、こういう突っこんでほしくないところに限ってはピンポイントで目め聡ざといのがホント花はな村むらさんクオリティですよね……

「あー、ええと、これは……」

「そ、それは、その……」

　明日あす夏かと二人で何と答えたものか顔を見合わせる。

　と、その時。

「──はーい、それじゃあみんなそろってるわね？　今から搭乗口に向かうから、搭乗チケットを準備しておいてください」

　天あま宮みや先生のそんな声が空港のロビーに響いた。

「あ、もう搭乗時間なんだ。飛行機に乗る前に映ばえる写真を撮っとかないとっ。じゃあまた後でねっ！」

　そう口にしてぱたぱたと花はな村むらさんが去っていく。

　助かった……

　あのまま花はな村むらさんのペースに乗せられていたら遠からず押し切られて口を割らされていたに違いない。そうなったらまた色々と面倒なことになったのは間違いないだろう。

　ホッと胸をなで下ろしながら、明日あす夏かと並んで搭乗口へと向かって歩き出す。

　そんな俺たちの後ろで、

「……むむむ、やっぱり善よし人と、乃の木ぎ坂ざかさんといっしょだったのかー。これは思ったよりも出遅れてるかもしれないかー。……うん、でも大丈夫大丈夫ー。まだ慌てるような時間じゃないって仙せん道どうさんも言ってたもんねー」

　冬ふゆ姫きが何かを口にしていたのだけれど、搭乗前のバタバタで耳に入っていなかった。




　とまあ、のっけから色々と慌ただしい感じで。

　三泊四日となる北海道修学旅行が……幕を開けたのだった。
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　新千歳ちとせ空くう港こうまでは、およそ一時間半の空の旅だった。

　羽田空港からここに至るまで、花はな村むらさんが必要以上の荷物を機内に持ちこもうとして係員の人に止められていたり、俺が保安検査場で何度やっても引っかかって宇宙人に謎の金属片を埋め込まれているんじゃないかっていう疑惑をかけられたり、搭乗ゲートで明日あす夏かがチケットの使い方を分からずに泣きそうな顔でこっちを振り返ってきたり（自家用じゃない普通の飛行機に乗るのはこれが初めてらしい……）と細かな突っこみどころはあったものの、それ以外には大きなトラブルもなく、俺たちは北の大地を踏みしめていた。

「北海道ですね、澤さわ村むらさん♪」

　隣の明日あす夏かが弾んだ調子でそう声を上げる。

「東京よりもぜんぜん涼しいですし、何だか空気の味が違うような気がします。澄んでいるというか混じり気がないというか……。わ、雪もずいぶん積もってるみたいですね」

「ホントだ。真っ白だ」

「きれい……まるで純白の絨じゆう毯たんが敷かれているみたいです……♪」

　三泊四日の修学旅行。

　花はな村むらさんの言葉じゃないけど青春イベントの代名詞みたいなものだし、日常では起こらない何か特別なことが待っているのではないのかと少しだけワクワクしてしまう。

　そんなそこはかとない期待とともに歩き出そうとして。

「？」

　と、そこで明日あす夏かがくいくいと袖を引っ張ってきた。

　何だろう……と振り返ろうとすると、こそっと耳打ちをしてきて、




「──えへへ、たくさんめもりあるを作ろうね、せんせー♪」




　ささやくようにしてそう口にした。

　その際に顔がほんのりと近づいて、何だってこんなにいい匂いがするんだろうという香りとともにくすぐるような吐息が耳元に触れたりして……

「……」

　う、もうかわいすぎて昇天してしまいそうなんですが……

　あまりに規格外な明日あす夏かの攻撃力に俺が般はん若にや心しん経ぎようをコーラスで聞かされたゴースト型クリムゾンのごとく不気味に身み悶もだえしていると、

「はーい、それじゃあみんな、聞いてください。これからは基本的に班行動になります。あらかじめ決めておいた班に分かれて、札さつ幌ぽろ市し内ないを観光してきてください。先生たちはホテルで待機しているから、何かあったらすぐに連絡を入れること。最終的には十九時までにはホテルに到着するようにしてくれれば大丈夫だから」

　天あま宮みや先生が生徒たちに向かってそう言った。

　どうやらここからは班行動に移るみたいだった。

　周りのクラスメイトたちが、それぞれ事前に決めていたグループごとに集まっていく。

　と、そんな移動光景を見ながら天あま宮みや先生が何やら遠い目をしながら物思いにふけっていた。

「？　どうしたんですか、天あま宮みや先生？」

「あ、う、ううん、何でもないの！　ちょっと一昔前のことを思い出してて……」

「一昔前？」

「うーん、前の修学旅行の時には由ゆ香か里り先生に同じ注意をされたけど、逆に言う立場になったのかあ。懐なつかしいっていうか、由ゆ香か里り先生、元気にしてるかな……」

「？」

　また何かイカのことでも考えてたんでしょうか。

　よく分からなかったのでとりあえずそれ以上突っこむことはせず、挨拶をして、いっしょに班行動をする冬ふゆ姫きたちのところへ合流する。

　明日あす夏かと俺以外のメンバー……花鳥風月の四人、冬ふゆ姫きと三Ｋの計八人はすでにみんな集まっていて、最初の行き先について話をしていた。

「さっ、どこから行こっか？　『カニ宗家』？　『えびそば幻覚』？　『マジカルスパイスカレー』？」

「いきなりご飯はないっしょ。やっぱでっかい山の展望台じゃね？　やばいくらい映ばえるって評判だし」

「いやそこは遠いだろう。まずは市街から見て回るべきじゃないかな？」

「市街でしたら某ライブハウスもヴィジュアル系の聖地で捨てがたいと思いますよ？」

「うーん、そっか。迷うなっ」

　花鳥風月の四人がＳＮＳ映えするスポットを候補に挙げる一方。

「最初はあそこがいいんじゃないかなー？　ほら、テレビ塔ー。『マホちゃんＧＯウォーク』のマジカルジムがたくさんあるし、『ドジっ娘マホちゃん北海道編～極光の約束～』で出てきたレアクリムゾンが出現するって話だしー」

「おお、それはいいですな。せっかく北海道まで来たのだから、レアクリムゾンは全てゲットしておきたいところですからな」

「イベントもこなさなければならないですしね」

「そしてマップも全部塗り潰すぜ！」

　冬ふゆ姫きと三Ｋたちは『マホちゃんＧＯウォーク』に関連のあるスポットを挙げていく。

　ちなみに『ドジっ娘マホちゃん北海道編～極光の約束～』というのはマホちゃんシリーズの最新劇場版で、とある事情から北海道に来ることになったマホちゃんとカヤちゃんとハルくんが、そこでマジカル魔導兵器と呼ばれる新たな敵と遭遇し、未知なるその力に対抗するために敵であったクリムゾンたちの一部と手を組んでいく……というのが大筋である。

　とはいえバトルばかりの内容ではなく、北海道の名所を観光したり、カヤちゃんとハルくんが温泉で接近する場面があったり、マホちゃんのためにハルくんが雪原に字を書いてがんばるシーンがあったり、最後のクライマックスでは、果てしなく広がる夜空から降り注ぐ極光の下で二人が永遠の契ちぎりを約束するシーンがあったりと、盛りだくさんの内容。

　すでに名作とも名高いこれについて言及すると長くなるため、それはこの場ではひとまず置いておいて。

「うーん、でもやっぱとりあえずなんか食べたくないっ？　北海道っていったら美味おいしいものの宝石箱だしっ」

「んなこと言ってるとデブるっての」

「いやいや、ここはまず幸さい先さきよくレアクリムゾンの捕獲から始めるべきでしょうぞ」

「うんうんー。テレビ塔ではテレビ父さん型クリムゾンが出るって話だしねー」

「クリムゾンってそれなにっ？　美味おいしいのっ？」

「いやクリムゾンは食べ物じゃなくてですね……」

「ヴィジュアル系がたくさん置いてある秘密のお店とかもいいと思いますよ？」

　スタートからいきなりカオスな感じだった。

　行き先候補が完全にバラバラ。

　いやまあクラスでもかなり上位のリア充寄りである花鳥風月の四人（マイペース）と、生粋の〝アキバ系〟グループである冬ふゆ姫きたち（やっぱりマイペース）とでは、優先順位やら価値観やらがミネラルウォーターと原油くらいに違うのは当然といえば当然なんですが……

　とはいえこのままじゃいつまで経たっても決まりそうにない。

　ここはひとまず適当にバランスの取れた案でも出して場を和ませようとして。




「あの……すみません、ちょっといいですか？」




「？」

　耳通りのいい声が論戦の間にするりと入ってきた。

　俺の隣で小さく手を上げる明日あす夏かだった。

「実は……こういったものがあるのですが」

「ん、何それっ？」

　少しだけ遠慮がちに明日あす夏かがカバンの中から取り出してきたもの。

　それは表紙のところに『楽しい北海道修学旅行のしおり』と書かれた小冊子だった。

「これって……？」

「はい、今回の旅行用に準備したしおりです。何かの参考になればと思ってまとめてきたんです」

　やっぱりそうですよね？

　いつかの夏休みの計画表といい合唱コンクールの時といい、どうやら明日あす夏かはこういったお手製のしおり系のものを作るのが大好きだってことが、ここに来て確信へと変わった瞬間だった。

　ちなみに表紙には氷結地獄の中で荒ぶった殺さつ戮りくの表情を浮かべる白いオーガのようなものが書かれているけれど（きっと流氷の中を泳ぐシロクマなのかな……）、みんな一周回ってイラストについては気にならなくなったのか特に触れずにいる。

「わー、すごい！　観光スポットと回る順番がすっごく分かりやすくまとめられてるっ！　これ全部明日あす夏かっちが作ったの？」

　花はな村むらさんが声を上げる。

「あ、はいです。神楽かぐら坂ざか先輩に協力してもらいましたけど……」

「えー、それでもこのクオリティはやばいって！　合唱コンクールの時も思ったけど、プロが作ったみたいじゃん！」

「え、こんな場所あるん？　もいわ山展望台ってやばくない？」

「なるほど……これは実にうまくまとめられているね。札さつ幌ぽろドームは行ってみたいな」

「札さつ幌ぽろら～めん共和国もいいですよね」

　花鳥風月の四人が興奮気味にそううなずき合っていて。

「おー、順番は後だけどちゃんとテレビ塔も入ってるんだねー」

「サッポロビール博物館でレアクリムゾンがゲットできるとは初耳ですな」

「これは行くしかないですね」

「おう、この回り方ならマップも全部塗りつぶせるしな！」

　冬ふゆ姫きと三Ｋたちも食い入るようにして冊子に目を遣っている。

　そうか……そうですよね。

　明日あす夏かはもともと容姿端麗で成績優秀な、完璧超人始祖みたいな学園のアイドルだ。立ち位置的には花はな村むらさんたちに近い。さらにはそこに〝アキバ系〟の知識も身に付けることによって、冬ふゆ姫きや三Ｋたちとも親和性が高くなっている。言ってみればリア充とアキバ系の要素を併せ持ったハイブリッドみたいな存在だ。

　ゆえにその両方の視点というか考え方を汲くみ取とることができるわけで……

「うんっ、すごい！　やばいくらいに映ばえポイントも押さえてあるし、あたしたちはこのしおり通りでノープロブレムだよ！」

「うんー、それで無問題ー！　『マホちゃんＧＯウォーク』を中心に組み立ててくれてるから文句なんてあるはずないよー！」

　花はな村むらさんたちも冬ふゆ姫きたちも満足そうにそううなずく。

　どうやらうまく話はまとまったみたいだった。

「それじゃあちょっと出だしでつまずきかけたけど……改めて出発だぜー！」

　花はな村むらさんがそう高らかに宣言をして。

　修学旅行一日目である、札さつ幌ぽろ観光が始まったのだった。
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　お手製のしおり系のものを作るのが好き（確定）。
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『楽しい北海道修学旅行のしおり』の最初の目的地となっていたのは、札さつ幌ぽろ市し時計台だった。

　札さつ幌ぽろの中心部にある、有名なことこの上ない観光スポット。

　街中ではあるものの雪が積もっていると意外に撮影映えするポイントになっていることにくわえて、『マホちゃんＧＯウォーク』のマジカルジムが設置されている場所だった。

「よしっ、撮りまくるぞっ！　『楽しい北海道修学旅行のしおり』によると向かいのビルの二階が絶好の撮影ポイントらしいから、行くしかないっ！」

「おっし、いっちょ映ばえまくっていいねが一万件くらい付くやばい写真を撮ってやっか」

「ふふ、悪くないね。私も行こう」

「あ、全員で行ってしまったら建物の写真しか撮れなくなっちゃうんじゃ……」

　花はな村むらさんたちは主に外で撮影に勤いそしんでいて。

「さあ朝あさ倉くらさん！　我々はこの辺りを踏破しつつマジカルジムを占領して、レアクリムゾンをゲットしましょうぞ！」

「『ＡＭＷ研究会』の名前をこの北の地に刻むとしましょうか」

「俺たちの華々しい北海道デビューだぜ！」

「おー！　やろーやろー！」

　三Ｋと冬ふゆ姫きは『マホちゃんＧＯウォーク』を片手に散っていく。

　班行動とはいっても観光スポットごとに各おの々おの見たいポイントも違うため、それぞれフリーダムに敷しき地ち内を見て回っていくことに（必然的に）なったのだった。

「えっと……俺たちはどうしようか？」

　隣の明日あす夏かにそう問いかける。

「そうですね。せっかくなので中に入ってみませんか？」

「ん、了解」

　そううなずき合って、ひとまずは時計台の館内に入ってみることにする。

　時計台の中は二階建ての資料館のようになっていた。

　ふむふむなるほど……『楽しい北海道修学旅行のしおり』によるとこの時計台は正式名称を旧札さつ幌ぽろ農のう学がつ校こう演武場というらしく、一階では主に札さつ幌ぽろの文化財建造物や札さつ幌ぽろ農のう学がつ校こうの歴史を展示しているとのことだ。また二階には巨大な塔時計（本物）が置かれていて、自由に見学をしたり写真を撮ったりできるようであって……

「……ん？」

　と、その説明書きの横にとあるものを見付けた。

　巨大な刃のようなものが高速回転している処刑器具みたいなイラスト（たぶんこの塔時計……？）とともに、『メモリアルポイント＋10』と書かれている。さらに別のページには『エクストラミッション』と書かれた但し書きも。何でしょう、これ……？

　首を捻ひねらせていると、隣の明日あす夏かが声をかけてきた。

「あ、それ見付けたんだ、せんせー♪」

　周りに花はな村むらさんたちや冬ふゆ姫きたちの姿がないことを確認して、お嬢様モードから人ひと懐なつこいモードへと変わった口調で何だか嬉うれしそうにそう言ってくる。

「これ、何なの？」

　良くも悪くも印象的なことこの上ないイラストについ目が行ってしまうけど、こっちのフレーズも気になる。

　すると明日あす夏かは少しだけ得意げにこう口にした。

「ふっふっふ、それはね……『メモリアルポイント』だよ♪」

「『メモリアルポイント』？」

「そ、実はね、せんせーのしおりだけは特別製なんだよ。他のしおりにはないせんせーオリジナルの仕様が目白押しなんだけど、中でも特に各所に記載されたその『メモリアルポイント』が重要なの」

　ぴっと人差し指を立ててそう続ける。

「これから四日間で行く場所には、必ず『メモリアルポイント』をゲットできるスポットがあるんだよ。そこで『メモリアルミッション』を達成するとその内容に応じた『メモリアルポイント』が加算されるの。で、『メモリアルポイント』を貯ためていくと、ゲットしたポイントごとに特典がもらえるって感じかな」

「つまり……スタンプラリーみたいなシステムってこと？」

「そうそう！　さっすがせんせーは吞のみ込こみが早くて助かるよ～。どう、面白そうでしょ～？」

　こぼれんばかりの笑みで明日あす夏かがそう言ってくる。

　確かに面白そうだった。そういうきっかけがあれば普通に回っているよりも観光スポットに興味が増すし、各行き先ごとにポイントが割り振られているのもゲームみたいで楽しい。

　それに……俺のしおりだけが特別製なのも、何だか嬉うれしかった。ナンバーワンよりオンリーワンというか世界で一つだけのしおりといいますか……

「というわけなので、さっそくここでの『メモリアルミッション』をやってみよ～！　さ、何が書いてあるかな～？」

　弾んだ声の明日あす夏かに促されて『楽しい北海道修学旅行のしおり』を確認する。

　ええと、このポイントでの『メモリアルミッション』は……




『時を刻む悠久のモニュメントの前で……彼女をお姫様抱っこをして、舞踏会のようにクルクルと華麗に回ろう』




「……」

「……」

「……え、これやるの？」

　初っぱなからハードルが高いというか富ふ士じ山さんくらいはありそうな内容に、思わず訊きいてしまう。

「……」

「明日あす夏か……？」

「……あ、う、うん！　や、やるよ、もちろん！」

　というか明日あす夏かも驚いているように見えるんですが。このしおりの作成者は明日あす夏かなんだから、何が出てくるかは分かってたんじゃないんですかね……？

　そう尋ねてみると。

「あ、ええと……実はこの『メモリアルポイント』と『メモリアルミッション』の内容は、神楽かぐら坂ざか先輩が考えてくれたんだよ～」

　小さくうなずき返しながらそう口にした。

「神楽かぐら坂ざか先輩が？」

「う、うん。先輩は一昨年修学旅行で来てるから北海道も詳しいし、どうせならわたしも『メモリアルミッション』の内容は知らない方が面白いから、お任せしたんだけど……」

「あー……」

　その言葉で何となく納得したような気がした。

　あの人……あんなにクールで頼りがいのある感じなのに、実は少女マンガが何よりも大好きなんですよね。それも正統派の恋愛ものの。壁ドンと顎クイとかの、ベタベタで気恥ずかしくなるようなシチュエーションが大好物っていう。ハー●クイン文庫とかも目を輝かせながら読んでたし……
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　そんな神楽かぐら坂ざか先輩だから、きっとこの『メモリアルミッション』に夢とロマンと情熱を詰め込んだんだろう。

「どうする、やめとく……？」

　幸いなことに周りに人の姿はまばらとはいえ、こんな真っ昼間からお姫様抱っこをしてその場でクルクル回るなんて、生まれながらの王侯貴族とかでなければある種のプレイ以外の何でもない。

　だけど明日あす夏かは、少し考える素振りを見せた後に、首を大きく横に振った。

「う、ううん、やる！　これもめもりあるのためだもん！」

「明日あす夏か……」

「この旅行ではおはようからおやすみまで骨の髄までせんせーとのめもりあるまみれになるって、決めてたから……！」

　ぐっと両手を握った明日あす夏かの目には、本気の炎が燃え盛っているのが見えた。

　明日あす夏かがその気だというのなら……もう俺に選択肢は一つしかありません。

「分かった……じゃあ、やろう」

「う、うん……ばっちこいだよ！」

　何だかそれは少し違うんじゃないかっていう明日あす夏かのリアクションを受けつつ、俺は動いた。

　明日あす夏かの背中とヒザの下に手を回し、そっとその小さな身体からだを持ち上げる。

　重みとも言えないような重みが腕にかかり、同時にふわりと柔らかな香りが鼻び腔こうをくすぐった。

「だ、だいじょうぶ……重くない？」

「ん、ぜんぜん平気」

　心配げに明日あす夏かが訊きいてくるものの、明日あす夏かの身体からだは羽根のように軽い。セミにしてみればイワサキクサゼミ（日本最小）レベルの俺の腕力をもってしてもまったくもって苦にならなかった。

　問題はそれよりも……

「せ、せんせーって……意外とたくましいんだね？」

「そ、そうかな？」

「う、うん。こんなに力強く持ち上げられるなんて考えてなかったっていうか……何だか守られてるみたいな感じがする。こういうのも新鮮かも、えへへ……」

　腕の中でふにゃんと頰を緩ませてくる明日あす夏か。

　その、他の人の前では見せない安心しきった仔こ犬いぬみたいな表情の方が……三・七五倍くらい俺の心臓をダイレクトアタックするといいますか……

　しばしそのまま姫（明日あす夏か）と野獣（俺です）状態でいて。

「あ、そうだ。なんかこのシチュエーションって見た覚えがあると思ったら……」

「？」

　と、明日あす夏かが何かを思い出したかのように小さく手を叩たたいた。

「お父さんとお母さんの結婚式の時の写真だ。ウエディングドレス姿のお母さんを、お父さんが一生懸命にお姫様抱っこをして、すっごく幸せそうに笑ってたんだった……」

「……」

　あの岩石とかと間違えそうなマッチョのハイエンドみたいなお父様と、未来さんとほとんど見分けがつかない美魔女のハイエンドみたいなお母様が……？

　いまいちその絵面が想像できずに疑問符を頭の上に浮かべる俺に、明日あす夏かは続ける。

「きっとお母さん、今まで生きてきて一番幸せだったんだろうな～。うん、なんかその時のお母さんの気持ちが分かるっていうか……」

「え？」

「こんな風に大好きな人に優しくお姫様抱っこをしてもらったら、それはあんな風に素敵な笑顔になるよね……」

　そ、それって……？

　その言葉に思わず目を瞬しばたたかせる。

　え、だ、大好きな人って……その、俺のことですよね？　それにお父様とお母様の結婚式にたとえるっていうのは、色々と深読みするとこの場が北海道であるのにもかかわらず頭の中が鳴なる門と海かい峡きようの渦潮のようにグルグルと混乱することこの上なしであって……

　完全に機能停止状態になっていると、明日あす夏かもようやく自分の言ったことを自覚したのか。

「あ、え、わ、わたし何言ってるんだろ……！　ち、違うよ？　今のは何ていうか、つい口に出ちゃっただけで、べ、別に深い意味はないっていうか……」

「う、うん……」

「そ、その、せんせーのことは大好きで、そのことはホントだけど、い、今こんなことを言うつもりはなかったっていうか……」

　しどろもどろになりながらそう一生懸命に説明してくる。

　それにどう返していいか分からなくて俺も自我を失った雪だるまみたいになってしまう。

「……」

「……」

　そのまま二人ともお姫様抱っこをする側とされる側のままフリーズしていて。

　と、その時だった。

　ポケットにしまっておいたスマホがふいにヴヴヴヴヴヴ……とスムージーに振動した。

「！」

「!?」

　どうやら明日あす夏かのスマホも震えているようだった。

　何かと思いお姫様抱っこ状態を解除して二人でスマホを確認すると……そこにはシマフクロウ型クリムゾンが見付かったという『マホちゃんＧＯウォーク』からの通知があった。

「あ、そ、そういえば神楽かぐら坂ざか先輩が言ってたかも。『メモリアルポイント』は『マホちゃんＧＯ』のレアクリムゾンが出やすい場所に指定してあるって……」

「そ、そうなんだ？」

「う、うん……あ、せっかくだからゲットしないと……！」

「あ、ああ……！」

　慌てて二人して『マホちゃんＧＯウォーク』を立ち上げる。

　どこか気恥ずかしいような空気の中、シマフクロウ型クリムゾンをゲットしたのだった。
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　お父様とお母様は……結婚式の時にお姫様抱っこをしていたらしい。
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「あれ？　明日あす夏かっち、何だかほっぺたが赤いよ？」

「え、そ、そうですか？」

「うん、大丈夫？　風邪とか引いてない？」

「だ、だいじょうぶです。あ、もしかしたらずっと室内にいたので火ほ照てってしまったのかもしれません……」

「ふーん、そっか。でもそれもリンゴみたいでかわいいよっ！」

「あ、ありがとうございます」

　そんな感じに花はな村むらさんからの微妙な指摘を受けつつ。

　初『メモリアルミッション』を何とか達成した時計台を後にして……次に向かったのは北海道大学だった。

　札さつ幌ぽろ駅えきの北側にある国立大学にして、同時に札さつ幌ぽろの有名観光スポットの一つとして認知されている場所。

　東京ドーム三十八個分の広大な敷しき地ちを誇り、その中には農場や川まであるというほとんど森林都市みたいなキャンパスというだけに、写真映えするスポットには事欠かなく、また『マホちゃんＧＯウォーク』のイベントスポットがたくさんある場所でもある。

　ちなみに『マホちゃんＧＯウォーク』との関係上、入構したのは少しだけ遠回りをした東側の入り口からだった。

「うおー、すっげぇ、でっかい、広いっ！　これは映ばえるっ！」

「あそこの建物の前で撮らね？　なんかやばいくらいに頭よく見えそうっしょ」

「事実、北海道大学は道内一の偏差値だからね」

「ポプラ並木の前で撮るのも素敵かもしれないですよ？」

　そしてここでも花鳥風月の四人は映ばえポイントを目指して一目散に走り出し。

「さあ、我々もキタキツネ型クリムゾンをゲットしなくてはなりませぬな！」

「ええ、イベントスポットもあるらしいので、そちらもコンプリートしなくてはいけません」

「これだけ広大な敷しき地ちだと無駄なく効率よく歩かないと全て塗り潰せないぜ！　さあ朝あさ倉くらさんも行こうぜ！」

「あ、う、うんー」

　三Ｋと冬ふゆ姫きたちも『マホちゃんＧＯウォーク』を見ながらあっという間にどこかに消えてしまった。

　後には明日あす夏かと俺だけが残される。

「あ、ええと……俺たちも行こうか？」

「う、うん、そだね」

　さっきまでのお姫様抱っこインパクトがいまいち抜けきらないまま、少しだけぎこちない感じに二人で並んで歩き出す。

「わ、真っ白だよ。きれい……」

　と、明日あす夏かが辺りを見回して声を上げた。

「道も木も一面雪化粧で、きらきら光ってる……何だかアニメとかゲームの中みたい……」

「ホントだ。すごいな……」

　目の前に広がっているのは、東京ではなかなか見られない光景だった。

　秋口には色とりどりの葉っぱでカラフルに彩いろどられるというイチョウ並木は、今は降り積もった雪に覆われて白一色になっている。銀世界という言葉がこれ以上ないってくらいに似合うというか……

「この景色を見ながら登校できるのって、ちょっとうらやましいかも。こういう大学にせんせーと通ってみたいなあ……」

　明日あす夏かがほうっと白い息を吐きながらそんなことを言う。

「ほら、朝とか雪のかけっこをしながらいっしょにこの道を歩いていくの。それでどっちも雪まみれになっちゃって、寒くなったから一つのマフラーを二人で巻いたりとかもしちゃったりして。へへ、考えただけでもすっごく楽しそう♪」

　本当に幸せそうな笑みでそう言ってくる。

　確かに明日あす夏かといっしょの大学に通えたら……それはもうバラ色のキャンパスライフですよね。

　いっしょに登下校をしたり、同じ講義を取ってノートを交換し合ったり、お互いの一人暮らし先に通い合ったりして、きっと毎日が幸せホルモンで満ちあふれたものであるだろうことは間違いない。

　まあ問題は、明日あす夏かと俺とでは偏差値に大気圏の遥はるか上空を飛ぶスペースシャトルと地下をひた走るモグラほどの差があるってことなんですが……

「……」

　この修学旅行が終わったらちょっと勉強もがんばってみようかな……と、そう思った。

「あ、せんせー、あれ」

「お」

　と、そんなことを話しながら歩いている内に、次の『メモリアルポイント』が現れた。

〝少年よ大志を抱け〟の名言で知られているクラーク博士の像。ここにあるのは最も有名な全身像ではなくて胸像のみのものなのだけれど、それでも何となく威厳がある。ちなみに『楽しい北海道修学旅行のしおり』には『メモリアルポイント＋10』と書いてあった。

　問題なのは『メモリアルミッション』の内容なのだけれど……




『降り積もる雪の中……震える彼女を後ろからぎゅっとハグをして、その身体からだを温めるほどの愛の言葉をささやこう』




「……」

「……」

　……神楽かぐら坂ざか先輩……

　最初にお姫様抱っこなんていう乙女心の極みみたいなものがきた時からイヤな予感はしていたんだけれど、今回の『メモリアルミッション』もまた見るからに少女マンガのワンシーンライクなものだった。ていうかクラーク博士が見下ろす真ん前でそんなことしていいんですかね……？　何の大志だよっていう突っこみを入れたくなってしまうんですが……

　チラリと明日あす夏かの方を見る。

「……」

　明日あす夏かもその乙女に偏った内容に目をパチパチとさせて三度見くらいしていたものの、

「や、やろ～よ、せんせー！」

　すぐにこっちを見上げながら、そう言ってきた。

「い、いいの？」

「う、うん。それはやっぱり少し恥ずかしいけど、でもせんせーならぜんぜんイヤじゃない……っていうかむしろ、う、嬉うれしいと思うし……それに……」

「？」

「こ、こういうベタだけどロマンチックなシチュエーションは、女の子ならだれでもちょっとは憧れるものなんだよ……」

　ちょっとだけ声を小さくして、そんなことを口にした。

「そ、そうなんだ……」

「う、うん……」

　恥ずかしそうに顔を赤くしてそううなずく。

　そんなそれこそ少女マンガに出てくる正統派ヒロインみたいな明日あす夏かの様子もかわいすぎて、思わずこの場で昔流行はやったイナバウアーのごとくのけぞってしまいそうなんですが……

「あと……メモリアルポイントが１００まで貯たまったら、やりたいこともあるっていうか……」

「ん、何？」

「あ、う、ううん、何でもない。それよりほら、準備はおっけーだよ。ガツンとやってくれちゃってだいじょうぶだから！」

　これまたそんなス●ロングゼロのキャッチコピーみたいな反応をしつつも、前を向いて言葉通りバックハグの受け入れ体勢になる。

「わ、分かった。じゃあ……」

　うなずき返して、そっと明日あす夏かの背後に立つ。

　さらさらときれいな水のように流れる髪が雪の白に映える明日あす夏かの後ろ姿。

　ゴクリとツバを飲み込むと……そのまま、できる限り丁寧にその身体からだを抱きしめた。

「……っ……」

　緊張したような小さな声が上がる。

　細くて柔らかな明日あす夏かの感触が、腕と胸とを通して伝わってきた。すぐ目の前には陽の光に照らされて浮かび上がった天使の輪。フローラルで甘やかな明日あす夏かの香りが、雪に溶けるようにして鼻元に漂っている。

「……」

　……ど、どうしてでしょうね？

　今までもエロマウントポジションとかセクハラサイドポジションとかマジカル☆バーニングストーブとかの際きわどいポジショニングもさんざんやってきたっていうのに……このバックからのフレンチハグ（？）は何だかやたらとドキドキする。胸の奥がムズムズとするというか心臓がモゾモゾするといいますか……少女マンガの憧れのシチュエーションの定番となっているっていうのも、分かるような気がします……
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「せんせーの体温を感じる……あったかいね……」

　と、明日あす夏かがつぶやくようにそう口にした。

「考えてみたら、せんせーとはけっこう、その、く、くっつくことは多かったけど……こういう風に後ろからぎゅってしてもらったのは初めてだよね」

「あ、う、うん……」

「こういうのもいいな……神楽かぐら坂ざか先輩が推してくるのも分かるかも」

　きゅっと、身体からだの前に回された俺の手を握り返してそんなことを口にする。

「ね、せんせー。これって……ある意味『マジカル☆バーニングストーブ』みたいじゃないかな？」

「え？　あ、そうかも……」

　前から抱き合っているのか後ろから抱きしめているのかという違いはあるものの、ハグをして体温を分け合っているという点ではほとんど変わらない。『裏マジカル☆バーニングストーブ』とでも言うべきものですかね。

「何だろう……でも、普通の『マジカル☆バーニングストーブ』よりも包みこんで守ってもらってる感じがする……安心感が一段階上っていうかほんわかするっていうか。あ、そっか、もしかしてこれって……」

「？」

「ほら、もしもせんせーとわたしの間に子どもがいたとして、わたしが子どもを抱っこして、それでせんせーがその後ろから子どもとわたしを守ってくれてる姿が想像できるからなんだよ。だからきっといつもの二倍増しで幸せに感じるのかも……」

　そう言ってこっちを振り返ると、俺の顔を見上げて「えへへ……」と照れたような笑みを向けてくる。

　そのとろけてしまいそうな笑顔ももとより……さらりと明日あす夏かが口にした台詞せりふにさりげなく含まれていたフレーズが、俺には頭をバールのようなもので殴られたくらい衝撃的だった。

　子ども。

　明日あす夏かと俺の間の……ベイビー。

　それはつまり、そこに至るまで、その、け、結婚だとか、愛の営みとかが前提とされているものであって……

「あ、あのさ、明日あす夏か……」

「？」

「い、今のって……」

　と、そこで自分が何を言ったのかに気付いたのか。

「あ……っ、わ、わたし、また何を言って……！」

　腕の中で明日あす夏かが真っ赤になって声を上げた。

「ど、どうしたんだろ……な、何だか今日はテンションがおかしいっていうかふわふわしてるっていうか……そ、そうだ、きっと雪のせいだよ！　雪と北海道で興奮して気持ちが昂たかぶっちゃってるんだよ……！」

「そ、そっか、雪のせいだよね……」

「う、うん……」

　全ての責任の所在を雪に押し付けて、黙り込む俺たち。

　そのまましばらくの間、どこか落ち着かない空気でバックハグを続けていたのだった。

　ちなみにここでもその静寂を破るようにしてレアクリムゾンであるキタキツネ型クリムゾンが出現したのだけれど……それはまあ余談ですよね。








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: 117]（秘密レベルＳ）

　俺との子どもを……その、そ、想像してくれているらしい。
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　目の前に、巨大なカニの看板があった。

　大人が一抱えしても余るくらいの大きさで、まるで生きているかのようにその手足をワシャワシャとゆっくり動かしている。

「んー、来たぜっ！　全てのカニ好きの聖地……北海道の『カニ宗家』にっ！」

　花はな村むらさんが興奮気味に声を上げる。

　北海道大学を出た俺たちが向かったのは、駅前にあるカニ料理専門店だった。

　夕飯は各班ごとに済ませてくることになっていたので、早めに食べてしまおうということになったのだ。

「ねっねっ、とりあえず看板をバックにして写真撮ろう、写真っ！」

「すっげ、やばいくらいでかくね、あのカニ」

「五メートルくらいはあるね、きっと」

「もし実在したら何人前くらいのカニ料理になるんでしょうね？」

　ここは『カニ宗家』という花はな村むらさん一押しだった店で、新鮮な生きたカニを提供してくれるのが売りであるらしい。

「カニかあ……」

「ふふ、澤さわ村むらさん、カニさんはお好きですか？」

「どうだろ。あんまり食べたことないから……」

　カニカマならたくさんあるんだけども。

　あとは沢ガニとか。

「じゃあ任せてください。カニさんの身を取り分けるのには少し自信があるんです♪」

　手をチョキにしながら（カニのツメのマネなんだろう）明日あす夏かが軽やかにそう笑う。そんな仕草すら何かのイベントシーンみたいに見えるからもう反則級だ。

　有名店ということもあって、店の中はそれなりに混み合っていた。

　総勢十人という大人数であったことから俺たちはテーブル席ではなく個室に通される。色鮮やかなカニの絵やら「蟹かには命」と書かれた掛け軸やらが飾ってある和室で話をしていると、やがて注文したカニ料理の数々が運ばれてきた。

「うおぉぉおおおお！　カニだ！　毛ガニにズワイガニにタラバガニだぁああああっ！」

「ちょ、ちょっと、落ち着きなよ。目がやばいって」

「落ち着けないって！　見て、あの子のつぶらな瞳、長い足、引き締まった身……これってきっと運命の出会いとかじゃないかなっ？」

「それは違うんじゃないかな……」

「毛ガニが運命の相手ってちょっとイヤですよね……」

　やばいくらいにテンションアップする花はな村むらさんを他の三人が呆あきれた目で見ている。

　そんなカニ地獄ともいえる混こん沌とんとした状況の傍かたわらで。

「はい、どうぞ澤さわ村むらさん。カニさんを取り分けましたので食べてください。あーん、です」

「え？　い、いや自分で食べられるから大丈夫──」

「遠慮しないでください。澤さわ村むらさんが食べる姿を見るの、好きなんです。それに」

「？」

　と、こっそりと耳打ちをしてきて、

（これってここでの『メモリアルミッション』にもなってるんだよ。ほら）

　しおりを見せてくる。

　ホントだ……

　確かにそこには、『めくるめく食事では、彼女がちょっと気になっている同級生に「あーん」をして食べさせてあげること（メモリアルポイント＋５）』と書かれていた。

「だから気兼ねしないでください。それに大好きな殿方相手には心を込めて「あーん」をやって差し上げるのが、正しい作法であり乃の木ぎ坂ざか家けの家訓だと、お母様がいつも言っていましたから」

　作法ですか……

　そう言われてしまっては断る理由なんてこれっぽっちもない。

「あ、あーん……」

「はい、どうぞ♪」

　満面の笑みの明日あす夏かによって口へと運ばれるカニの刺身。

　これでもう何回目になろうかという「あーん」体験なんですが、何度やっても慣れないもんですね……

　そんな具合に花はな村むらさんたちや俺たちがそれぞれのカニタイムを過ごしている中。

「おかしいですな、ここでは地域限定のレアクリムゾンである毛ガニ型クリムゾンが出現するはずなのですが……」

「まったく出ません……シマフクロウ型クリムゾンもキタキツネ型クリムゾンも結局ゲットできなかったですし……」

「くそう！　ついてないぜ！」

　三Ｋたちはカニにはほとんど目もくれずに、ひたすら『マホちゃんＧＯウォーク』をやり続けていた。いやいいんだけどせっかくカニ専門店に来てるんだから少しくらいカニにも興味を示せばいいのに……

　と、そこで明日あす夏かのスマホがヴィンヴィンヴィンとエレガントに震えた。

「？　あ、毛ガニ型クリムゾンが出現したみたいです」

「！　な、何と！　我々がこれだけ待ち望んでも出ないといいますのに……」

「さすがは乃の木ぎ坂ざかさん、持っていますね……」

「まさに〝アキバ系〟の女神だぜ……！」

　三Ｋたちが驚きの声を上げる。

　これはあれですかね。もしかしたら『メモリアルミッション』をクリアするとレアクリムゾンが出現するっていう法則があるとか……？　『ＭＧＯ』でいうところの『メモリアルミッション教』みたいな。

「ううむ、こうなったら我々も乃の木ぎ坂ざかさんに続き、意地でもゲットしてみせましょうぞ！」

「ゲットしたいクリムゾンのモノマネをすれば出るという『モノマネ教』を実践するしかありませんね」

「俺は逆立ちしながらやれば出るという『逆立ち教』をやってやるぜ！」

　再び三Ｋたちは『マホちゃんＧＯウォーク』に戻ったようだった。

　手をカニにして毛ガニのモノマネ（明日あす夏かと違って毛ほどもかわいくない）をしたり部屋の真ん中で逆立ちを始めたりと騒がしいけれど、個室なので他のお客さんがいないことからひとまずは放置しておく。

　カニを頰張りながらそんなある意味いつも通りといえばいつも通りな『ＡＭＷ研究会』的な光景を何となく眺めていて。

「……ん？」

　と、何やら冬ふゆ姫きと花はな村むらさん（カニを丸ごと一匹食べてようやく落ち着いたらしい）が隣り合っている姿が目に入ってきた。

「ねえ、冬ふゆ姫きっち、いいのっ？」

「え？」

「ほら、今日一日ぜんぜん澤さわ村むらっちと絡からんでないじゃん。ずっと木き村むらっちたちとゲームやっててさー」

「え、そ、それは別にいいよー。善よし人ととは普段から顔を合わせてるし、『マホちゃんＧＯウォーク』をやりこまなきゃだしー」

　何だか珍しい組み合わせですね。

　何か話してるみたいだけど、三Ｋたちがやかましくてよく聞こえない。

「えー、でも見てて気になるんだよなー。せっかくの修学旅行だぜー？　あ、じゃあさじゃあさ、ジャンケンをしてあたしが勝ったらもうちょっと澤さわ村むらっちと絡からむ。冬ふゆ姫きっちが勝ったらもう何も言わないってことでどうかなっ？」

「え、でもー」

「いいからいいからっ。──それじゃあいくよっ。最初はグー、ジャンケンポイっ！」

　よく分からないけどジャンケンをしてる……？

　あ、花はな村むらさんがカニのツメを出すフェイントをしてパーを出した。空港で言ってたのを本当にやったんですね……

「へへっ、あたしの勝ちだねっ！　じゃあ言う通りにしてもらおっかなっ」

「う、うーん……」

　冬ふゆ姫きが何やら複雑そうな表情で首をひねっていたけれど、詳細はやっぱり分からないままだった。







『カニ宗家』を出て、その後も札さつ幌ぽろ散策は続けられた。

　テレビ塔の展望室まで上って「見ろ、人がゴミのようだ……」と口走ってみたり。

　サッポロビール博物館で工場見学をしつつノンアルコールビールを飲んでアダルト気分に浸ってみたり。

　札さつ幌ぽろドームで普段は見られないドーム内部を見学したり。

　もいわ山展望台で夜景を見たりもした。

　札さつ幌ぽろの有名な観光地をほぼ全て回らんという強行軍。

　ちなみにその先々で神楽かぐら坂ざか先輩のステータス『少女マンガ・ハー●クイン好き』に極振りした『メモリアルミッション』は猛威を振るったりもした。

「さ、え、遠慮なくやっていいよ、せんせー」

「う、うん……」

　木の幹にもたれかかりながらそうこっちを見上げる明日あす夏かに『壁ドン』（『メモリアルポイント＋５』）をしようとして、慣れない動作に身体からだがついていかず突き出した右手が空を切って危うく木に顔面を強打しそうになったり。

「こ、こうすればいいのかな……？」

「う、う～ん、なんか違うような……」

「だ、だよね？」

「う、うん、ごろごろ～♪　って言いたくなっちゃう……」

『顎クイ』（『メモリアルポイント＋５』）をやろうとして初めてなのでうまくやり方が分からず猫の顎の下を撫なでているような感じになってしまったり。

「え、えっと……じゃあ、繫つないで大丈夫？」

「う、うん……今ならみんなから見えてないと思う」

「じゃ、じゃあ……」

「……」

「……」

『みんなといる時にこっそりと手を繫つなごう。二人だけの秘密のつながり』（『メモリアルポイント＋５』）をやって手汗がすごいことになったりと。

　なかなかに……ハードなミッションの数々でした。

「ふー、楽しかったねっ。それじゃあホテルにゴーホームしよっか？」

　そんな俺たちの密ひそかな苦労を知ってか知らずか、花はな村むらさんが楽しそうにそう宣言をして。

　ようやく本日の宿泊先へと辿たどり着ついたのだった。








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: 118]（秘密レベルＣ）

　カニの身を取り分けるのは得意らしい。

・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: 119]（秘密レベルＢ）

　大好きな殿方に「あーん」をするのは……乃の木ぎ坂ざか家の家訓らしい。






　　　　５




　本日宿泊予定なのは、札さつ幌ぽろ市し内にある『ホテル・流氷』だった。

　ホテルとは銘打たれているものの、建物の造りは和風でかつ温泉もあることから、全体の雰囲気としてはどちらかといえば旅館に近いようなたたずまいである。

　ロビーで待機していた天あま宮みや先生に今日一日の報告をして、部屋のカギを受け取る。

「はい、花はな村むらさんたちの班はオッケーね。どうだった、札さつ幌ぽろは楽しかった？」

「うんっ！　たっくさん映ばえる写真は撮れたし、『カニ宗家』でカニも心ゆくまで食べれたし、明日あす夏かっちとか冬ふゆ姫きっちとかとも絡からめたから、大大大満足かなっ！」

　花はな村むらさんがそう答えると、天あま宮みや先生は優しい表情で微笑ほほえんだ。

「ふふ、楽しめたみたいでよかった。明日は小お樽たるだけど、小お樽たるもいいところだよ。カニだけじゃなくてイカも美味おいしいから」

「あ、そっか。確か天あま宮みや先生って、小お樽たる出身なんでしたよねっ」

「そうそう。よかったら美味おいしいお店、教えてあげようか？」

　そんな会話をしているのが聞こえてくる。

　へえ、天あま宮みや先生、小お樽たる出身なんですね。だからイカが好きなんでしょうか。というかそれを知っている花はな村むらさんの情報力もさすがといいますか……

　改めて感心していると、隣の明日あす夏かがふんわりと微笑ほほえんで言った。

「それじゃあ澤さわ村むらさん、私は部屋に行きますね」

「あ、うん」

　当然なのだけれど男女は別室であるため、明日あす夏かとは違う部屋である。部屋は基本的に班ごとに分けられていて、明日あす夏かは冬ふゆ姫きや花はな村むらさんたちと同室だった。

「今日はすごく楽しかったです。その、『メモリアルミッション』とか……。明日もまた、いっしょに『メモリアルポイント』を貯ためていただけると嬉うれしいです」

「ん、俺も楽しかった。また明日、明日あす夏か」

「はい、またです」

　そう言って明日あす夏かはエレベーターの方へ向かおうとして。

　と、くるりと振り返ってこっちに戻ってくると、小さく耳打ちをしてきた。

「そうだせんせー、知ってた？　ここのホテルって、露天温泉があるんだって。もしあれだったら、後でいっしょに混浴する？」

「あ、なっ……」

「ふふ、冗談冗談。じゃあまたね、せんせー♪」

　そう言って、明日あす夏かはたたたっと駆けていった。

　人ひと懐なつこいモードの明日あす夏かはフレンドリーだけど、人をからかうのが好きなのが玉に瑕きずですよね……

　そんなことを改めて思いながら、俺も部屋へと足を向けたのだった。







「ふぉう……」

　肩まで湯船に浸つかりながら、俺はそんな某超有名ソシャゲのマスコットキャラクターみたいな声を上げていた。

　疲労回復・筋肉痛・冷え性などに効用があるという温かいお湯が、疲れた身体からだを労いたわってくれるようにじんわりと染しみ入いってくる。

　明日あす夏かが言っていたように、この『ホテル・流氷』にはいくつか露天の温泉があって、部屋ごとに時間を割り当てられて入ることになっていた。俺は三Ｋとの四人部屋なのだけれど、三Ｋたちは『マホちゃんＧＯウォーク』をやりこみたいとの理由から部屋付きのシャワーで済ませるとのことで、現状この露ろ天てん風ぶ呂ろ『ゴマフアザラシの湯』は俺一人の貸し切り状態だった。

「一日目が終わりか……」

　少しだけ濁ったお湯で顔を洗いながら今日のことを思い出す。

　修学旅行の一日目。

　初っぱなから色々とあった一日だった。

　サプライズな〝羽田空港デート〟から始まって、札さつ幌ぽろ市し内での『メモリアルミッション』の数々。

　お姫様抱っこをしたり後ろからハグをしたり、カニの刺身を「あーん」されたり、壁ドンや顎クイ、秘密の手繫つなぎをしたりと、どこまでも少女マンガ的なバラエティにあふれるラインナップだった。

　もちろんそこはかとなく恥ずかしかったり大変だったりしたこともあったけれど、それらを二人で協力して達成することができて、また少し明日あす夏かとの距離が縮まった……ような気がしないでもない気がする今日この頃だったりする。

「明日は小お樽たるで、明後日あさつては帯広か……」

　明日明後日あさつては初日と違い朝からの行動になるため、きっと今日以上に色々と盛りだくさんだろう。

　どんな楽しい出来事が待っているんですかね。

　期待と不安とに胸を躍らせながら、浴槽の縁にもたれかかりさらに湯船に身を浸していたその時だった。

　ガラガラ……

「ん？」

　入り口の戸が開く音が聞こえてきた。

　だれだろう？　この時間に割り当てられているのはうちの部屋だけのはずだから、三Ｋたちがやっぱり気が変わって遅ればせながらやって来たとか……？

　首を捻ひねりながら、露天の出入り口の方へと視線を送る。

　すると湯煙の向こうに、一人分のシルエットが見えた。

　一人？　ん、それになんか三Ｋたちにしては小さいな……などと思った次の瞬間、湯煙の合間から訪問者の姿が露あらわになった。

「……へ？」

　その予想外の相手に、思わず間の抜けた声が出てしまう。

　一瞬、明日あす夏かが言っていた〝混浴〟という言葉が頭をよぎるも、それもすぐにかき消されてしまう。

　だって。

　そこにあったのは……よく見慣れたはずの幼なじみの姿。

　タオルを手に持った──冬ふゆ姫きだった。







「……」

「……」

　時が止まっていた。

　某ワールドやプラチナ的なスタンドが突然発現したんじゃないかってくらい、辺りの空気は完全に停止していた。
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「…………」

　え、な、何で冬ふゆ姫きがここに……!?

　意味が分からない。

　というか状況がさっぱり認識できない。

　あまりにも想定外なことすぎて、俺の安物の絹ごし豆腐みたいな頭ではまったくもって理解が追いついてこなかった。

　それはきっと冬ふゆ姫きの方も同じだったんだろう。

　目をぱちぱちとさせたまま、胸に手を当ててその場で身じろぎもせずに立ち尽くしている。

「……」

「……」

　そのままどれくらい経たっただろう。

　しばしの間、二人して視線を合わせたまま二体の石像のように直立していて。

「ど……」

　ようやく、俺の口から音階の最初の音のような声が漏れた。

「ど……どうして冬ふゆ姫きがここに……？」

「あ、え、ええとー……」

　それを受けて冬ふゆ姫きも我に返ったのか、慌てたようにこう答えた。

「わ……私は、時間になったっていうから、お風ふ呂ろに入りに来ただけなんだけどー。花はな村むらさんたちはメイクを落としてから行くから、先に行っててってー……」

「え、で、でも、ここは今、俺たちの部屋の割り当てで……」

「え、そ、そうなのー……？」

「う、うん、たぶん……」

　部屋を出る時にもらっていた時間表で確認したから、間違っていないはずだ。

「そ、そっかー、私はうちの部屋の割り当ては『ゴマフアザラシの湯』だって言われたからここに来たんだけど……あちゃー、花はな村むらさんにやられたかもー……」

「花はな村むらさんに……？」

　やられたって何がなんですかね？　何かの罰ゲームとか……？

「あ、う、ううん、それはいいんだけどー……そ、それよりごめんねー！　たぶん私の方が間違ってたんだと思うー。すぐ出るからー……」

　そう言って冬ふゆ姫きが踵きびすを返かえそうとして。

「あ、ま、待った！　俺が出るから、冬ふゆ姫きは入っていきなって」

「え、で、でもー」

「こんな状態で湯船に入らないで出たら風邪とか引くかもしれないだろ？　だからあったまってから出た方がいいって」

「それは善よし人とだって同じだよー。こんな中ちゆう途と半はん端ぱな感じに出たらよけいに寒いってー」

「俺は大丈夫だって。もう十分あったまったから……ハクション！」

　間の悪いことこの上ないクシャミが露ろ天てん風ぶ呂ろ内に響き渡った。

「ってほらー、ぜんぜんダメじゃんー」

「う……」

　確かにまだ温まりきっていないというか火の通り具合でいうと半生くらいの温まり方なんですよね……

　とはいえ冬ふゆ姫きが風邪を引くよりは俺が引いた方がずっとマシだ。

　なのでやはりここは俺が風ふ呂ろ場からログアウトしようとして。

「……だ、だったらさー……」

　それより先に発せられた冬ふゆ姫きの声に遮られた。

　胸の前で手にしていたタオルをぎゅっと握り締めると、冬ふゆ姫きはこう言った。




「……だったらさー、いっしょに入っちゃわないー？」




「……え？」

　今……何て言いました？

「だ、だからー……いっしょに入っちゃおうって言ったんだよー。このままじゃどっちが出ても風邪引いちゃうかもしれないし、修学旅行一日目からそんなことになったら目も当てられないしさー」

「それは……」

　これ以上ないくらいにその通りではあるけれど……

　だからって、その、いっしょに入ればいいっていうその解決法には少しばかり……いやかなり問題があるんじゃないですかね……？

「大丈夫だよー。お風ふ呂ろなんて、昔から見飽きるほどいっしょに入ったじゃんー」

「それは幼稚園とか小学校低学年とかそういう頃の話で……」

「えー、変わんない変わんない。善よし人ととか大して成長してないしー。ほら、あの頃からメイド服とかスク水とかが、三日見ないと幻覚を見ちゃうほど大好きだったもんねー」

「か、過去を捏ねつ造ぞうしないで!?」

　そのあたりが気になり出したのは中学生になってからのことで……って、だからって幻覚を見たりとかではないからね!?

「それにどうしても気になるっていうならさ、こうすればいいんだよー」

「お……？」

　そう言うと冬ふゆ姫きはゆっくりと湯船に入ってきた。

　そして俺の後ろに回りこむと、背中合わせになるようにしてその場に座った。

「これで大丈夫でしょー？　こうすれば後ろを向かなきゃ大丈夫だし、そもそも湯煙と白いお湯でほとんど見えないんだしー」

「そ、それはそうだけど……」

「なにー？　それとも善よし人とはそれらの困難を乗り越えてまで私の裸を見たいのー？　別に善よし人となら見せてもいいけどー」

「ち、違う違う！　そういうわけじゃなくて……」

「じゃあオッケーだよねー？」

　にっこりと笑ってそう言ってくる。

「……」

　もうここまでされたら、諦めるしかなかった。

　そもそも冬ふゆ姫きは昔から、こうと決めたら俺の話なんかサラブレッドの耳に生なま臭ぐさ坊ぼう主ずの念仏レベルで聞かないですしね……

「……分かったよ。それじゃあいっしょに入ろう。ただしどっちかがあったまるまでだからな」

「へへ、やったー！」

　何がそんなに嬉うれしいのか、よく通るアニメ声を弾ませて冬ふゆ姫きが顔を綻ばせる。

「はー、でも今日は色んなところを回ったよねー」

　背中に体重を預けながら、冬ふゆ姫きがそう口にした。

「時計台から始まって、北海道大学に『カニ宗家』にテレビ塔とかサッポロビール博物館とか、その他たくさん。よく半日で回れたと思うよねー。これも乃の木ぎ坂ざかさんの『楽しい北海道修学旅行のしおり』のおかげかなー」

「確かにそうかも……」

　時間と行った場所を考えてみると、かなりのハードスケジュールだった気もする。

　それでも時間内に全て回りきることができたのは、『楽しい北海道修学旅行のしおり』がうまくまとまっていたからだと思う。

「明日の小お樽たるも楽しみだよな。きっとまた『楽しい北海道修学旅行のしおり』が大活躍だと思うし」

「うん、そだねー。小お樽たるかー」

「冬ふゆ姫きは小お樽たるでどこか楽しみにしてるところはあるの？」

「楽しみにしてるところ、かー……」

　考えているのか冬ふゆ姫きが黙り込む。

　しばしの沈黙。

　やがて顔を上げると、こっちを見てこう言った。

「あ──あのさ、善よし人とー」

「ん？」

「もし……もしよかったらなんだけど」

　そこで一度冬ふゆ姫きは言葉を止めた。

　少しだけ何かにためらうように声を震わせると、




「明日の午後……いっしょに小お樽たるを回ってくれないかなー？」




　いつもより僅かに小さい声で、そう口にした。

「いっしょに？」

「う、うんー」

　って、いっしょにも何も同じ班なんだから、行動や行き先が同じになるのは必然なんじゃないですかね？

　そう伝えると、冬ふゆ姫きはふるふると首を横に振った。

「……そう、じゃなくてさ……」

「え？」

「……班行動でじゃなくてさ、善よし人とと二人で回りたい、のかもー」

　少しだけ声を小さくしてそう言ってくる。

　え、それってどういう……？

　班から離脱してステルス的な単独行動をしたいってことなんでしょうか？

　いまいち冬ふゆ姫きの本意がつかめなくて怪け訝げんな表情になっていると、冬ふゆ姫きはハッとしたような表情になってこう付け加えた。

「あ、じ、実はさー、『マホちゃんＧＯウォーク』で小お樽たるにレアクリムゾンが出現するみたいなんだよー！　黄金のアオリイカ型クリムゾンなんだけど、それをゲットするには特定の手順を踏まないといけなくてー……それに付き合ってほしいっていうかー。ほら、班のみんなを巻きこむわけにもいかないしー」

「あー……」

　それは確かに。

　明日あす夏かと三Ｋはともかく、花はな村むらさんたちはこれっぽっちも『マホちゃんＧＯウォーク』に興味がないわけだから、付き合わせるのもアレだろう。

　でもそれだったら……

「三Ｋたちに付き合ってもらえばいいんじゃないか？　今日もずっと『マホちゃんＧＯウォーク』三昧だったし、喜んで付いてくると思うんだけど……」

　というかむしろ誘わないと文句を言うくらいなんじゃないかと思う。

　だけどその言葉に、冬ふゆ姫きはこう答えた。

「そ、それはそうなんだけどさー。ほらー、でもそれもなんか感じ悪いじゃんー。木き村むらくんたちまで連れてっちゃうと班が真っ二つに割れちゃうっていうかー。その点、善よし人とだけだったらそんなに影響は大きくないからー」

「それ、なんか俺がいてもいなくても変わらないみたいに聞こえるんですが……」

　それは常日頃からモブみたいだって言われるし、小学校の遠足で休憩中にトイレに行っていたら気付かれずにバスが発車しそうになったことはありましたけどね……

「違う違う、そういうんじゃないよー！　ほら、善よし人ととは昔からの付き合いだってことはみんな知ってるから気安く連れ出しやすいっていうかー。それに今日はあんまり善よし人とと話せなかったからさー。せっかくの修学旅行なんだし、それももったいないと思ってー」

「……」

「ど、どうかなー？」

　うーん、いまいち要領を得ない感じだけど、冬ふゆ姫きがここまで食い下がって頼んでくるのは珍しい。それに確かに今日はほとんど冬ふゆ姫きと絡からんでないっていうのは事実なんですよね。

「ん、分かった。じゃあ少しだけな。黄金のアオリイカ型クリムゾンが見付かるまででいい？」

「う──うんー！　それでぜんぜん大丈夫だからー！」

　ぶんぶんと大きく首を振って冬ふゆ姫きがうなずく。

　そんなに黄金のアオリイカ型クリムゾンをゲットしたいんですかね……や、〝アキバ系〟マスターとして名を馳はせる冬ふゆ姫きだから、それもあり得るのか。

「よーし、明日は善よし人とと伝説クリムゾン探しだー♪」

　湯船から手を突き上げてながら、冬ふゆ姫きがそう嬉うれしそうに声を上げたのだった。







　ともあれそういう次第で。

　明日の午後は、冬ふゆ姫きと黄金のアオリイカ型クリムゾン探しをすることとなったのだった。
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　修学旅行二日目。

　その日も朝から雲一つない晴れ渡ったいい天気だった。

　出発準備を終えて他のクラスメイトたちとともにロビーで待機しつつ、『マホちゃんＧＯウォーク』のログインボーナスのマジカルパイナップル（手しゆ榴りゆう弾だん）を受け取っていると、背中から声をかけられた。




「おはようございます、澤さわ村むらさん♪」




　名工の手で作られた文化財の鈴を鳴らしたみたいな声。

　だれであるかはもうベルの音を聞けばパブロフさんとこの犬がヨダレを垂らすくらいに分かりきっていたけれど……念のため振り返ってみると、そこにいたのは予想通りにこにこと白しら百合ゆりみたいな笑みを浮かべる明日あす夏かだった。

「今日もいいお天気でよかったですね。よく眠れましたか？」

「うん、バッチリ。明日あす夏かは？」

「はい、だいじょうぶです。最初は花はな村むらさんが寝言でカニさんに対する思いをたくさん語っていたので大変でしたけど……」

「あー、なんかそういうイメージある……」

　寝言だけじゃなくて何となく寝相もハデそうだ。布ふ団とんの上で景気よく一回転くらいしてそうというか……

　そんなことを明日あす夏かと話していると、

「おっはー、明日あす夏かっち、澤さわ村むらっち！　んー？　なーんか今、あたしのこと噂うわさしてなかったっ？」

　その当の本人である花はな村むらさんがやって来た。

「え、し、してないよ？」

「は、はい、してません」

「ほんと？　何だかあたしの名前がささやかれてる気配を第六感で感じたんだけどな」

　恐ろしい野生の勘ですね……

　その後、花鳥風月の残りの三人や三Ｋたちもやって来て合流する。少し遅れて最後にやって来たのは冬ふゆ姫きだった。

「おっはー、冬ふゆ姫きっち！」

「おはよー、花はな村むらさんー。みんなもー」

　いつも通りのよく通る声で明るく挨拶をする。

　だけど通り過ぎる時にちらっとこっちを見ると、ぱちりとウインクをして、

「昨日の約束、忘れないでねー？」

　小さな声でそう言った。

「約束……？」

　明日あす夏かがちょこんと首を傾けてくる。

「あ、や、別に大したことじゃなくて……」

　いちおう班から独立行動を取るというイレギュラーな内容のため、誤魔化しておく。

　というか昨夜の混浴（？）イベントからまだ半日も経たっていないのに、忘れるほど鶏頭だと思われてるんでしょうか……？　それは一昨日の晩ご飯が何だったか思い出せないくらいには記憶細胞が息をしていない気はするんですが……

　そこはかとなく複雑な気分になっていると、ロビーに天あま宮みや先生の声が響き渡った。

「はー、それではこれから修学旅行二日目が始まります。各自、班ごとの自由行動で小お樽たるを観光してください。細かい注意は昨日と同じで、先生たちはこの『ホテル・流氷』で待機しているから、何かあった場合は必ず連絡を入れること。いいですかー？」

　昨日と同じ注意事項を受けて。

　修学旅行二日目が──始まった。
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　小お樽たるは、札さつ幌ぽろから電車で三十分ほどいった先にある港町である。

　小お樽たる運河やオルゴール堂、〝北のウォール街〟と呼ばれる歴史的建造物などで有名であって、さらには海に面していることから魚介類も殊の外美味おいしいのだとか。

　ちなみこれらも全て『楽しい北海道修学旅行のしおり』に書いてあった情報だったりする。

「よーし、着いたぞっ、タルタルタルタル小お樽たるー！」

　花はな村むらさんがよく分からないかけ声を景気よく上げる。

　ＪＲ函はこ館だて本ほん線せん小お樽たる駅えき。

　その駅舎はどこかノスタルジックな装よそおいで、自然と目を引くものだった。

　たくさんのランプで彩いろどられたホームや、レトロな空気の漂う年季の入った構内はまるで古き良き時代にタイムスリップしたかのよう。真っ白な雪を背景にしたそれらの装よそおいが、いかにも北の国という雰囲気を醸かもし出だしていた。

「お、いいねいいねっ、やばいくらい映ばえまくるって感じ！　こういうのが欲しかったんだよっ！」

「なあ澤さわ村むらっち、そこのランプをバックにして撮ってくんね？」

「どうせならみんなで同じポーズをしたところをお願いしたいね」

「よかったら乃の木ぎ坂ざかさんと朝あさ倉くらさんもいっしょにどうですか？」

　しばし花鳥風月の四人が色んなポーズで映ばえる写真を撮りまくった後で（ちなみに三Ｋたちはあいかわらずひたすら『マホちゃんＧＯウォーク』をやっていた）。

「──ふう、たくさん映ばえた映ばえた。待たせてごめんねっ。で、明日あす夏かっち、今日はどこから回るの？」

　花はな村むらさんが満足げに額の汗を拭き取りながらそう言った。

「あ、はい。ええと……最初は運河周辺です。小お樽たる運河とその近くにある運河プラザを見つつ、北のウォール街とその周辺を散策して、そのままオルゴール堂に向かいます。途中で『マホちゃんＧＯウォーク』のイベントもこなしながら、レアクリムゾンのゲットやマップの踏破もできればと……」

　うーん、昨日に引き続き完璧なスケジューリングですね。

　リア充的需要と〝アキバ系〟嗜し好こうとのバランスが絶妙というか。

　ちなみに小お樽たる運河と北のウォール街とオルゴール堂でも、当然のごとく『メモリアルミッション』が用意されていた。まだ内容は見ていないけれど、それぞれ加点は『メモリアルポイント＋５』『メモリアルポイント＋５』『メモリアルポイント＋10』であるらしい。

「りょーかいっ！　それじゃあ小お樽たる散策花はな村むら部隊、出発だあっ！」

　花はな村むらさんがよく分からないノリでそう宣言する。

「おっけ。今日もやばいくらいにノリよくいこっか」

「小お樽たるか……独特の趣おもむきがある街らしいから楽しみだね」

「映ばえる写真がたくさん撮れそうです～」

　それに花鳥風月の三人と。

「よーし、レアクリムゾンを根こそぎゲットしつつ、ついでにマジカルジムも全部『ＡＭＷ研究会』で制覇してやるぜー！」

「よいですな。もはや北海道は我々の領域ということですな」

「そうすれば僕たちもきっと有名人……通知が鳴り止やまなくて困る身になれるということですね」

「かわいい道ど産さん子こからお誘いのダイレクトメッセージがバンバンくるぜ……！」

　冬ふゆ姫きと三Ｋたちも賛同して。

「行きましょう、澤さわ村むらさん♪」

「うん、了解」

　明日あす夏かと俺も、並んで歩き出したのだった。







　小お樽たる運河にはすぐに到着した。

　駅から徒歩で十分ばかりのところにある幅五メートルほどの水路。

　両岸をレンガで作られた護岸壁と建物とに挟まれて、天然の清流と見み紛まがうほどに穏やかに水が流れている。

「おー、これが有名な小お樽たる運河だねっ。ほんとに運河って感じだぜっ！」

「辺りに立ってんのはガス灯か。映えそうでいいんじゃね？」

「ここは観光地の中でも実際に訪れてみるとがっかりするスポットの一つだと言われているらしいが……どうしてなかなか、風ふ情ぜいがあるじゃないか」

「やっぱり周りに雪があると見え方が違うのかもしれないですね」

　花はな村むらさんたちがそんな観光客的なことを話していて。

「確かこの辺りではベニザケ型クリムゾンが出現するという話ですぞ」

「しかもその中に鮭けい児じ型クリムゾンが混じっているとも聞いています。何でも確率的に０．０１パーセントほどだとか……」

「マジか！　絶対にゲットしてやるぜ……！」

　三Ｋたちが『マホちゃんＧＯウォーク』にしか興味を示さないのは、もはや見慣れた光景である。

　それでもお互いのやっていることに文句を言ったりはしないし、行動範囲が被かぶったりすれば普通に話したり協力し合ったりはするので、バラバラな感じはしない。何というか不思議な関係性なんですよね。

　そんなある種での異文化交流（？）を眺めつつ、俺は明日あす夏かに言った。

「それじゃあ、俺たちも『メモリアルミッション』をやろうか？」

「お、せんせーも乗り気になってきた？」

　人ひと懐なつこいモードになった明日あす夏かがにやりと笑う。

「うん。ていうか内容はアレなのが多いけど、それでもやっぱり明日あす夏かとのメモリアルになってることには変わりないっていうかさ」

「え……？」

「ほら、明日あす夏かといっしょにたくさん思い出を作るのは楽しいし、きっとかけがえのないものなんだと思う。だから積極的にやりたいなって」

　ロマンスとデスティニーにあふれる神楽かぐら坂ざか先輩原案のミッション内容はともかくとして、『メモリアルポイント』の試み自体は明日あす夏かがこの修学旅行で二人のメモリアルを作りたいからと考えてくれたものに他ならない。それはとりもなおさずいっしょに過ごす時間を大事に考えてくれているということだし、その気持ちは俺も同じだ。

　明日あす夏かとの初めての修学旅行。

　もしかしたらこの先明日あす夏かと旅行をすることはあるかもしれないけれど、高校一年生のこの時期のこのシチュエーションでの旅行は二度とはないものだ。だからその唯一無二のメモリアルは……できる限り大切にしたい。

　それはやっぱり俺の心からの本心なんですよね。

「あ……」

　その言葉に、明日あす夏かが目をパチパチとさせる。

　ハトが千葉産のキューナッツ鉄砲を不意打ちでくらったみたいな表情。

　どうしたんですかね？　俺、何かヘンなこと言ったかな……？

「うん……やっぱりせんせーって、いいな……」

　と、明日あす夏かがぽつりとつぶやいた。

「明日あす夏か？」

「考えてくれることがいっしょっていうか、波長が合うっていうか……。ううん、それだけじゃなくて、せんせーといると、せんせーのことを考えてると、それだけで胸の奥がじんわりとあったかくなってくる。ぽかぽかして幸せな気持ちになってきて……」

「……」

「こ、これってやっぱり、そうなのかな……この感情って……」

「あー、明日あす夏か……？」

　呼びかけてみても反応がなかったため下から顔を覗のぞき込こむ。

　すると飛び上がるようにして明日あす夏かが反応した。

「あ、な、何でもないの！　考え事をしてただけで……」

「考え事？」

「う、うん、そう！　すっごく大事な考え事だよ……！」

　ぶんぶんと手を振りながらそんなことを言ってくる。

　そんな激しいリアクションをするなんて、どんな重大な考え事をしてたんでしょうか。まさか俺の反応がキモかったから闇に葬ほうむってしまおうという暗殺計画とか……？

　おののいた心地になる俺に。

「そ、それじゃあ『メモリアルミッション』やっちゃおう？　ええと、ここでの内容ってどうなってるかな？」

　思い出したかのようにそう振ってくる。

　怪け訝げんに思いつつもその声を受けて『楽しい北海道修学旅行のしおり』を確認してみると……この小お樽たる運河での『メモリアルミッション』は、『滔とう々とうと流れる運河を背景にしながら、貴族のようにひざまずいて彼女の手の甲に小さく口づけをしよう』というものだった。

「……」

「……」

　相変わらず夢見る乙女の理想の結晶のような素敵お題というか……

　神楽かぐら坂ざか先輩、本当にブレないですよね……







「──よ、よしっと。うん、これで『メモリアルポイント＋５』ゲットっと」

　周りの目を気にしながらも何とか『滔とう々とうと流れる運河を背景にしながら、貴族のようにひざまずいて彼女の手の甲に小さく口づけをしよう』をやり遂げて。

　少しだけ頰を赤くした明日あす夏かがそうグッと手を握り締めた。

「今ってどれくらい貯たまったの？」

「えっとね……わ、すごい、もう65ポイントも貯たまってる。これなら明日までに目標の１００ポイントを達成できるかも……」

　目をきらきらさせてそう言ってくる。

「１００ポイントか……あ、そういえばポイントが一定数貯たまると何か特典があるみたいなことを言ってたけど……」

「うーん、特典っていうか、お祝いのイベントかな。スペシャルイベントをせんせーとやりたいなって思ってて」

「スペシャルイベント？」

　って何なんでしょうか？

　これまでの少女マンガとハー●クイン属性の集大成みたいな意味でのスペシャルだとさすがに不安しかないんですが……

「あ、だいじょうぶだよ。スペシャルイベントの内容は神楽かぐら坂ざか先輩じゃなくてわたしが考えたのだから」

　そんな俺の内心を察したのか、明日あす夏かがそう言った。

「明日あす夏かが？」

「うん、そ。楽しみでしょ～？」

　にこ～と笑いながらこっちを見上げてくる。

　それはそれで若干何がくるのか気にかかるところもあるといいますか……

「それ、どんな内容なの……？」

「へへ、それは実際に１００ポイント貯たまるまで〝秘密〟だよ～」

　明日あす夏かが後ろに手を回して、いたずらっぽくそう笑う。

「え、気になるんだけど……」

「だーめ、教えてあげない。女の子の〝秘密〟はどんな希少な宝石よりもキラキラと輝いていて、宝石箱の奥に大事にしまわれてるものなんだよ♪」

　神楽かぐら坂ざか先輩の影響をそこはかとなく受けたのか、そんなハー●クインライクなことを言う。

　その後も気になったので何度か探りを入れてはみたけれど、結局明日あす夏かは教えてくれなかった。

　いったい何なんですかね……？








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: 120]（秘密レベル？？？）

『メモリアルポイント』が１００ポイント貯たまったら、何かやりたいことがあるらしい。
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　そんな感じに小お樽たる運河とその近くにある運河プラザを見て回って。

　昼ご飯はオルゴール堂へと続く道の途中で天あま宮みや先生お勧めの海鮮丼を食べたりして過ごしつつ（ホッケの刺身とか初めて食べた……）、午後になった。

『楽しい北海道修学旅行のしおり』に記載されている目的地は、あとは北のウォール街周辺の散策とオルゴール堂を残すのみである。

　ただ午後には、昨晩冬ふゆ姫きと交わした約束が入っているわけであって……

「よーし、じゃあ小お樽たる後半戦もやばいくらいに気合い入れて行くぞっ！　ちゃちゃっと次のポイントに移動して──」

　花はな村むらさんがそう言いかけて、

「あ、ちょっといいかなー」

　と、冬ふゆ姫きが手を上げながら言葉を挟んだ。

「あの、ごめんねー、今から少しだけ班行動を抜けさせてもらっていいかなー？」

「冬ふゆ姫きっちが？」

「うんー」

　その発言にみんなの視線が集まる。

「おや、何か用事でもあるのですかな？」

「必要でしたら我々も付いていきますが」

「朝あさ倉くらさんのためならどこにだって行くぜ！」

　即座にそう声を上げる三Ｋたちに。

「んー、ありがとー。でも大丈夫かなー。『マホちゃんＧＯウォーク』でちょっと気になることがあるだけだから、早ければ二時間くらいで戻ってこられると思うしー。あ、善よし人とも借りていきたいんだけどー」

「澤さわ村むら氏も……ですかな？」

「それなら僕たちも行くべきではないでしょうか？」

「『マホちゃんＧＯウォーク』が関係してるなら、こいつよりはきっと俺たちの方が役に立つぜ！」

　そう言って三Ｋたちも強引に付いてこようとして。

「あっ、木き村むらっちたちはあたしたちに付き合ってよっ！」

「え？」

　花はな村むらさんがぐいっと三Ｋたちの腕を引っ張りながらそう言った。

「これからいけてる古い街並みをバックにして人文字の写真を撮りたくてさっ。人数がいっぱいいた方がやばいくらいに映ばえるんだよっ。明日あす夏かっちもいいかな？」

「え？　あ、はい。大丈夫です」

「むう、しかし我々は『マホちゃんＧＯウォーク』を……」

「それだったら後であたしたちも手伝ってあげるからさっ。今は木き村むらっちたちの力を貸してほしいな。ねっ、お願い？」

　少しだけ甘えるような口調で三Ｋたちの顔を見る。

「そ、そうですか……ご、ごほん、そこまで言われてしまっては、無下にすることはできませぬな」

「ふ、ふっ……義を見てせざるは勇無きなりといったところでしょう」

「ひ、必要とされてるとあっては断れないぜ……！」

　あっという間に籠ろう絡らくされる三Ｋ。

　何だかんだいって、ハニートラップには弱いことこの上ないのである。

「というわけだから、冬ふゆ姫きっちたちは別行動。二時間後くらいにオルゴール堂前に集合でいいっ？」

「あ、うんー、大丈夫だと思うー」

「よーし、じゃあ行ってこいっ！」

「う、うわっ……ちょ、そんな押さなくても行くって。そ、そういうことだから、明日あす夏か、ちょっとだけ行ってくるからまた後で……！」

「え？　あ、は、はい」

「ほら、さっさと行った行ったー！」

「お、おわっ……」

「あ、さ、澤さわ村むらさん……っ……」

　そんな風に花はな村むらさんに半ば押し出されるようにして、冬ふゆ姫きと二人で班から一時離脱したのだった。
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「ふう、やっと行ったか。もー、澤さわ村むらっちは煮え切らない感じなんだからっ」

「澤さわ村むらっちは元からあんな感じだろ。でも珍しくね？　花はなっちがあんな風に強引にだれか一人を推すって」

「えー、だってラブの匂いがぷんぷんするんだもんっ。これは後押ししないとでしょ。それにさっ」

「？」

「冬ふゆ姫きっち、がんばってるのがびんびんに伝わってくるからつい応援したくなっちゃうっていうかさっ。あたしのサポーター魂に火が点ついて粉ふん塵じん爆発しちゃった感じだったんだよっ」

「あー、それは確かに。あれはやばいくらい真剣だよね」

「見ていて切ないだけに、放っておけないかもしれないね」

「朝あさ倉くらさんも十分かわいいのに、相手が悪いですよね……」

「そーそー。あたしは冬ふゆ姫きっちも明日あす夏かっちもどっちも好きだけど、やっぱりこういう状況だと少しは手助けしてあげたくなっちゃうんじゃん、うんっ」

「花はなっちはこう見えて昔から面倒見がいいもんな。偉くね？」

「へへ、そんなんじゃないよっ。──でもがんばれよっ、冬ふゆ姫きっち！」
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「それで、黄金のアオリイカ型クリムゾンってどうやったらゲットできるんだっけ？」

　明日あす夏かたちと離れて、二人きりになった冬ふゆ姫きにそう尋ねる。

「んーとね、とりあえず海に関係のあるところに行くと出現するかもしれない……って噂うわさなんだけどー」

「かもしれない？　噂うわさ？」

　行き先が海に関係のあるところとだいぶざっくりしていることといい、ずいぶん不確定要素が多いというか大ざっぱな感じですね。

「うんー。実は黄金のアオリイカ型クリムゾンはまだ本当に実装されてるか不明な伝説クリムゾンなんだよー」

「え、そうなの？」

「うんー。ネットではゲットしたっていう情報もあるんだけど、いまいち眉唾でさー。普通のアオリイカ型クリムゾンはレアクリムゾンとしてゲットできるらしいんだけどねー。そういうこともあったから、木き村むらくんたちにはなおさら声をかけられなかったっていうかー」

「なるほど……」

　つまりは本当に黄金のアオリイカ型クリムゾンをゲットできるかはけっこう怪しいっていうことか……

　だけどソシャゲ界かい隈わいではこういった話はよくある。国民的人気の某超有名位置情報ゲームでは、海外でのみ実装されているはずのモンスターが国内でも発見されたっていう噂うわさがまことしやかに出回ったこともあった。それは実際にはデマなわけだったんだけど……

　そういう事例があるだけに、確証が持てない状態でなら二人だけで回りたいっていうのもあながち不思議なことじゃないかもしれませんね……

「というわけで、黄金のアオリイカ型クリムゾンがホントに実装されてるのか検証するためにも、ひとまず行ってみたいところがあるんだけどいいかなー？」

「ん、オッケー。どこに行くんだ？」

「ふふふー、この辺りで海に関係があるところっていったらここしかないでしょー」

　そう言って冬ふゆ姫きがスマホのディスプレイに映し出した先。

　それは。

「──おたる水族館だよー！」







　おたる水族館までは、路線バスで二十分ほどの距離だった。

　小お樽たる市し内の北東に位置する中型規模の水族館で、場所柄から特に寒帯の魚が多く展示されているのだという（by『楽しい北海道修学旅行のしおり』）。

「んー、水族館とかに来るの、ずいぶんひさしぶりかもー。中学の時にサンシャインのプラネタリウムに行った帰りに寄った時以来かなー」

　チケットを買って入館しながら、冬ふゆ姫きが懐なつかしそうに目を細める。

「あー、あの推しの声優さんがナレーションをやってた……」

「そうそうー。あれよかったよねー。声質とプログラムとがすっごくマッチしててさー。あれは絶対に関係者に声優ファンがいたねー。間違いないよー」

　冬ふゆ姫きが熱っぽくそう口にする。

「それはいいんだけど、確か帰りに冬ふゆ姫きがアニメグッズ専門店でその声優さんのグッズを片っ端から買かい漁あさって、しかも全部俺に持たせたまま三時間くらい乙女ロードで買い物をし続けたよね……」

「えー？　そんなことあったっけー？」

「あったよ……」

　まあ本人が覚えていないのはいつものことなんですが……

「……って、覚えてるよー。善よし人とといっしょに行った場所のことなら、何だってー……」

「？　ん、何？」

「……んーん、何でもないー。それよりほらほらー、せっかくの水族館なんだから、張り切って黄金のアオリイカ型クリムゾンを探そうぜー！」

　そう声を上げてグイグイと背中を押してくる。

「黄金のアオリイカ型クリムゾンか……いるとしたらどこなんだろう？」

「んー、やっぱりイカの水槽が有力なんじゃないかなー？　なんか特別にイカの展示をやってるみたいだし、とりあえず色々見ながら行ってみよー」

「ん、了解」

　うなずき返して、ノリノリな冬ふゆ姫きとともに水族館の中を進んでいく。

　水族館の中は、何だか独特の雰囲気と匂いがして、昔から好きだった。

「おー、すごいねこの魚ー。本物のクリムゾンみたいー」

「オオカミウオっていうんだ……口とか歯とか魚じゃないみたいっていうか」

「んー、あくびしてる善よし人とにちょっと似てるかもー」

「俺、こんなワイルドな顔面じゃないよ!?」

「ふふー、冗談冗談ー」

　北と南の魚たちの水槽でそんなリアルクリムゾン（オオカミウオ）を見学したり。
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「おー、キャビアがいるー、キャビアー」

「キャビア……？　あ、チョウザメか」

「なんかごつい感じだよねー。こいつがいるってことはキャビア型クリムゾンとかはいないのかなー？」

「そこはいるとしてもチョウザメ型でしょ……」

　チョウザメの水槽でキャビアの話に終始していたり。

「こんな近くでイルカを見られるんだー。すごい迫力だなー。あっ、水がー……（ひょい）」

「え？　……うわっ!?」

「あははー、直撃だー」

　ちょうどいいタイミングで始まったイルカショーに駆け込んでみたら運悪く飛んできた水みず飛沫しぶきが狙い澄ましたかのように俺を直撃したりと。

　それはいつも通りの冬ふゆ姫きとの時間だったけれど、いつも通りに賑にぎやかで楽しい時間だった。

「わー、善よし人と、びっしょりだねー」

「うう……」

「大丈夫大丈夫、気にしないー。水も滴したたるいい男だー」

　からかうようにそんなことを言ってくる。

「まったく……」

　とはいってもぜんぜんイヤじゃない。

　軽口も悪口もその裏にある絶対的な信頼感が分かりきっているというか……。前にも言ったかもしれないけど、冬ふゆ姫きは何というかいい意味で何の気兼ねもなしにいっしょにいられる貴重な存在なんですよね。まあしばしばそのマイペースっぷりには閉口させられることもあるんですが……

　そんなことを考えながら水族館を進んでいき。

「お、あそこがイカの展示じゃないか？」

「え、どこどこー？」

「ほら、あそこ」

　指さした先には、暗闇にぼんやりと浮かび上がる広めの水槽があった。

　ライトで照らされたその中に、何杯ものイカが悠然と泳いでいるのが見える。

「わー、いたいたー。イカだぜー！　さっそく黄金のアオリイカ型クリムゾンがいないかチェックしないとー！　……とと、人がいるー」

　ダッシュで水槽に駆け寄ろうとした冬ふゆ姫きが足を止める。

　冬ふゆ姫きの言う通り、水槽の前には一人の女の人がいた。

　その場で微動だにせずに、何やらじっとイカの水槽を見つめている。

　その表情は真剣そのもので、まるで恋人と向き合っているかのような情熱が込められているようであって……

　ん……なんか前にもこんな光景と出くわしたことがあるような気がするんですが……

　明日あす夏かといっしょにサンシャインの水族館に行った時に、切なげな目でイカの水槽を見ていた天あま宮みや先生の姿が思い浮かぶ。

　とはいえ天あま宮みや先生はホテルで待機しているはずだからこんなところにいるはずがない。

　実際、見てみればその女の人も大学生くらいの別人だった。

（イカが好きなのかなー、この人ー？）

　冬ふゆ姫きが小さな声でこっそりとそう言ってくる。

（うーん、どうなんだろう……）

　これだけだと何とも言えない。もしかしたら他の水槽も等しくこんな風に真剣に見つめる、ただの水族館好きの人なのかもしれないし……

　そんなことを話していると、やがて女の人は立ち去っていった。途中何度も振り返ってイカの水槽を見返していたのが印象的だった。

「行っちゃったねー」

「なんか不思議な雰囲気の人だったな……」

　妙に記憶に残るというかイカを見ていた目が気になるというか……

　とはいえ今はそれはさておき。

「あ、それより、黄金のアオリイカ型クリムゾンは……」

「そうだったー！　どうだろ、発見の通知、来てないかなー……」

　冬ふゆ姫きがそう言いかけて。

　と、そこで、ヴヴヴヴヴ……と冬ふゆ姫きと俺のスマホが同時に振動した。

「お」

「こ、これってもしかしてー……！」

　このタイミングで通知が来るってことは……

　そこはかとない期待とともに、二人そろってスマホを見る。

　するとそこには……

「アオリイカ型クリムゾンが……！」

　ウネウネと軟体類な感じにうごめく、十本足のクリムゾンの姿がそこにはあった。

「……ただし、普通のアオリイカ型クリムゾンだねー……」

　冬ふゆ姫きが小さく息を吐きながら言う。

　黄金ではない……通常のアオリイカ型クリムゾンだった。
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「んー、ここじゃなかったかー」

　水族館を出て。

　空を見上げながら、冬ふゆ姫きが残念そうに言った。

「海に関係のあるところだから絶対ここだと思ったんだけどなー。ちぇー」

　悔しそうに口を尖とがらせる。

「海だったら、普通に漁港とか、運河とかもあり得るんじゃないの？」

「んー、そっかなー？　あ、じゃあすぐそこに海があるから、行ってみていいー？　ていうか行ってみよー！」

「あ、ちょっと待てって……！」

「へへー、遅いよー、善よし人とー」

　こっちの返事も待たずに走り出す冬ふゆ姫き。

　まったく、ホントにいつでもマイペースなことこの上ないですね……

　変わらない幼なじみのゴーイングマイウェイっぷりに苦笑しつつも、その小さな背中を追いかけていく。

　何だか子どもの頃に、冬ふゆ姫きに連れ回されて色んなところ（ビッグサイトとか秋葉原とか池袋とか）を走り回っていたことを思い出したような心地だった。

「おー、海だー！」

「お……」

　ちょっとした丘のようになっていた傾斜を上ると、その向こうには広大な海が広がっていた。

　冬でありながらどちらかといえば落ち着いた様相の日本海。

　日本映画の冒頭に出てくるような岩を打ち砕かんばかりの荒れ狂ったものではなく、遠くに僅かにだけ白波が立っているのが見えるくらいの穏やかなものである。

「んー、気持ちいいなー」

　冬ふゆ姫きがぐっと手を伸ばしてそう口にする。

　海沿いだけあって潮風はそれなりに強いんだけど、体感温度が冷たいせいもあって、ベタつきが感じられずに心地いい。

　冬ふゆ姫きの隣に並んで、同じように手を伸ばした。

「海かー。子どもの頃はよくいっしょに海水浴とかに行ったよねー。もちろん夏だったけどー」

「うん、家族みんなで江ノ島とかに行ったりしてたっけ」

「してたしてたー。真ま尋ひろ叔母さんも合流したりして賑にぎやかだったよねー」

「確かその時も俺は砂の中に埋められて色々とイタズラをされたような……」

「えー、そんなことあったっけー？　うんうん、でも懐なつかしいなー」

　しばしそんなことを話し合いながら海辺を歩いていて。

　と、スマホを見ると、いつの間にかもうかなり時間が経たっていた。

「おっと、もうこんな時間か。残念だけど黄金のアオリイカ型クリムゾンは見付からなかったし……そろそろ戻ろうか？」

「えー、もうちょっと探そうよー。まだ可能性は残ってるし、諦めたらそこで試合終了だよー」

「そうは言ってももう二時間を過ぎてるし……」

　今から戻ってもすでに三十分遅れくらいだろう。それ自体は花はな村むらさんたちに連絡をすれば何とかなるけれど、団体行動を乱してしまうのは心苦しい。

　だけど冬ふゆ姫きは珍しく譲らなかった。

「それは分かってるけどー。でも、ね、あと少しだけー」

「うーん、だけどなあ……」

「お願いだよー、善よし人とー」

「……」

　これはどうしたもんだろう。

　それは伝説クリムゾンである黄金のアオリイカ型クリムゾンが惜しい気持ちは分かる。分かるけど、クラスメイトに迷惑をかけてまで探し求めるのには少しばかりリスクが釣り合わないといいますか……

　そのことを口にすると、しかし冬ふゆ姫きは首を横に振った。

「……」

「冬ふゆ姫き？」

「……違うよ、善よし人と……」

「え？」

「……そうじゃないんだよー……私は別に、そこまで黄金のアオリイカ型クリムゾンにこだわってるわけじゃない……結果的に見付からないなら見付からないでそれもしょうがないって思ってるー……」

「だったらどうして……」

「……それはー……」

　その言葉に冬ふゆ姫きは少しの間、沈黙していた。

　下を向いて、きゅっと小さく手を握り締める。

　だけどやがてゆっくりと顔を上げると、僅かにこっちからは視線を外してこう言った。

「……だって、善よし人と……」

「？」




「だって善よし人と……こないだまた昔みたいに仲良くしようって言ったのに、ぜんぜん構ってくれないじゃん……」




　少しだけ拗すねるような口調だった。

「え……？」

「それは何もかも昔とおんなじってわけにはいかないかもしれないけどさー。それでも少しくらいはちゃんとそうしようって気を見せてほしいんだよー。乃の木ぎ坂ざかさんとばっかり仲良くするのは別にいいんだけどさー」

「う、それは……」

　あまり他人には見せられない『メモリアルミッション』をやっていたことから、そこは深く突っこまれると（内容とか）この上なく困るので、返事ができない。

　言葉を濁したまま答えられずにいると、冬ふゆ姫きは続けた。

「……やっぱりさー、善よし人とって……」

「？」




「乃の木ぎ坂ざかさんのこと……好きなの？」




「え？」

　それは完全に死角からの一撃だった。

　コロポックルが持っているフキの葉からこぼれ落ちる露ほども想定していなかったその言葉に、思わず石像のようになってしまう。

　す、好き……？　俺が明日あす夏かのことを……？

　い、いやそれは好きかそうじゃないかと言われれば刹那たりとも迷うまでもなく好きに決まっている。明日あす夏かはかわいいし人ひと懐なつこいし、それでいて気遣いのできる優しい人柄だし、話も合うし、いっしょにいるとこれ以上ないくらいに楽しくて落ち着く。これから先もできることなら同じ時間を過ごしていきたいと思う。

　だけどたぶん……冬ふゆ姫きが今訊きいてきたのは、そういう幅広い意味での〝好き〟ではないんだろう。

　友だちとしての〝好き〟でもなく、人間としての〝好き〟でもない。

　おそらくは……異性としての〝好き〟。

　ライクではなくて、ラブ。

　だけどその問いには、即答できない。

　それは明日あす夏かのことをそういう意味で考えていないとかではまかり間違ってもなくて……単純に、俺のそういったことに対する経験があまりにも少なすぎて、自分の中にあるモヤモヤと温帯低気圧のように渦巻く感情が何なのかよく分からないんだよ……

　だってこれまでの十五年の人生で、俺がもしかしたらそういう方面かもしれない気持ちを持ったのって、幼稚園の時に担任の先生だった初はつ瀬せ川がわ先生と、小学校の時にテレビで見たアニメ『ノクターン女学院ラクロス部』の春は琉る奈な様と、中学生の時に隣の席だった天てん王のう寺じさんくらいだよ？　あまりにも事例が少なすぎて、サンプルにすらならない。

　そんな〝好き〟経験値に乏しすぎる俺に、いきなり〝好き〟の本質とも言えるべき命題を突きつけられても、それはネアンデルタール人が折りたたみ式のスマホを与えられた時みたいにただただオロオロするしかない。

　あー、も、もう、どうしたらいいんですかね……！

　某マンガに出てくる元人斬りの口癖みたいな状態になっていると。

「あー、い、いいや、ごめんごめんー。変なこと訊きいちゃったねー」

「え……？」

　冬ふゆ姫きが微妙に顔を逸そらしながら言った。

「ほ、ほらー、善よし人とがあんまりにもつれないからちょっと意地悪したくなっちゃっただけでー。つ、次行こう、次ー！　もうちょっといいでしょー？　あっちの岬の方も行ってみたいなってー」

　慌てたようにそう言って冬ふゆ姫きが歩き出す。

　冬ふゆ姫きも少なからず動揺していたんでしょうか。

　その時だった。

「……あっ」

　冬ふゆ姫きが雪に足を取られて体勢を崩した。

　その先には剝むき出だしになった歩道のコンクリート。

「冬ふゆ姫き……！」

　考えるよりも先に身体からだが動いていた。

　脚かつ気けでないヒザを叩たたくと瞬間的に反応するみたいに冬ふゆ姫きに向かって飛び出していた。

　間に合うか……っ……！

　距離的には届くかギリギリだったものの、必死になって今まさに転倒しようとする冬ふゆ姫きへと手を伸ばす。

　そんな俺の眼前で。

「──とっとっと……危ない危ないー」

　冬ふゆ姫きはその場で三回転半の見事な宙返りを見せて、

「……よっと。ふう、危うく地面にダイブしちゃうところだったよー」

　華麗に雪の積もった歩道に着地をした。

「……」

　……そうでしたね。

　よく考えてみれば冬ふゆ姫きは運動神経も抜群で、文化系の『ＡＭＷ研究会』の一員である〝アキバ系〟マスターでありながら運動部から助すけっ人とを頼まれたり、うちの庭の木から俺の部屋まで軽々と入ってこられるくらいでした。

　それに反して俺は体育の成績は常に二か三で、モンスターにしてみたらいいところゴブリンかコボルトレベルの運動神経。

　そんな俺が雪道を急に走り出したらどうなるかって、想像つきますよね……？

「……う、うわぁっ……!?」

　走り出して一メートル足らずのところで足を滑らせて、俺は盛大にバランスを崩した。

　そのまま体勢を立て直すことができず、足がもつれまくる。

「善よし人と……！」

　冬ふゆ姫きの叫び声。

　何かに摑つかまろうと手をばたつかせるもあいにくそれは届かず。

　ガン……ッ……！

　拳銃の英語名みたいなハデな音とともに、俺は顔面から常夜灯に激突した。

「ぐあ……っ……」

　め、目の前に北斗七星が……

　そのすぐ傍そばに寄り添うように輝く八番目の星……通称死兆星が見えたのと同時に、俺の意識は真っ暗になっていった。

「……しと！……善よし人と……や、やだよぉお……し、死なないで……！」

　最後に聞こえてきたのは、そんな冬ふゆ姫きの声と。

「え、ちょ、ちょっとどうしたんですか？　転んだの？　大丈夫……!?」

　聞き覚えのない女の人の声だった。
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「ううん……」

　気付いたら、見知らぬ天井がそこにあった。

　和風の、どこか落ち着く雰囲気の部屋の中で、俺は布ふ団とんに横たわっていた。

「……あれ、俺、どうして……？」

　こんなところで寝てるんでしょうか？

　怪け訝げんに思いつつ身体からだを起こそうとすると、顔面がズキリと痛んだ。触ってみるとどうやら少し腫れているようだった。

　すると次の瞬間、

「善よし人と!?　よ、よかった……目を覚ましたんだー……！」

　目の前に泣きじゃくった冬ふゆ姫きの顔が現れた。

　そのままがばっと抱きついてくる。

「う、ううっ……」

「ちょ、ふ、冬ふゆ姫き……？　え、何、どうしたの？　何で泣いて……？」

　状況が超展開してしまったアニメの脚本くらいに分からない。

「だ、だって……善よし人と、ものすごい勢いでぶつかったし、揺すっても呼びかけてもぜんぜん起きないし……し、死んじゃったかと思ったんだよー……！」

　そんな縁起でもない……

　でも冬ふゆ姫きのその言葉で、少しずつ思い出し始めてきていた。

　そっか、俺、冬ふゆ姫きを助けようとして……

　転んで常夜灯に激突したんですよね。

　それも一メートルも走らない内に雪で足がもつれて無様に。それで昏こん倒とうして今の今まで意識を失っていたと……

「……」

　うわぁ、格好悪い……

　しかも俺が助けなくても冬ふゆ姫きは余裕で無事だったときている。いやそれ自体はいいことなんだけど……

「ゴメン、余計なことして……」

　まさに一人相撲とはこのことである。

　だけど冬ふゆ姫きは、ツインテールを揺らしてふるふると首を横に振った。

「そ、そんなことないよー……」

「え……？」

「よ、善よし人とが助けようとしてくれて……すっごく嬉うれしかった……心からありがとうって思った……だから余計なこととか、格好悪いなんてそんなこと、絶対ない……」

「冬ふゆ姫き……」

「絶対……ないんだから……」

　嗚お咽えつを上げながらそう絞り出すように伝えてくる。

　思えば……この幼なじみがこんな顔をして泣いていることなんて、ほとんど見たことがないような気がする。最後に見たのはペットのウーパールーパーが脱走して戻ってこなかった時と、その当時推しに推しまくっていたアニメキャラが非ひ業ごうの死を遂げた時、あとは……あの時くらいか……

「……」

　何だか、冬ふゆ姫きじゃないみたいだ。

　抱きついたまま仔こ犬いぬみたいに肩を震わせるその姿は、いつものマイペースでどんな時でも明るく無邪気に笑っている姿とは違い、ひどく弱々しく頼りなげに見えた。

　う、うーん……こういう時は頭を撫なでるくらいするべきなんでしょうか……？

　普段とは違う冬ふゆ姫きの泣き顔にどう対応したらいいのか分からずに右手を虚こ空くうにさまよわせていると。




「──あ、よかった。気が付いたんだ」




「！」

　そんな声が飛び込んできた。

　顔を向けて見てみると、部屋の入り口にはお茶と手ぬぐいが載ったお盆を持った女の人の姿があった。

　穏やかな微ほほ笑えみを浮かべるその女の人は──

「天あま宮みや……先生……？」
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　一瞬、目の前のその女の人が天あま宮みや先生に重なって見えた。

　だけどそれも本当に一瞬のことで、すぐに別人だと気付く。

　でも顔立ちというか全体的な雰囲気がすごく似ていて……

「あれ……？」

　しかもこの人、水族館でイカの水槽を熱心に眺めていた人じゃないですかね……？

　あの時のことはうろ覚えだったけれど、改めて見てみると間違いないような気がする。

　いや何であのイカの人がここに……？

　目の前の女の人と今のシチュエーションとの関係性がよく分からずにハテナマークを頭の上に浮かべる俺に。

　女の人は「ああ」と納得したようにうなずくと、胸の前で小さく手を合わせた。

「あ、自己紹介が遅くなったわね。私は天あま宮みや菜な々な子こ。きみたちの副担任の……天あま宮みや椎しい菜なの妹です」

　そう言ってにっこりと笑ったのだった。







「天あま宮みや先生の妹さん……？」

「うん、そうだよ。弟妹が五人いるんだけど、その一番下が私なの」

　自分のことを指さしながらそう言う。

「じゃあここは……」

「うんー、天あま宮みや先生の実家なんだってー」

　そういうことになりますよね？

　今の流れで実はぜんぜん違う訳ありの別宅とかだったらイヤだ。

　でもどうしてその天あま宮みや先生の実家で俺は泥人形みたいに寝こけていて……？

「あのね、善よし人とが倒れた時、たまたま菜な々な子こさんが近くを通りかかったんだよー。それで介抱してくれて、車でここまで運んでくれたのー」

「私、看護師をやっているのよ。大丈夫だとは思ったんだけど、打ったのは頭だって話だったし、椎しい菜なお姉ちゃんの教え子だって話だったからいちおう様子を見た方がいいと思ってね」

「そうだったんですね……ありがとうございます」

　それはもう……お世話になりましたという以外の何でもない。

「冬ふゆ姫きも、心配かけてごめん」

「ほ、ほんとだよー。この貸しは旅行から帰ったら秋葉原でのイベントとか、池袋での買い物とか、ビッグサイトでの〝冬コミ〟とかにとことん付き合ってもらうことで返してもらうんだからー」

　茶化すようにそう言う。

　ん、いつもの冬ふゆ姫きが少しだけ戻ってきた感じですかね。

「あ、でも俺、どれくらい寝てたんだ……？　外、もう暗くなってきてるような……」

「んー、だいたい二時間くらいかなー」

「え、そんなに……？」

　改めてスマホで時間を確認すると、もう夕方の五時を回るところだった。

「うわ、それじゃあ俺たちは戻らないと……」

　布ふ団とんから慌てて起き上がろうとして。

「あ、ちょっと待って。大事はないだろうとはいっても打ったのは頭だから、すぐに動かない方がいいと思う。もう少し様子を見ていった方がいいわ。帰りはホテルまで車で送っていってあげるから」

　天あま宮みや先生の妹さんに止められる。

「え、でも……」

「そうしようよー。ちゃんと花はな村むらさんたちには連絡しておいたからー。天あま宮みや先生にも、菜な々な子こさんを通して事情は説明してあるから問題ないよー。善よし人との頭の中身が心配だから少し様子を見るって伝えたら、善よし人との頭の中身がきちんと正常になったら戻ってくればいいって言ってくれてるからー」

　冬ふゆ姫きが心配げな表情でそう言ってくる。

　言い方（頭の中身……）はともあれ、俺のことを気遣ってくれているようだった。

「……」

　仕方ない、か……

　二人にそう言われてしまっては、さすがにそれを振り切って無理矢理布ふ団とんから出ることはできません。

「……分かりました。すみません、もう少しお世話になります」

「ふふ、いいのよ。ゆっくりしていってね」

　天あま宮みや先生の妹さん──菜な々な子こさんがそうにっこりと微笑ほほえんで。

　もうしばらくの間、天あま宮みや家に滞在することになった。







　辺りには、いい匂いが漂っていた。

　醬しよう油ゆやみりん、酒などの調味料が煮込まれる、食欲をそそるかぐわしい香り。

　菜な々な子こさんがどうせなら夕飯を食べていってはどうかと言ってくれて、ありがたくその言葉に甘えることになったのだった。

　ちなみに現在、この家に住んでいるのは菜な々な子こさんと両親の三人だけで、他の兄姉たちは独立して余よ所そに住んでいるらしい。その同居している両親も七泊八日のパプアニューギニア旅行に出かけていることから、今在宅しているのは菜な々な子こさんだけなのだとか。

「だから一人でご飯を食べるのも味気なくって。きみたちがいてくれて助かったわ」

　とのことだった。

　しばらくすると、台所から夕飯が運ばれてきた。

「はい。今日の夕飯は小お樽たる名物のイカめしと、イカと大根の煮物と、イカの炊き込みご飯と、アオリイカのお刺身よ。たくさんあるからいっぱい食べてね？」

　テーブルの上には、見事なイカ料理の数々が並んでいた。

　どれもいい匂いがして盛り付けもキレイで、見るからに美味おいしそうだ。ただし当たり前だけど、全部イカである。

「あー、ええと、これは……」

「あ、もしかしてイカ苦手だった？」

「それは大丈夫なんですが……」

　いやどうしてこんなにイカまみれなんですかね……

　するとハッと気付いたように菜な々な子こさんが補足をしてくれた。

「あ、そっか、うちではこれが普通だけど、そうじゃない人は気になっちゃうよね。あのね、これは椎しい菜なお姉ちゃんの影響なんだよ。お姉ちゃんが大のイカ好きでイカをこよなく愛してたから、いつの間にか私もイカにご執心になっちゃったの。ていっても私は大したことなくて、週一で水族館とか市場とかにイカを見に行って、週三でイカ料理を作るくらいかな」

　それは立派なイカマニアです。

「あ、よかったら冷めないうちに食べちゃってね」

「あ、はい、いただきます」

「いただきますー」

　手を合わせて、イカ料理に箸を伸ばす。

「わー、おいしいー！」

「ホントだ、美味うまい……」

　出された料理は、どれも見た目に違わず絶品だった。

　素材自体も新鮮でとても東京では味わえないようなものなのもさることながら、味付けも丁寧で奥深い。それこそ箸が止まらないようなレベルだった。ただし全部イカである。

「ふふ、懐なつかしいわ。あの時もこんな風に賑にぎやかな感じだったわね」

　と、菜な々な子こさんが遠くを見るような目で笑った。

「あの時？」

「うん、昔にね、椎しい菜なお姉ちゃんが友だちを連れてきたことがあったの。あれも修学旅行の時だったな。気さくで話しやすい雰囲気の人で、私はまだ小学一年生だったんだけど、ヒザの上に乗せてもらったりして、かわいがってもらったのよね」

「へえ……」

　そんなことがあったんですね。

　だれだかは知らないけど、きっと優しくていい人だったんだろう。今ごろはスーツが似合う紳士にでもなっているかもしれませんね。

「ところできみたちは二人だけでいたみたいだけど……班行動じゃなかったの？」

「え？」

　冬ふゆ姫きと俺の顔を見ながら、菜な々な子こさんが言った。

「確か修学旅行は基本的に班行動だって、椎しい菜なお姉ちゃんから聞いてたと思うんだけど……」

「あ、それは……」

　うーん、何て説明するべきだろう。

　実在するかどうか分からない黄金のアオリイカ型クリムゾンを探して別行動をしていました……って言ってもあまり伝わる気がしない。

　すると菜な々な子こさんは、意味ありげににやりと笑った。

「あ、もしかして……きみたちは恋人同士とか？　付き合ってる？」

「え？　いえ、そういうのではないです」

　食い気味に即答した。

　冬ふゆ姫きとは基本的に仲がいいしいっしょにいることが多いから、昔からよく勘違いされるんですよね。

「昔からの幼なじみというか腐れ縁というか……」

「あら、そうなの？　仲よさそうだからてっきりそれもアリかと思ったのに……ねえ、冬ふゆ姫きちゃん？」

「え？」

　と、そこで振られて冬ふゆ姫きが目を丸くする。

「あ、え、ええとー……私は、そ、そのー……」

「んー？」

「な、何ていうかー……べ、別にそのー……アリかナシかで言うならアリでもいいっていうかー……」

「？　冬ふゆ姫き？」

　何やらごにょごにょとしたリアクション。

　このどんな時でも迷いがなくて屈託のない幼なじみにしては珍しい。

　と、それを見た菜な々な子こさんが何かを察したようにうなずいた。

「そっかそっか、ふーん、そういうことか。うん、だいたい分かっちゃったかも」

「……っ……」

「ふふ、よしよーし、ここはお姉さんに任せておきなさい」

　何が分かったのかいまいち不明のまま、菜な々な子こさんがにんまりと笑う。

「あのね、ご飯を食べ終わったらきみたちをホテルまで送っていくけど、それまでにちょっと片付けとか出かける準備をするから、その間、よかったら私のお勧めの場所に行ってみない？」

「お勧めの場所？」

「うん、そう。うちからすぐ歩いていけるところにあるから」

「あ、はい、じゃあ……」

　よく分からないけど、お勧めというのなら行っておいて損はないだろう。

　隣で冬ふゆ姫きも小さくうなずく。

　そんな俺たちを見て、

「──ふふ、とっても素敵な場所よ」

　菜な々な子こさんは優しく笑ったのだった。




　　　　６




　穏やかな水音が辺りに響いていた。

　流れてくる風に揺らめいて、水面が穏やかに波立っている。

　菜な々な子こさんが教えてくれた場所。

　それは──小お樽たる運河のとある一角だった。

「うわー、キレイ……」

　冬ふゆ姫きが目を奪われたように声を上げる。

　夜の小お樽たる運河は、昼間とはまったく雰囲気が違った。

　静寂の中、淡く光るガス灯と空から優しく降り注ぐ月や星の柔らかな光。白く浮かび上がる鮮やかな雪明かり。それらが水面に金色に映って、ゆらゆらと星座のような不思議な模様を作り出している。

　まるで現実じゃないみたいな、幻想的な雰囲気だった。

「すごいな……」

　目の前に広がる見たこともない光景に圧倒される。

　淡い金色の光と建物の影とが織りなすコントラストは飽きることなく、いつまでも見ていられそうだ。菜な々な子こさんがお勧めだと言っていたのも納得できた。

「ええと……確かこの模様の中から、アオリイカみたいになっているところを見付けられればラッキーなことがあるって話だったっけ？」

　金色の光を映した模様。

　それらは水面で様々な形を取っているけれど、その中にそれがまるでアオリイカのように見える場所があるのだという。

　菜な々な子こさん曰いわく、それを見付けることができればいいことがあるらしいのだけれど……

「うーん、なかなか難しいな。どれも何かの模様に見えるっていうか……」

「……」

「冬ふゆ姫き？」

「……え？　あ、う、うんー、そうだね、難しいかもー」

　どこか心ここにあらずな感じに冬ふゆ姫きがうなずく。

　うーん、ここに来るまでに菜な々な子こさんと二人で何かを話してたみたいだけど、それが影響してるんですかね……？

「…………」

　冬ふゆ姫きは、欄干にもたれかかったままじっと水面を見つめている。
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「あのね、冬ふゆ姫きちゃん。いいこと教えてあげる」

「？　いいことー？」

「うん、そう。これから行く場所でアオリイカを見付けることができたら……その恋はきっと叶うっていうジンクスがあるんだよ」

「こ、恋ってー……」

「ふふ、隠さなくてもいいよ。冬ふゆ姫きちゃん、恋してるんでしょ？　昔の椎しい菜なお姉ちゃんに……そっくりだもの」

「天あま宮みや先生にー……？」

「うん、そう。そういうのって、見れば分かるんだよ。だから今から教える場所は冬ふゆ姫きちゃんに特にお勧めかな。その、お姉ちゃんはうまくいかなかったみたいだけど……」

「え、そ、それ、ダメじゃないですかー」

「あはは、そう言われるとね……。でもね、私、お姉ちゃんがダメだったのは、順番のせいだと思うんだ」

「順番ー……？」

「お姉ちゃんは、その相手と出会うのがちょっと遅かったんだよ。少しだけ……タイミングと巡り合わせが悪かった感じかな。だけど冬ふゆ姫きちゃんはそうじゃないんでしょ？　昔からの幼なじみで、もうずっと前から善よし人とくんと出会ってる。だからこのジンクスは、それなりに有効なんじゃないかって思うんだよね」

「……」

「もちろんジンクスはあくまでジンクスだから、絶対ではないよ？　でもね、そういうことをきっかけにして自分と向き合うことで、気が付くこともあるんじゃないかって思うの。だから冬ふゆ姫きちゃんはそこに行った方がいいと思う。お姉さんのお勧めかな」
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「あっー……」

　と、隣の冬ふゆ姫きが声を上げた。

「ねえ善よし人とー！　あれ、あそこの模様……アオリイカに見えないー？」

「え、どれ？」

「ほらー、あそこー」

　冬ふゆ姫きが指さしている先に視線を送る。

　そこには金色の光と黒い影とが絡からみ合あって、複雑な模様を作り出している場所があった。

　ただそれはアオリイカというよりも……

「うーん、そうかな？　あれはヤマタノオロチとかじゃない？」

「えー、絶対そうだよー！　あの触手感はアオリイカ以外の何でもないってー」

　冬ふゆ姫きは強くそう主張してくる。

　俺には酔っ払ってのたくっている大蛇の頭に見えるんですが……

　まあでも見え方なんていうものは人それぞれだし、その時の気分や状況で変わってくるものなのかもしれない。

　だとすればきっとそこに正解なんてないんだろう。

　そのことを伝えると、

「……！」

　冬ふゆ姫きが弾はじかれたようにこっちを見た。

「？　冬ふゆ姫き？」

「……」

「善よし人と……今、何て言ったー？」

「え？　だから見え方なんて、人それぞれだって……」

「……」

「どうしたの？　何かヘンなこと言ったかな……」

「……そっかー、そういうことだったんだねー……」

　視線を運河に戻して、冬ふゆ姫きが小さくつぶやいた。

「あれが本当に菜な々な子こさんの言っていた模様なのかは分からないけど……だけど、私がアオリイカの模様だと思えばそれはきっとアオリイカで、そのことはきっと私自身の心の在り様次第で……」

「……」

「結局、一番大事なのは善よし人とがどう思ってるかじゃない、乃の木ぎ坂ざかさんがどう思っているかじゃない……」

「？」

　そこで冬ふゆ姫きは言葉を止めると。

　真まっ直すぐに水面に映る金色の模様を見つめて、こう口にした。




「私自身の気持ちが、どうなのかってことなんだってー」




　それってどういうことなんでしょうか？

　というかどうしてそこで明日あす夏かの名前が出てくるのかもいまいち不明なんですが……

　でも何だか冬ふゆ姫きがすっきりとした顔をしているので、それ以上は突っ込めない。

「いいのいいの、善よし人とは分からなくってー。ウスバカゲロウだもんねー」

「……なんか、バカにされてない？」

「バカにはしてないよー。善よし人とらしいとは思ってるけどー」

　そう言って冬ふゆ姫きは小さく笑う。

　ううん、なんか微妙な気分なんですが……

　と、そこでスマホがフルフルフル……とフルーティーに震えた。

「ん……？」

　何だろう？　取り出して確認する。

　すると……

「！　冬ふゆ姫き、これって……！」

「え？」

　そこに映っていたのは金色に輝く黄金のアオリイカ型クリムゾン……に一瞬見えた。

　だけどよく見ると違う。それは普通のアオリイカ型クリムゾンが、常夜灯の光に照らされて金色に輝いているように映っていただけだった。

「なんだ、見間違えか……」

　ガックリと肩を落とす。

　パッと見は確かに黄金色だと思えたのに……

　紛らわしいというか何というか。

　よほど残念がっているのか、冬ふゆ姫きもスマホに目を落としたまま動かずにいる。

「あー、何ていうか惜しかったよな……」

「……」

「せっかく黄金のアオリイカ型クリムゾンが見付かったと思ったのに、ぬか喜びだったっていうか……」

「……」

　なおも返事はない。

　これは相当ダメージを受けているのかと思いきや……

「……ううん、いいんだー……」

「え？」

　そうぽつりとつぶやくと、冬ふゆ姫きは勢いよく顔を上げた。

「黄金のアオリイカ型クリムゾンが実在してるのを確認できなかったのは残念だったけど……でも私はゲットできたからー」

　胸のスマホをぎゅっと抱きしめて。

「これは私にとっての……黄金のアオリイカ型クリムゾンなんだよー」

「？」

　晴れやかな顔でそう笑う。

　どういう意味なんでしょうか？

　さっきに引き続いて……よく分からない。

　狐きつねに頰をつままれたならぬアオリイカに墨を吐きかけられたような心地になっていると、冬ふゆ姫きは小さくうなずいてこう言った。

「──それじゃあ、帰ろっか、善よし人とー」

「あ、う、うん……」

　うーん、やっぱりさっぱり分からない。

　一人取り残されたままのような心地でいると、それからすぐに準備を終えた菜な々な子こさんがやって来たのだった。
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　菜な々な子こさんに送られてホテルに戻ると、明日あす夏かたちが一目散に駆け寄ってきた。

「ケガをされたと聞いたのですが、大丈夫でしたか澤さわ村むらさん……！」

　心配げな表情で、そう言ってくる。

「あ、うん。大したことないんだ。心配かけてごめん」

「そ、そうなんですか、よかった……」

　ほっとしたように明日あす夏かが胸をなで下ろす。

　その隣では天あま宮みや先生と菜な々な子こさんが、

「ありがとう、菜な々な子こ。生徒たちを助けてくれて……」

「ううん、いいっていいって。お姉ちゃんの教え子たちと話せて楽しかったし、それに二人ともすごくいい子たちだったしね」

「菜な々な子こ……うん、そうなの。いい子たちなのよ」

　そんなことを話しているのが聞こえてきた。

　う、そういう風に言われると何だか気恥ずかしくなってきますね……

　あまりほめられ慣れていないため面はゆい心地になっていると。

「もー、でも澤さわ村むらっちは少し反省するべきだぞっ。明日あす夏かっち、すぐに澤さわ村むらっちのところに行くって大泣きして大変だったんだからっ」

「え、そうなの……？」

　明日あす夏かの顔を見る。

「あ、え、えと……」

　花はな村むらさんのその言葉が真実であることを肯定するかのように、その目はウサギのように赤くなっていた。

「だ、だって……澤さわ村むらさんの頭の中身が大丈夫でなくなってしまったかもしれないと聞かされたら、いてもたってもいられなくて……」

「明日あす夏か……」

　言い方（頭の中身……）はともあれ、明日あす夏かが心配してくれていた気持ちは痛いほど伝わってきた。

　すると明日あす夏かはとん、と俺の胸に頭を預けてくると、小さくこう声を上げてきた。

（も、もう、せんせーってば人騒がせだよ！　ほ、ほんとにすっごくすっごく心配したんだからね……！）

（ご、ごめん……）

（ま、まあせんせーが無事だったからいいんだけどさ……でも心配かけた分、明日は今日以上に『メモリアルミッション』をがんばってもらうんだからね～）

　少しだけ拗すねるような甘えるような口調でそう言ってくる。

　その言葉に対する、俺の答えは決まっていた。

（ん、了解。明日も全力で『メモリアルミッション』をがんばろう）

（せんせー……うんっ！）

　それを聞いた明日あす夏かが嬉うれしそうにうなずく。

　こうして、色々とアクシデントがあった修学旅行二日目は終わりを告げたのだった。








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: 121]（秘密レベルＢ）

　目を真っ赤にするほど……俺のことを気にかけてくれていたらしい。
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「ん？　冬ふゆ姫きっち、満足そうな顔してるじゃーん。もしかしてもしかして告白しちゃったとかっ？」

「花はな村むらさんー」

「どうなのどうなの？　あたしにだけ教えてよっ！」

「あははー、残念だけどそんなんじゃないよー。ただ天あま宮みや先生の妹さんのお家うちに行ってご飯を食べて黄金のアオリイカ型クリムゾンを見付けてきただけだからー」

「そうなのっ？」

「うんー。でもねー、大切なことが分かったからそれでいいんだよー」

「大切なこと？」

「うん、そうだよー。それだけで私にとっては今回の修学旅行はすっごく意味あるものになったからー。だから今回はもう満足なんだー」

「ふーん、そなんだっ？　よく分かんないけど、冬ふゆ姫きっちがなんかいい顔してるからよかったよっ！」

「うんー。ありがとう花はな村むらさんー」

「へへっ、どういたしましてっ。じゃ、あたしは先に部屋に戻ってるね。また後でっ」

「……」

「さー、私の気持ちは決まったけどー……」







「──乃の木ぎ坂ざかさんと、あともう一人のニブチンのウスバカゲロウはどうなるのかなー？」
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　その日は朝から、『ホテル・流氷』のロビーにはどこかソワソワとした空気が辺りに広がっていた。

　修学旅行三日目。

　日程的にはまだ最終日まで一日あるけれど、明日の夕方には東京に戻っていなければならないことを考えれば、一日丸々使って行動できるのは今日が最後である。さらに最終日は移動やらお土産購入やら全体記念撮影やら色々とやることがあり自由時間がほとんどないことから、実質的には今日が修学旅行のクライマックスであるとも言えた。

　そのためか札さつ幌ぽろ出発を前にして、みんなのテンションは郵便ポストを目の前にしたスペインの闘牛くらいに高まりまくっていた。

「何としてでも今晩中に村むら口ぐちさんに告白しないと……！」

「絶対今日は松まつ崎ざきくんといっしょに競馬場を回るんだ……！」

「市内の豚丼を全部食べ尽くしてやる……！」

　周囲からはそんな会話が聞こえてくる。

　そしてそれは俺たちにとっても同じであって……

「いよいよ今日は帯広ですね、澤さわ村むらさん♪」

　と、隣の明日あす夏かが天使みたいな笑顔でこっちを見上げながらそう口にした。

「牧場と競馬と豚丼の街……とっても楽しみです。修学旅行も明日で終わってしまいますし、めいっぱい楽しみましょうね」

「うん、そうだね」

「特に『メモリアルミッション』にチャレンジできるのは今日が最後ですので、いっしょにたくさん『メモリアルポイント』を回れれば……」

　両手をぎゅっとグーにしてそう言ってくる。

　そう。

　明日は自由行動時間がないということは、『楽しい北海道修学旅行のしおり』に書かれたスポットを訪れるチャンスもないということなのである。そのため『メモリアルポイント』をゲットできるのも、今日が最後なんですよね。

　だからラストスパートということもあって、今日は張り切ってバリバリと『メモリアルミッション』をこなしていこうと、俺も脱皮を控えたアメリカザリガニのように気合いを入れていた。

（ふふ、期待してるからね、せんせー♪）

　そっとそう耳打ちをしてくる明日あす夏かに笑顔で答えて。

「おっす、おはおはー！　今日も元気マックス、やばいくらいにビンビンだぜっ！」

「おはよー、乃の木ぎ坂ざかさん、善よし人とー。今日も一日楽しくいこうねー」

「今日は朝からホテルのトイレでレアクリムゾンをゲットできましたぞ。なかなか幸さい先さきがいい一日ですな」

　花はな村むらさんたちや冬ふゆ姫き、三Ｋたちも合流してきて。

　いよいよ色々な意味で忘れられない一日となる……修学旅行三日目が始まるのだった。
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　さて、さっきも少し話したけれど、三日目の行き先は帯広だった。

　宿泊先の札さつ幌ぽろから特急列車で二時間四十分ほど移動した先にある、北海道中南部の街。

　その広大な土地から牧場や自然公園などがたくさんあることが有名で、さらには競馬場や動物園もあるらしい。また食べ物が美味おいしいこと──特に豚丼やジンギスカン、カレーなど──がよく知られていて、それ目当ての観光客もたくさんいるグルメの街でもある。『楽しい北海道修学旅行のしおり』に、鉄板の上で土下座をしている羊頭の悪魔らしきイラスト（たぶんジンギスカンなんでしょうね……）とともにそう書いてあった。

「さ、それじゃあ今日も『楽しい北海道修学旅行のしおり』に従って、花はな村むら部隊、出撃だっ！」

　自由行動が開始された帯広駅前。

　ここ三日ですっかり聞き慣れた花はな村むらさんの号令で、帯広観光へと出発する。

「えっと、まずはバスターミナルを探せばいいのかなっ？」

「あ、はい、そうだと思います。最初のスポットはバスで向かうのがいいみたいなので」

「よしっ！　あれかっ。きみに決めたっ！」

「そのバスは富ふ良ら野の方面行きって書いてあるじゃん、花はなっち」

「え、そうなのっ？　じゃあこっちかな？」

「それに乗ると空港に行ってしまうから、東京に戻ってしまうね」

「あれれっ？　あ、だったらあれだっ！」

「あれはもはやバスでもなくて個人のワゴン車だと思います……」

　他の花鳥風月から総突っこみを受ける。

　バスの行き先（というか車種すら）をロクに見ないでとりあえず乗ろうとするのはやめた方がいいと思います……

　花はな村むらさんのナビゲートに若干の不安を覚えつつ、何とか目的地へと向かうバスに乗り込むことができた。

　車内で一ひと息いき吐ついていると、明日あす夏かがちょこんと顔を寄せてきた。

「そういえば澤さわ村むらさん、知っていました？　帯広って東京二十三区とほとんど同じ大きさらしいですよ」

「え、そうなんだ？」

「はい。北海道自体がものすごく大きいので気付きにくいですけど。やっぱり北海道はでっかいど～ですよね♪」

　楽しそうに笑いながらそんなことを言ってくる。

　さすが『楽しい北海道修学旅行のしおり』を作っただけあって、本人もよく調べてるといいますか……

　というか明日あす夏かはもともと真面目な性格だし、こういう風に何かについて詳しく調べたりするのが好きなのかもしれない。

「それとですね、帯広市の花はクロユリで、色々な場所にクロユリが植えられたプランターが置かれていて……」

　その意欲に感心しつつ、さらに豆知識を話しながらバスに揺られていく。

　最初に向かったのは愛国駅・幸福駅という場所だった。

　帯広駅前からバスに乗っておよそ三十分ほど行った先にある、今は廃線となった旧国鉄広尾線の駅であり、かつてここで切符を買うと〝愛国から幸福まで〟と明記されたその名称から縁起がいいとされて、観光スポットとしてリニューアルされたスポットであるのだとか。

　当時の面影を残したレトロな駅舎やプラットフォーム、さらには展示してある蒸気機関車や切符の形をしたモニュメントが人気であるらしい。

「えっ、すごい、何ここ！　やばいくらいにエモくないっ！」

「分かる分かる！　なんかホームとかそのまんまあるし、雰囲気がやっべ！」

「恋人たちの聖地というのもあるね。いつかはそういった相手と来たいものだ」

「ふふ、とりあえず今は私といっしょに写真を撮りましょうか？」

　ここは特に花はな村むらさんたちに好評だった。

　興奮したチワワみたいな様子であちこちを走り回りながら、色々な場所で写真を撮りまくっている。

　そして冬ふゆ姫きや三Ｋたちも。

「ふむ、どうやらここにはレアクリムゾンは出現しないようですな」

「そうですね。しかしなかなか見所のある駅ではありませんか」

「あっちの駅舎みたいなのを見てみようぜ！　朝あさ倉くらさんも！」

「おー！　行く行くー！」

　珍しく『マホちゃんＧＯウォーク』はそこそこに（まあレアクリムゾンが出現しないとはいえ）、純粋に観光をエンジョイしている。

　でもその気持ちは分かるというか、単純に散策していて楽しいスポットだった。

「さて、こっちはっと……」

　そんな花鳥風月の四人や三Ｋたちから少し離れた場所で、明日あす夏かと二人で『楽しい北海道修学旅行のしおり』に目をやる。

　もちろん、『メモリアルポイント』を確認するためだ。

「へへ～、楽しい楽しい『メモリアルミッション』の時間だね～」

「うん、ええと、ここでの内容は……」

　明日あす夏かにうなずき返しながら見てみると、ここでの『メモリアルミッション（ポイント＋５）』は『〝愛国から幸福まで〟と書かれた切符型のモニュメントの前で、彼氏と彼女は二人で手でハートを作りながら記念撮影をしよう』というものだった。

「……」

　あいかわらず恥ずかしい内容ではあったけれど、それでもこれまでにやってきたものの中ではかなりライトな部類だったので、何とかやり切ることはできそうだった。

「え、ええと、角度はこれでいいのかな？」

「あ、もうちょっと近づいた方がいいかも」

「こんな感じで？」

「う～ん、これくらい？」

　頰が触れるくらいの距離まで顔を近づけてくる。ていうか触れてます……

「それじゃあ撮るよ？」

　モニュメントの前で二人で並んでハートマークを作って、慣れた手付きの明日あす夏かが自撮りのスマホを構える。背面に装着してあるおそろいのスマホリングがチラリと見えた。

「さ、この時期美味おいしいマコガレイの食べ方は～？」

「え？　し、塩焼き……？」

「に～♪」

　カシャッとシャッター音が響き。

　ぎこちないながらもハンドハートマークが形作られたメモリアルな写真が撮れたものの。

　……明日あす夏かの咲き誇る向日葵ひまわりみたいな笑顔の横で、俺は緊張で舌をしまい忘れた猫みたいに口から舌がだらしなくはみ出てしまっていたのは、この際忘れてください。







　愛国駅・幸福駅での観光を終えて帯広市街に戻ってきた俺たちは、『マホちゃんＧＯウォーク』をしつつ、次の目的地に向かっていた。

　帯広市内にある動物園。

　本来だったら冬季のこの時期は閉園期間なのだけれど、たまたまイベント開催中で運良く開いているとのことから、観光コースに含まれたのだった。

「わあ、動物園って、ひさしぶりです。何だかすごくワクワクして……♪」

「あ、それちょっと分かるかも。動物園なんてなかなか来る機会がないしね」

「はい。小学生以来かもしれません。イリエワニさんとかいるかな……♪」

　そう言って目を輝かせる明日あす夏か。

　他のみんなも童心に返っているようで。

「おー、オットセイがいるー。おうっおうっ鳴いててかわいいなー」

「ふむ……あれはアザラシではありませんかな？」

「いえ、きっとアシカでしょう。そうに違いありません」

「ん？　トドじゃないのか、あれ？」

　海獣コーナーで冬ふゆ姫きと三Ｋたちがそんな議論を繰り広げたり（ちなみに耳たぶがあって鉤かぎ爪づめが目立たないのがアシカ、鉤かぎ爪づめがあって耳たぶがないのがアザラシ、耳が目立って後ろヒレが揃そろっているのがオットセイ、アシカに似ていてアシカよりもでかいのがトドであるらしい）。

「おサルさんかあ……よく人間の派閥争いとかがサル山のボス争いにたとえられるけど、それっておサルさんに失礼だよねっ……」

「どうしたんだよ花はなっち、なんか難しいこと言ってね？」

「ああ、これはよくあるあれだろう。何かのマンガの登場人物の台詞せりふをよく考えもしないで引用しているだけだよ」

「あ、いつものあれか。紛らわしいっつーの」

「花はなっち、突然このモードに入りますよね……」

　サル山のコーナーで花はな村むらさんが何やら渋いことを言っていたり。

「お、おわあっ……！」

「おっとっと……大丈夫？　小鳥遊たかなしさん」

「え？　あ、さ、澤さわ村むらっちか……」

「ホッキョクグマ、突然水に飛び込むからビックリするっていうか。身体からだが大きいから迫力もすごいしね」

「え、あ、ああ、そうだな……」

「？」

「な、何でもないっつーの。だけど、その、何だ……」

「??」

「さ、さんきゅ……やばいくらいに感謝してっから……」

　ホッキョクグマのコーナーで驚いて転びそうになっていた小鳥遊たかなしさんを偶然助けることになって、照れたような顔でそんなことを言われたりもした。

　そしてここでの『メモリアルミッション』は……

「『動物たちの愛の鳴き声を聞きながら、彼女が慈いつくしんでいる飼い猫を愛めでるように彼氏の膝枕をすること（ポイント＋15）』か……」

　もはやここまできたら何が出てきても驚かない。

　というよりもむしろ、これまでの乙女の夢にまみれたラインナップからすると、これ（膝枕）が出てこなかったのが不思議なくらいである。

「ひ、膝枕か～。う、うん、いいよ。ばったばったとこなしてやるんだから～」

　他のみんながエゾタヌキのショーを見に行った合間で、ベンチに腰を下ろした明日あす夏かがまたトノサマみたいなことを言った。

「わ、分かった。それじゃあ……失礼します」

「い、いらっしゃ～い」

　そんなよく分からないやり取りをして、そっと明日あす夏かの揃そろえられたヒザの上に頭を置く。

「お……」

「ど、どうかな……？　だれかに膝枕をするのって初めてだから、どうしたら気持ちいいのかよく分かんないんだけど……」

　もじもじと足を動かしながらそう言ってくる。

　明日あす夏かの膝枕は……控えめに言って、最高だった。

　後頭部に触れる柔らかでありながら適度な弾力もある太もも、ふわりとアロマのごとく広がる花のような香り。子守歌のように響く耳に優しい声。

　そして何よりも……上から見下ろされる、少し頰を赤らめた明日あす夏かの顔。

　それは体感・香り・音・環境の全てを満たすものであり、今まで寝てきたどんな枕よりも快適で心地よくて、いつまでもこのままでいたいと思わせてくれるものであって……

「うん、もうすごく気持ちいいっていうか……」

「え、ほ、ほんと？」

「何だか居心地がよすぎて眠くなってくるかも……」

「ふふ、なんかせんせー、目がとろんってしてる。ほんとにニャンコみたい♪」

　そう含み笑いを浮かべながら、そっと俺の頭を撫なでてくる。

「ふふふ、いいこいいこ～♪」

「……」

「ほ～ら、気持ちいいのはここですか～？　よしよしよしよ～し♪」

　文字通り慈いつくしむような優しい手付き。

　そのあまりのホスピタリティの高さに……しばらくの間、俺は猫ちゃん気分で酔いしれたのだった。







「ふふ～♪」

　快適すぎて思わず本当に少しばかり寝こけてしまった猫ちゃんライクな『メモリアルミッション』を終えて。

　と、歩いていた明日あす夏かが頰袋にドングリをいっぱいに詰めたシマリスみたいな笑顔になっていた。

「？　どうしたの？」

「え、ん～ん、せんせーとの『メモリアルポイント』がまた増えたのが嬉うれしくって♪」

　尋ねてみると、そんな答えが返ってきた。

「もちろんポイントなんてなくったってせんせーとのめもりあるはたくさん貯たまってるけど、でもこうして目で見えて積み重なっていくと、何だかスマホゲームのステータスが上がってるみたいで面白いな～って」

「ステータスか……」

　それは言い得て妙かもしれないと思った。

　考えてみれば、人生なんてスマホゲームみたいなものだとも言えるのかもしれない。

　こうしてメモリアルミッションというイベントをこなしてメモリアルポイントという名の親密度を上げていけば、その先にはスペシャルイベントが待っている。その内容はまだ分からないけれど……きっと明日あす夏かのことだから、それは修学旅行のフィナーレにふさわしいめくるめくイベントを用意しているはずだ。

「ん、だったら残りの『メモリアルミッション』もコンプリートして、ちゃんとスペシャルイベントを発生させないとな」

「うん、がんばろっ！」

　俺の言葉に、明日あす夏かはぴょこんと飛び跳ねながら腕を大きく突き上げたのだった。

　そんな仕草もかわいらしくて愛らしくて、ついつい顔がエビス型クリムゾンみたいになってしまいます……








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: 122]（秘密レベルＣ）

　この時期の美味おいしいマコガレイの食べ方は煮物らしい。

・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: 123]（秘密レベルＡ）

　膝枕がシ●ンズ社のベッドレベルで快適。

・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: 124]（秘密レベルＢ）

『メモリアルポイント』をスマホゲームみたいだと思っている。









　その後もいくつか観光スポットを巡った。

　市内にある有名な製菓店の本店でバターサンドを食べたり。

　屋台村『北の屋台』で豚まみれの豚丼を食べたり、競馬場やその近くにある馬の資料館を見学したりした。

「はー、バターサンドに豚丼、やばいくらいに美味うまかったぜっ！　この勢いで夕飯は馬刺しとかが出てきてくれるといいかもねっ？」

「花はなっち……それはさすがにちょっと不謹慎じゃ」

「いや、そういう何にも囚とらわれずに自由なところは花はなっちらしいよ。そうは思わないかい、鳥とりっち？」

「え？　あ、ああ、そうかもな。やば自由なんじゃね？」

「ん？　どうしたんだい。何だか動物園の辺りから様子が変だが……」

「！　な、何でもないよ！　べ、別にドキがムネムネとかしてねーし！」

「……？」

「ふふー、ばん馬型クリムゾンをゲットできたぜー！　この普通の馬型クリムゾンよりもでっかくてたくましいところがたまんないよねー」

「さすがは朝あさ倉くらさんですな」

「僕たちがポニー型クリムゾンしかゲットできない中でさすがの引きです」

「持ってるぜ……！」

　みんなそれぞれに楽しそうだった。

　そして今日最後のスポットにして、帯広観光のハイライトとも言える場所へと向かう。

　そこは……




　　　　２




　周りにあるのは真っ白な大地だった。

　果てが見えずにどこまでも続くかのような広大な雪原。

『楽しい北海道修学旅行のしおり』には永久凍土の上をマダラ模様のミノタウロスのような生き物が生いけ贄にえを求めるような凶悪な表情で闊かつ歩ぽしているイラストが添えられているスポットで、それを肯定するかのように辺りからは腹の底に響くような低い獣の鳴き声が聞こえてくる。

　これはここがクレタ島にあるラビュリントス迷宮の入り口……というわけではなくて。

「やってきたぜっ、『おびひろ豊とよ平ひら牧場』！　『モーモーミルク』発祥の地！」

　花はな村むらさんが大きく声を上げる。

　そう、俺たちがいるのは……牧場だった。

　周りでのんびりと低い鳴き声を上げているのは、穏やかな表情をしたシロクロ模様の乳牛たちである。

　何でもここは、カルシウムの含有量が通常の牛乳に比べて二倍であることで有名な『モーモーミルク』を出荷している『豊とよ平ひら牧場』の一つであるらしい。オリジナルの牧場は厚あつ岸けしの方にあるものの、ここ最近では売り上げと知名度が急上昇していることから、道内の各地に支店（？）があるのだとか。

「はー、ここをちゃんと選んでくれたのはさすが明日あす夏かっちだよねっ！」

「うちらにとってはここはやばいくらいの聖地だもんな」

「憧れの地を実際に訪れることができて感激しているよ」

「感動ですね……！」

　花鳥風月たちがそろってそううなずく。

　ん？　ここに何か特別な思い入れがあるんですかね？　『楽しい北海道修学旅行のしおり』を見る限りでは牛乳が有名な牧場ってことくらいしか特筆する点はないような気がするんですが……

　それはしおり執筆者である明日あす夏かも同じようで。

「え、えと……ここは何かそこまで特別な場所なんですか？　牧場体験ができるということで選んだのですが……」

「え、明日あす夏かっち、知らずに選んだのっ？」

「あ、は、はい。この辺りで一番大きな牧場だったので……」

「えっ、うっそ！　果てなき高みを夢見る女子で『豊とよ平ひら牧場』と『モーモーミルク』を知らない人がいるなんてっ……！」

「す、すみません……？」

　いまいち状況が分からないって顔で恐縮する明日あす夏かの隣で、

「えー、私も分かんないよー。ホルスタイン型クリムゾンが出現するってことくらいしかネットにも載ってなかったしー」

　冬ふゆ姫きもそう首を傾ける。

　どうやら明日あす夏か・冬ふゆ姫きはこの場所の重要性（？）を知らない側で、花鳥風月の四人は知っている側であるようだ。

　花鳥風月の四人にとっては興奮するほど重要で、明日あす夏かと冬ふゆ姫きにはさほど気にもならないもの……？

　すると花はな村むらさんたちが、フタホシコオロギを嚙かみ潰したみたいな表情になった。

「……ぐぬぬ、それは明日あす夏かっちとか冬ふゆ姫きっちはいいかもしんないけどさー」

「……そうだよな、そんなやばいくらいに立派なものを持ってれば、カルシウムを必要としようなんて思わないってか……」

「これが持つ者と持たざる者との差か……悲しいね……」

「お二人とはいつかは分かり合えると思ったんですけどね……」

　次々にそんなことを口にする。

「え、ええと……？」

「どういうことー？」

　なおも不思議そうな表情のままの明日あす夏かと冬ふゆ姫き。

　そんな二人に、

「それは……こういうことだっ！　うりゃっ！」

　花はな村むらさんがいきなりムササビみたいに飛びかかった。

「！　あ、は、花はな村むらさん……!?」

「な、何するんだよー！」

「うるさいっ！　天から与えられた無敵の贈り物に無自覚なやつらはこうしてやるっ！　とりゃー！」

　そのまま背後に回り込んで……あろうことか、セクハラをするおっさんみたいな手付きで二人の胸を揉みしだき始めました。

「あっ……ちょ、ちょっと、そこは……だ、だめ……です……っ……」
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「な、何でこんなことー……や、ど、どこ触ってー……ん……っ……」

　顔を赤くしながら何とか逃れようとする明日あす夏かと冬ふゆ姫き。

　だけど花はな村むらさんの手はまるで吸盤付きの触手のように二人の胸にしつこく絡からみついて、ぜんぜん離れない。何ていうかものすごく目のやり場に困る光景なんですが……

「ちっ、これでもあたしの手はけっこうでっかい方なのにそれでも手に余るなんて……さすがは『モーモーミルク』なんて歯し牙がにもかけてないだけあるぜっ……！」

「だ、だからそこはいけません……あっ……や……んっ……」

「ちょ、ちょっとー……い、いいかげんにやめて……ん……んん……っ……」

「……」

　あー……でも、花はな村むらさんたちの言っていたことの意味が何となく分かるような気がしてきました。

　明日あす夏かと冬ふゆ姫きの二人が持ち合わせていて、花はな村むらさんたちが欲しいと願って止やまないもの。

　それは……

「あー、もう！　ほしい！　ほしいぞこのたわわなふくらみが……っ……！」

「や……も、もうだめです……ち、力が抜けて……あ……んっ……」

「な、なに言ってるんだから分からないってー……ていうか、そ、それ以上はほんとダメだってばー……ううん……っ……」

　その後もそんな状況が十分ほど続き。

　花はな村むらさんのセクハラ攻撃が終わる頃には、明日あす夏かと冬ふゆ姫きの二人は腰くだけな様子でぺたんと地面に座り込んでいたのだった。

　ちなみにそんな中でも一心不乱にホルスタイン（メス）型クリムゾンをゲットし続けていた三Ｋたちはさすがだった。







　そんな『モーモーミルク』戦争（？）を経て足を踏み入れた『豊とよ平ひら牧場』だったけれど。

　牧場内は、うちの学校の校庭が十個は入るんじゃないかってくらいに広かった。

　広大な放牧地や牛舎、サイロだけでなく、様々な体験（バター作り体験とかソーセージ作り体験とかなぜか蕎そ麦ば打ち体験とか）ができる施設や土産物屋、さらにはここで取れた牛乳を使ったレストランまであるみたいである。

　それぞれで映ばえる写真を撮ったり、『マホちゃんＧＯウォーク』をやったり、時には体験をしたりしながら、それらを順に見学していく。

「よしっ、じゃあ今からあたしたちはソーセージ作り体験をやるから、木き村むらっちたちは写真を撮ってよっ！」

「我々がですかな？　それよりもこの敷しき地ち内のマップを塗り潰したいのですが……」

「えー、そんなの後でいいじゃんっ。ほら、それならなんかここに書いてあるよ？　ソーセージ作り体験をすれば記念に『マホちゃんＧＯウォーク』のホエー豚型クリムゾンがもらえるとかっ。あたしたちはいらないからこれは木村っちたちにあげるからさ」

「おお、それはいいですな！」

「そういうことなら喜んで協力いたしましょう。僕のデザートイーグル（スマホの名前らしい）が火を噴きますよ」

「スーパーカメラマンになってやるぜ！」

　あいかわらず方向性がバラバラのようでいて要所要所では嚙かみ合あう不思議なコンビネーション。

「あー、だったら私もソーセージ作り体験やってみよっかなー。ホエー豚型クリムゾンは欲しいし面白そうだしー」

　そして昨日の小お樽たるでは何となくいつもとは様子が違うように思われた冬ふゆ姫きも、すっかり普段通りの感じに戻っていた。

　屈託がなくてマイペースな気の置けない幼なじみクオリティ。

　うん、やっぱり冬ふゆ姫きはこっちの方がしっくりきますね。

　何かを考えこんだりどこか心ここにあらずであったりする場面が多いと調子が狂うというか……

「あれ、善よし人とはやらないのー？」

「ん、俺はいいや。ここで明日あす夏かと見てる」

「ふーん、やっぱ善よし人とは性癖が絡からまないとあんま興味ないのかなー。メイド服作り体験とかスク水試食会とかならきっと張り切って参加しただろうにー」

「……」

　いやそこで思い出したようにメイド服とスク水を絡からませなくてもいいですから。ていうか参加しません。

　ま、まあ普段通りすぎるっていうのもある意味考えものですね……

　完全に復調した冬ふゆ姫きの様子に、安心半分苦笑い半分の心地になる。

　そしてソーセージ作り体験の後には、この『おびひろ豊とよ平ひら牧場』でのメインイベントが待っていた。







「乳搾りだっ！」

　花はな村むらさんがわきわきと手を動かしながら歓声を上げる。

　これは何もさっき花はな村むらさんが明日あす夏かと冬ふゆ姫きにやっていたセクハラ行為のことを指しているわけではなくて……

「あー、もうこの日を一年前から待ってたよっ！　自分たちの手で『モーモーミルク』を絞ることができるなんて、最の高だぜっ！」

「マジやばくね？　これでうちらもきっと念願のたわわをこの胸に……！」

「目に見えるくらいの効果があるというから楽しみだね。ふふ、下着を買い替えなければならなくなるかな」

「期待で胸がいっぱいです……！」

　そういうことでした。

　この『おびひろ豊とよ平ひら牧場』では他の牧場と同じように、自分たちの手で乳牛から牛乳を搾り取る乳搾り体験ができるのである。メンバーの中に『モーモーミルク』ファンも多いとのことから、それを今からみんなでやってみようということだった。

「はい、それではこれから搾さく乳にゆうのやり方を説明していきますね。難しくはないですけれど、よく手順を見ていてくださいねー」

　ガイドである牧場の人が説明してきてくれる。

　乳搾り自体は、やったことがないということもあって楽しそうだった。

　東京にいてはなかなか経験できることじゃないし、搾り終わった後に自分たちが搾しぼった牛乳を飲めるというのも面白い。

　ただここでも当然のごとく『メモリアルミッション』が設定されているのであって……

『楽しい北海道修学旅行のしおり』に目を落とす。




『二人で搾さく乳にゆうをしながら（初めての共同作業）、彼氏は彼女に〝どうかこれから毎朝、自分がいれるミルクを飲んでほしい〟と告げること（ポイント＋10）』




「……」

　……いや、神楽かぐら坂ざか先輩、大丈夫ですかね……？（主に頭が）

　突っこみどころが多すぎて逆に心配になる内容。

　さすがにここに至るまで様々なヴァリエーションあふれるハー●クインミッションを考え過ぎたせいで、頭がショートしたのではないのかとかそういうことを疑ってしまう。

　限りなく不安になる内容なのだけれど、『メモリアルミッション』として設定されている以上はやるしかない。

　牛を挟んで明日あす夏かと向かい合って、互いに目配せを交わす。

「それじゃあ……搾ろうか？」

「はいっ」

　そううなずき合って、乳搾り体験が始まった。

　搾り方そのものは、ガイドさんも言っていた通り難しいものではなかった。握る場所に気を付けながら、力の入れ具合をうまくコントロールして牛の乳を揉もみしだいていく。

「ええと、ここをこうやって……」

「ふふ、楽しいですね。夏のキャンプでもやりましたけど、こうして澤さわ村むらさんといっしょにお乳を搾っていると、本当に共同作業みたいです」

　明日あす夏かがにっこりと顔を傾ける。

「うん、キャンプの時は見てるだけだったけど、やってみると意外と楽しいっていうか……」

「澤さわ村むらさん、すごくお上手です。滑らかで淀よどみのない手付きで……まるで日頃からお乳を搾り慣れているみたいです」

「え、そ、そうなのかな……？」

　自分ではよく分からない。

　ただ当然だけれど、常日頃からお乳を搾り慣れているわけではこれっぽっちもありません。

「ふふ、澤さわ村むらさん、マッサージも上手でしたし、きっとこういう手先を使う作業が得意なんだと思います♪」

　穏やかに微ほほ笑えみながらそう言ってきてくれる。

　ピンポイント的な特技だけど、これまで特技と言えば耳を動かせることくらいしかなかったため、褒められて悪い気はしない。というかけっこう嬉うれしい。

　釣りで使う浮遊具みたいにウキウキ気分になりながら、搾さく乳にゆう作業を進めていく。

　周りでは、花はな村むらさんたちや冬ふゆ姫きたちもワイワイと声を上げていた。

「おっ、出るね出るねっ！　いいぞー、どんどん放出してあたしの豊乳のための養分となるんだっ！」

「なあなあ、これって手から直接成分が吸収できたりしないんかな？　待ちきれないってかさ……！」

「慌てることはないよ。後でたっぷり新鮮な牛乳を摂取すればいいさ」

「そうしたら私たちも、きっと乃の木ぎ坂ざかさんや朝あさ倉くらさんみたいに……（真剣）」

「あははー、やっぱり搾さく乳にゆうは面白いかもー。何だかゲームみたいっていうかー」

「これが牛の乳の触り心地ですかな。ふむふむ、初めての感触ですな（もみもみ）」

「なるほどこれはなかなか……もしかしたら、人間のものとも共通する部分があるのかもしれません。これは研究せねば……（もみもみもみ）」

「いつか本物の人間の乳に触れるその日のために経験を積んでやるぜ……！（もみもみもみもみ）」

　みんなそれぞれ魅惑の乳搾り体験に夢中のようだ。

　だけど……楽しんでばかりもいられない。

　俺にはまだ『メモリアルミッション』のクライマックス部分が、あの台詞せりふを言わなければいけないという任務が残っていた。

　素面しらふで考えたとはとても思えない珍妙なフレーズ。

　これがまだ味み噌そ汁しるとかだったら、プロポーズとかそういうものにも昇華できる可能性があるのだけれど（それもそれで問題ですが）、何せ今回はミルクである。それを毎朝飲んでくれといってもただのはた迷惑な牛乳好きでしかない。というか意味が分からない。

　とはいえこれをやらなければ……『メモリアルミッション』は達成にならない。

　意を決して、俺は口を開いた。

「あ、あのさ、明日あす夏か……」

「はい？」

「え、ええと……」

「？」

　目をぱちぱちとさせる明日あす夏かを前にグッとお腹なかに力を入れて、




「──〝どうかこれから毎朝、俺がいれるミルクを飲んでほしい〟──」




　そう口にした、その時だった。

　……きっとテンパりすぎて、全身に力が入りすぎていたんでしょうね。

　思わず乳を握っていた手にもムダな力が入ってしまい、強く搾りすぎてしまった。次の瞬間、牛が「ンモオッ♪」とどこかの環境問題のようにセクシーに鳴いたかと思うと、それまで以上の勢いでミルクを放出した。

　ピュッ……！

「きゃっ……」

　ほとばしる白い飛ひ沫まつ。

　それはスローモーションのようにゆっくりと宙を舞って。

　そのまま弧を描いて……明日あす夏かの顔に着弾した。

「あ、ご、ごめん、明日あす夏か……！」

　一瞬何が起きたか分からなかったものの、すぐに我に返って慌てて明日あす夏かに謝る。

「い、いえ、大丈夫ですから」

「で、でも……」

　明日あす夏かの端正な顔が、俺が飛ばしてしまった『モーモーミルク』のせいでミルクまみれになってしまっている。

　その光景は、何ていうか、非常に艶なまめかしいものであって……

　それを見た冬ふゆ姫きが、こんな余計な一言を口にした。

「あー、なんかこんなシーン、見たことあるー。何だっけ……あ、あれだー！　前に善よし人とが〝夏コミ〟の通販で買ってた『さく☆にゅう～SUCK YOU～』っていう同人誌のエロエロシーンでー！」

「ふ、冬ふゆ姫きさん……!?」

　何でそれを知って……い、いや、あれは中学生の時に思春期という名の荒波に負けてつい購入ボタンをクリックしてしまっただけのもので別にそういう性癖は……ってそれは今はどうでもよくですね……！

　さらには明日あす夏かも、

「澤さわ村むらさんの（搾り出した）ミルクをかけられてしまいました……」

「い、言い方……！」

「えへへ……」

　どうしてかまんざらでもないような表情で明日あす夏かが笑う。

　……あー、もう、何が何だか分かりません……

　とりあえずそんなグダグダな感じで、乳搾り体験は終わったのだった。








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: 125]（秘密レベルＣ）

『モーモーミルク』は今日初めて知ったらしい。

・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: 126]（秘密レベルＢ）

『モーモーミルク』の直撃を受けてもなぜかまんざらでもないようだ。
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「はー、乳搾り体験、やばいくらいに楽しかったねっ！」

　花はな村むらさんがつやつやとした顔でそう満面の笑みを見せる。

「『モーモーミルク』の聖地はじっくり見学できたし、自分たちで搾れた『モーモーミルク』は飲めたしで、もう大の満の足だよっ！　澤さわ村むらっちも明日あす夏かっちの顔に立派にミルクを顔がん射しやしてたしねっ！」

「……うう、すみません……」

「さ、澤さわ村むらさん……私はぜんぜん気にしてませんから」

　明日あす夏かはそう言ってきてくれるものの、申し訳なさで引きこもりの貝のようになってしまう。

　というか花はな村むらさん、顔がん射しやとか言うのはマジでやめてください……

　と、若干駐車場でドアパンチをくらったマイカーのようにヘコんだ心地ではあるものの……これで今日の帯広観光は全て終了だった。

　色々と細かいアクシデントはあったり最後の顔しゃ──もといモーモーミルク飛散事件はあったけれど、明日あす夏かとのかけがえのない時間を過ごすことができたし、『メモリアルミッション』は何とか全部こなすことはできたし、全体から見れば及第点だと言っていいんじゃないかと思う。

　とすると後は……

「スペシャルイベント……だけかな」

『メモリアルポイント』を貯ためることによって発生させることができるという、明日あす夏か考案の特典イベント。

　それがきっとこの修学旅行のフィナーレを飾ってくれるはずだ。

「それじゃあ、『メモリアルポイント』がどれだけ貯たまったか、数えてみようか？」

「あ、そうですね。ふふ、もしかしたら１２０ポイントくらい貯たまっていたりして……♪」

　待ちきれない様子で笑う明日あす夏かとうなずき合って、この三日間でゲットした『メモリアルポイント』を足していく。

　だけどここで……思いも寄らぬ事態が俺たちを待っていたのだった。







「え……」

「こ、これって……」

　加算された今日までの『メモリアルポイント』。

　それはどう計算しても、90点にしかならなかった。

「え、な、何で……？」

　予想もしていなかったのか、明日あす夏かも困惑した表情になる。

　手ずから『楽しい北海道修学旅行のしおり』を作るまでして念入りに準備をしていた明日あす夏かのことだから、きっと『メモリアルミッション』を全部やりきることができれば１００点に達するようにしていたはずだ。それがどうして……

「……！」

　と、そこで気付く。

　そうだ……やりきることができていない。

　確かに札さつ幌ぽろ、帯広では書かれていた『メモリアルミッション』は全部やり切った。

　お姫様抱っこをして、バックハグをして、顎クイ壁ドン手て繫つなぎをした。

　だけど小お樽たるはどうだ。昨日俺が倒れて夜まで戻ってこられなかったせいで……小お樽たるのオルゴール堂やその他の場所でのミッションをこなすことができていなかった。

　ハッとした心地になって明日あす夏かの顔を見る。

「あ、あはは……しょ、しょうがないよ、こういうこともあるっていうか……きっと巡り合わせとタイミングが悪かったんだと思う。だから残念だけど、スペシャルイベントはまた別の機会にかな～……」

　少しだけ力ない感じでそう言う。

　だけど。

「そんな、だってこれは……」

　だって俺は知っている。

　内容こそ分からないものの……明日あす夏かがどれだけ、このスペシャルイベントを楽しみにしていたのかを。

　しかもこれは本来だったら達成できていたはずのポイントだ。俺が小お樽たるで無双の運動神経（悪い意味で）を発揮して無様に昏こん倒とうしてしまうことがなければ……オルゴール堂かあるいは他の場所での『メモリアルミッション』を達成できていて、１００点に達していたはずだった。

　それなのに……

「だったらこの際、90ポイントでもスペシャルイベントを発生させて……」

　だけどその言葉に明日あす夏かは首を横に振る。

「……それはダメだよ～。こういうのはちゃんと目標を決めて、それを努力してきちんと達成した上で臨むから、きらきらと光り輝くものになるんだと思う……」

「明日あす夏か……」

　真面目な明日あす夏かがそう言うことは分かっていた。

　明日あす夏かは『メモリアルポイント』を本当に大事にしていて、真剣に考えていて、だからこそどんな事情であれそれが成し遂げられなかったのならご褒ほう美びであるスペシャルイベントはナシになるわけで……

「あ、あはは、今回はちょっと運が悪かったのかな……今度こういうスペシャルなイベントをやる時は、ちゃんとうまくいくようにマホちゃんみたいにがんばらないとね」

「……」

　そう静かに笑う明日あす夏かに、俺は何も言うことができなかった。








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: 127]（秘密レベルＡ）

『メモリアルポイント』が足りなければスペシャルイベントは発生させない決意をしている。
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　ホテルに戻ってからも、明日あす夏かはどこか元気がないように見えた。

　や、もちろん明日あす夏かはこの上なく優しくて気遣いしいだから、変に気に病むことがないように俺の前ではことさらに明るく笑顔で接してくれるんだけど、どうしたってその笑みの奥に僅かな陰りを見付けてしまう。

「……」

　このままで終わっていいのか……？

　いや、いいはずがない。

　青春のクライマックスでメモリアルで二度とはない明日あす夏かとの修学旅行のフィナーレを、こんな不本意な形で幕を下ろすことが正解のはずがない。

　だったら俺にできることは……

「……」

　実は……一つだけ手はあった。

　現状を打開する、奥の手的な方法。

　そっと『楽しい北海道修学旅行のしおり』を手に取る。

　そこには、明日あす夏かのものには書かれていない……『エクストラミッション』の文字があった。

『エクストラミッション』。

　その脇には、こんな神楽かぐら坂ざか先輩からの注意書きが書かれていた。




『さて、澤さわ村むら。君たちのこの修学旅行が楽しいものとなることを願って〝メモリアルミッション〟を設定するのを手伝ったわけだけれど……予定なんていうものは水物だ。不慮の事態が発生して、思うようにポイントを獲得し切れない場合もあるだろう。そんな時のためにこの〝エクストラミッション〟を用意しておく。うまくこれを利用して悔いのない修学旅行を過ごしてくれることを願っているよ』




　そんな内容。

　要するにこれは……俺が何か失敗をすることを見越した、神楽かぐら坂ざか先輩の救済策なのだった。

　予定外のアクシデントがあって１００ポイントを達成できなかった場合に、エクストラとして提示されたミッションをクリアすれば追加の『メモリアルポイント』がゲットできるというシステム。

　今の俺にとっては……何よりもありがたい代物だった。

「ありがとうございます、神楽かぐら坂ざか先輩……」

　そっとそうつぶやく。

　正直この修学旅行で神楽かぐら坂ざか先輩に対する評価がほとんど『夢とロマンに満ちあふれたちょっとアレなハー●クインの人』という認識になりかけていたけれど、これのおかげで本来は気遣いができて頼りになる憧れの先輩だということを思い出すことができました。

「……」

　ともかく、やるべきことは決まった。

　だとしたら、あとはそれを実行に移すだけだ。

　グッと手に力を入れて、『エクストラミッション』の内容に目を移す。




『彼女に対するその時の素直な想おもいを、王子様のごとき素敵な手段で相手に伝えよう（ポイント＋20）』




　これまでのロマンス風味を踏襲しつつも、指示が抽象的で難易度的には高いと思われるミッション。

　だけど何も問題なんてなかった。

　明日あす夏かに対する素直な想おもいなんて、バンドウイルカの息継ぎほども悩む間もなく決まっている。

　だったら残る問題は、それをどうやって王子様のごとき素敵な手段で明日あす夏かに伝えるかなわけだけれど……

「あれしか……ない」

　それについては、考えがあった。

　というよりも、これ一択だと思った。

　奇くしくも……それに対する答えは、明日あす夏かと俺の身近なところにあったんですよね。




　　　　♪




「あれ？　澤さわ村むらさんは……？」

「澤さわ村むらっち？　ん、そういえばさっきからずっと見てないねっ。部屋にもいないみたいだし、ご飯にも来なかったみたいだしっ」

「え、そうなんですか？」

「うん、木き村むらっちたちが言ってた。鳥とりっちたちは見てないっ？」

「え、さ、澤さわ村むらっち？　う、うちは見てないかな」

「うーん、私も見ていないな。ホテルに着いた時に見たのが最後かもしれない」

「あ、私、見ましたよ」

「え、ほ、本当ですか、美み月づきさん……？」

「ええ。ホテルの人たちからスコップとライトを借りて外に出て行ったみたいでしたけど……」

「スコップとライト……？　それに、外に、ですか……？」

「はい。一時間くらい前だったと思います。裏庭に行ったみたいですよ」

「何だろねっ？　カマクラでも作りにいったのかなっ」

「そうなんですね……分かりました。ちょっと見に行ってみることにします」

「そっかっ。がんばってね、明日あす夏かっち」

「はい、失礼します」




　　　　♪




「ふう……だいぶできたかな」

　雪の降り積もった地面の様子を確認しながら、額から流れ落ちてきた汗を拭う。

　さすがに十一月の帯広だけあって外の空気は冷たいとはいえ、身体からだを動かしているとやはり暑い。首に巻いていたマフラーをひとまず外した。

「あとは全体を整えて、ちゃんと読めるようになってるかを確認して……」

　やること自体は単純だった。

　とにかく腕を、身体からだを動かして、今の俺の素直な想おもいを形にするだけ。

　難しくも何ともない。

　ただ、ひたすらに体力と根気が必要とされるだけだった。

「ここはこうして……ん、いい感じかな」

　だんだんと形が整っていくのが分かる。

　それは決して洗練されたものではなかったけど……だけど気持ちだけはこれ以上ないってくらいに入っているはずだ。

　そのまま作業を続けること一時間ほど。

　そして──

「できた……！」

　目の前には、当初に考えた通りの光景が広がっていた。

　うん、我ながら、それなりの出来映えだと思う。

　後は明日あす夏かを呼んできて、これを見てもらうだけで……

「せんせー……！」

「え？」

　と、そこで聞き慣れた声が響いた。

　見るとホテルの出入り口のところに……ストールを羽織った明日あす夏かの姿があった。

「明日あす夏か。ちょうどよかった、今から呼びに行こうと思ってたところで……」

「呼びにって……な、何してたの？　ホテルに来てからろくに部屋にも戻らないでどっかに行っちゃったまま、ご飯も食べてないって聞いたよ……？」

「あ、うん。ちょっと『エクストラミッション』をやってて……」

　その言葉に、明日あす夏かが怪け訝げんな表情になる。

「『エクストラミッション』……？」

「うん、そう。スペシャルイベントを発生させるために、『メモリアルポイント』を加点するための神楽かぐら坂ざか先輩の救済措置っていうか……」

「……？」

　まだ意味が分からないという顔の明日あす夏か。

　ここはもう、案ずるより産むが易しだ。

　俺は明日あす夏かにその場に立ったままでいてもらうと。

　手の持っていたホテルから借りてきた大きめのライトで、その視線の先にある雪が積もった地面を照らした。

　するとそこに浮かび上がってきたのは……

「あ……」

　明日あす夏かが小さく声を上げて口元に手を当てる。

　そこにあったのは、さっきまで雪と格闘して何とか作ることに成功したとあるもの。

『エクストラミッション』の問いかけの答えとなるべき言葉。




『あすか、だいすきだ……！』




　それが俺の明日あす夏かに対する……素直な想おもいだった。

「雪の上に書かれた文字……こ、これって……もしかして、マホちゃんの北海道編でハルくんがマホちゃんにやった……？　せ、せんせー……嬉うれしいけど……ど、どうしてこんなことを……？」

　どこか困惑したような表情で明日あす夏かがこっちを見る。

「うん、実は俺の『楽しい北海道修学旅行のしおり』には、明日あす夏かのには書かれてない部分があったんだ」

「書かれていない……？」

「そう、『エクストラミッション』って言って……」

　持ってきていたしおりを見せながら、事情を説明する。

　それを聞いた明日あす夏かは、窓からロンギヌスの槍やりが突っこまれたみたいな顔になった。

「そ、そんなのがあったの……？　じゃ、じゃあ、せんせーはスペシャルイベントのために、こんな寒い中で一人でこんなことをしてくれたってこと……？　……ってせんせー！　手が真っ赤だよ……！　ち、血も出てる……！」

「え？　あ、ホントだ」

　作業に夢中でぜんぜん気付かなかった。

「は、早く手当てしないと……！」

「大丈夫、大したことないって。これくらい洗って絆ばん創そう膏こうでも貼っておけば平気──」

　俺の言葉は最後まで続けられなかった。

　ギュ……ッ……

　温かな日だまりのような明日あす夏かの両手が、俺の赤くなった手を包みこんでいた。

「……せんせーは……ば、ばかだよ……っ……」

「え……？」

「……こ、こんなになってまで『エクストラミッション』を達成しようとして……わ、わたしはたとえスペシャルイベントができなくても、せんせーとめもりあるが作れればそれでよかったのに……」

　ぎゅっと包みこんだ手に力を込めて、明日あす夏かがそう声を上げてくる。

「うん。でもやっぱりここまできたらスペシャルイベントがどんなものなのか知りたいと思ったし。それに……」

「……？」

「……あー、ええと何ていうか……俺が、明日あす夏かといっしょにスペシャルイベントを楽しみたかったんだ」

「あ……」

　その言葉に、明日あす夏かが目を瞬しばたたかせる。

「ほら、せっかくの二度とない修学旅行だし、メモリアルだし……その、やっぱり楽しい時間のフィナーレは大好きな相手と……明日あす夏かといっしょに過ごしたかったっていうか……」

　少しばかり気恥ずかしいけど、それは紛まがうことなき俺の心からの本心だ。

「……」

　俺の顔に視線を預けたまま、明日あす夏かは言葉を発しない。

　う、ちょっと台詞せりふがストレートすぎたかな……

　そこはかとなく据わりの悪い心地になっていると、だけどすぐに明日あす夏かは包みこんだ手を自分の額に当てて、祈るようにこう言った。

「せんせー……も、もう……な、何でせんせーはいっつもそうやって、一番わたしが欲しかった言葉をくれるの……？　白はく鳳ほう祭のクイズ大会の時も……お姉ちゃんが帰ってきた時も……箱根でお父さんお母さんが乗り込んできた時も……それに、今も……」

　明日あす夏かは泣いていた。

　顔をうつむかせたまま、喉の奥から震える声を漏らしていた、

「明日あす夏か……」

　真っ白に静まり返った裏庭に、明日あす夏かのすすり上げる声だけが小さく響く。

　そのままどれくらいそうしていただろう。

「……ありがとう、せんせー」

　手を握ったまま顔を上げて、明日あす夏かは言った。

「せんせーはこんなになってまで『エクストラミッション』をやって『メモリアルポイント』を１００ポイント貯ためてくれた……嬉うれしい想おもいを伝えてくれた……だから……」

　そう言うと、明日あす夏かは真まっ直すぐに俺の目を見上げた。

　そして握った手に力を込めると、こう口にしたのだった。




「せんせー、わたしといっしょに……スペシャルイベントを過ごしてください……！」




　透明で曇りのない明日あす夏かの言葉。

　それに対する俺の返事なんて、クロアシネコ（世界最小の猫。かわいい）が西を向けばヒゲが北と南を向くという自然の摂理よりも決まりきっていた。

「もちろん……！」








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: 128]（秘密レベルＳ）

　俺といっしょに……スペシャルイベントを過ごしてくれることになった。
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『消灯時間が過ぎて一時間した後に、ホテルの非常階段前で待ち合わせで』

　それが別わかれ際ぎわに明日あす夏かに言われたことだった。

　待ち合わせた後に行きたいところがあるということで、外に出られる格好をしてきてほしいとのことだった。

　部屋に戻った後に、三Ｋたちに気付かれないように注意しながらこっそりと準備を進める。

　あらかじめ厚めの肌着を着ておき、枕元のカバンにはカイロや手袋などを詰めておいたりなどなど。

　そんなことをやっている内に、あっという間に時間は過ぎていき。

　やがて消灯時間になる。

「それでは寝ますかな」

「ええ、おやすみなさい」

「いい推しキャラの夢見るぜ！」

　そう言いつつも最初の頃は同室の三Ｋたちはしばらく毛布を被かぶったまま『マホちゃんＧＯウォーク』をやっていたようだったけれど、普段はインドアの極みなのに歩き回った昼間の疲れがすぐにやって来たのか、すぐに「明日は禁断の絶対領域に挑戦しなければなりませぬ……」とか「ううん、黒ストッキング……」とか「酒池肉林だぜ……」とかのアレな寝言を口走り始めた。

「……」

　そろそろ、かな……

　消灯時間から五十分ほどが経たったのを確認して、ベッドから起き上がる。

　用意しておいた荷物を手に取って、そのまま三Ｋたちに気付かれないようにしてそっと部屋を抜け出す。三人ともいびきをかいたままピクリとも反応せず、起きる気配はこれっぽっちもなかった。

　足音を殺しながら廊下を移動して、待ち合わせ場所へと向かう。

　途中で見回りの天あま宮みや先生と鉢合わせしそうになって焦あせったけど、イカの鳴なき真ま似ねをして危うく難を逃れることができた。天あま宮みや先生は「何だ、通りすがりのイカか……」とつぶやいていた。いや自分でやっておいてあれなんですけど、そのコメントは大丈夫ですかね……

　そして何とか非常階段前まで辿たどり着つき……

「せんせー」

「明日あす夏か。ごめん、ちょっと遅くなった」

「ううん、ぜんぜんだいじょうぶだよ。それより来てくれてありがとー」

　顔を傾けてにっこりと笑う。

「それで、どこに行くの？」

「あ、うん。えっとね、ひとまずこのまま非常階段から一階まで降りて、裏口から出ようと思ってるんだけど……」

「？」

「ごめんね、もしかしたら後で怒られるかもしれないっていうか、勝手に外出禁止っていう禁止事項を破ることになっちゃうんだけど……」

　申し訳なさそうにそう言ってくる。

　消灯時間後の部屋抜け出しだし、宿からの無断外出だし、それも男女の組み合わせだし、それはそうかもしれない。

　見付かったらライトニングプラズマ級の雷を落とされるのは確実だろう。

　だけど今さらそんなことで、俺の心が変わるわけもなかった。

「ん、それならぜんぜん平気だって。もともとそんな優等生ってわけでもないし、怒られるのには慣れてるっていうか」

「せんせー……」

「それにたとえこれが校則違反だとしても、そんな単純な校則とかルール以上に大事なことってあると思う。俺にとっては、このスペシャルイベントがそうだから」

　だいたい校則違反うんぬんを言うのならば、才色兼備で成績優秀、先生からの信頼も厚い『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』である明日あす夏かの方がよっぽど気にしなければいけない事案のはずだ。その明日あす夏かが万難を排してでも行こうと言ってくれるのなら、俺がそれに従わない理由なんてクロアシネコ（世界最小の猫）のツメ先ほどもあるはずがなかった。

「ん、分かった。ありがとー……せんせー」

　二人でうなずき合って、非常階段の扉を開ける。

　階段を一階まで降りて、そのまま周囲に注意しながら裏口へと向かう廊下を走っていく。

　そこを過ぎれば裏口が見えてくる、曲がり角を折れたその時だった。

　ドン……！

「……っ……」

　曲がったすぐ先で、だれかにぶつかった。

　マズい。こんな時間にこんなところを徘はい徊かいしてるなんて、ホテルの従業員かあるいは運が悪ければ見回りの先生かと思いきや……

「善よし人とー？　乃の木ぎ坂ざかさんー？」

「え……？」

　聞き慣れたよく通るアニメライクな声。

　そこにいたのは就寝準備を済ませていたのか髪を下ろした状態の幼なじみ……冬ふゆ姫きだった。

「冬ふゆ姫き……どうしてここに？」

「え、私はそのー……乃の木ぎ坂ざかさんが部屋を出て行くのが見えたから、どうしたのかと思ってー……」

「そうなんだ……」

「す、すみません……」

「あー、うん、それはいいんだけど、二人ともこれから──」

　何かを口にしかけた、その時だった。

「そこ、だれかいるのか？」

「！」

　廊下の向こうからそんな声が聞こえた。

　薄暗くなっていてよくは見えないけど……あの特徴的なビルドアップしたゴリラみたいなシルエットはたぶん、学年主任の剛ごう田だ先生だ。

「う、まずい……！」

　ここで捕まってしまったら、怒られるのは当然として、スペシャルイベントを実行することができなくなってしまう。せっかくあと少しでホテルから出られるのに……

　すると冬ふゆ姫きが、

「ここは私に任せてー！」

　俺たちの姿を背中に隠すように前に出てそう言った。

「え？」

「二人で抜け出してどっかに行きたいんでしょー？　だったらここはこの冬ふゆ姫きちゃんに任せとけってー！　うまく誤魔化しとくからさー」

「だ、だけど……」

「それでは朝あさ倉くらさんが……」

「いいのいいのー。ちょっと廊下を出歩いてたくらいだったら大したことは言われないってー。……ま、それにいざとなったらちょーっと裏から手を回せばいいしねー」

「冬ふゆ姫き……」

　裏からの詳細は何となく怖いので聞きません。

「そういうわけだから行った行ったー。夜は短いんだから、早く行かないと帰ってこられないぞー？」

「……分かった。ここは任せた、冬ふゆ姫き」

「ありがとうございます、朝あさ倉くらさん」

「うんうん、戦艦大和に乗ったつもりで行ってきなってー」

　いやそれ出航から僅か一日ほどで撃沈された船なんですが……なんて突っこむのは野暮ですね。

　心の中で冬ふゆ姫きにお礼を言って、明日あす夏かとともに裏口へと向かって走り出す。

　そんな俺たちの後ろで、冬ふゆ姫きが両手を腰に当てながらこうつぶやいていたのだった。

「ま、私も昨日はちょっと抜け駆けしちゃったしねー。でもこれで貸し借りはなしだよー、乃の木ぎ坂ざかさんー」
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　校則を破ってでも、スペシャルイベントを達成したい。
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　明日あす夏かが向かったのは、ホテルから十五分ほど歩いたところにある、見晴らしのいい高台だった。

「ここが……？」

「うん、今回のスペシャルイベントの舞台だよ」

　明日あす夏かがうなずいて、その場で夜空を見上げる。

「うわ、星がきれいだね～♪」

　その視線の先には、こぼれ落ちそうなほどの星々が輝いていた。東京のものとも、キャンプで見た時のものとも、プラネタリウムのものともまた違う、透明な光の奔流。手を伸ばせば届いて摑つかめそうだ。街の灯あかりが少ないことにくわえて、空気が冷えていて澄んでいるということも影響しているのかもしれない。

「さ、それじゃあしばらくの間ここで待機だよ」

「そうなの？　え、さすがにそれは厳しいんじゃ……」

　まだ十一月とはいってもここは北海道であり帯広である。五分や十分くらいならまだしも、あまり長時間このままここにいるのは少しばかりきついような気がした。

「へへ、それは大丈夫。色々用意してきたっていうか、ほら、前にキャンプの時に使った備品とかがけっこう流用できるんだよ」

　そう言いながら、背負っていたリュックから取り出したレジャーシートを地面に敷く。

　さらに上に羽織るストールやマフラー、毛布なども用意してきているようだった。

「どうどう？　これなら何時間だっていられそうでしょ？」

　確かに準備は万全だった。

　何時間……は大げさにしても、一時間くらいなら余裕で耐えられそうだ。

　ただ……

「でもまだちょっと寒くないか？　俺もカイロとかを持ってきたから、それを使って……」

「……」

「明日あす夏か？」

「ん～、それもいいかもだけど……」

「？」

「……えいっ♪」

　キュッ……

「！」

　板ばん鰓さい亜あ鋼こうに属する軟骨魚類の中の鰓さい裂れつが身体からだの下面に開く種類みたいな声とともに、明日あす夏かが俺と向き合うようにしてヒザの上に乗っかってきた。

「あ、明日あす夏か、何を!?」

「何って、『マジカル☆バーニングストーブ』だよ♪　ほら、せっかく練習したんだから、実践しないともったいないじゃん」

「そ、それはそうだけど……」

　まさか本当にやることになるとは思っていなかったといいますか。

　とはいえ実際、温かいんですよね、この『マジカル☆バーニングストーブ』……

「ふふ～、これで二人して毛布でくるまれば防寒はばっちりだよ。あ、ポットに入れてコーンスープも持ってきたから、飲も？」

　俺の胸元でごそごそとリュックからかわいらしい向日葵ひまわり柄のポットを取り出して、美味おいしそうな湯気を浮かべるコーンスープが入ったカップを差し出してくる。

　体勢（『マジカル☆バーニングストーブ』）はともあれ、寒かったのでありがたくいただくことにした。

「ふう、あったかい……」

「でしょ？　やっぱり冬といえば『マジカル☆バーニングストーブ』とコーンスープだよね～」

　いつの間にか『マジカル☆バーニングストーブ』が冬の代名詞みたいになっていました。

　ともあれ、『マジカル☆バーニングストーブ』とコーンスープのコンボは快適だった。

　身体からだが芯からどこぞの弁当屋のごとくほっかほっかしてきて、少し暑いくらいである。

　しばらくの間、火ほ照てる身体からだでコーンスープをすすっていて。

「で……そろそろスペシャルイベントの内容を教えてもらっていいかな？」

「ん？　知りたい？　知りたい？　尾長鯛たい？」

　明日あす夏かが胸の中から子どもみたいな顔で見上げてくる。

「うん、知りたい。星を見に来た……とかじゃないよね」

　それだったらキャンプやプラネタリウムでもやっているし、ここでなくてもよかったはずだ。

「そっかそっか～。まあこれ以上引っ張っても野暮だしね～。じゃあ正解発表しちゃおっかな～。えっと実はね……」

「……」

　明日あす夏かは「ふっふっふ～」と笑うと、




「オーロラを見に来たんだよ～！」




　宝物を見せるように声を弾ませて、そう言った。

「オーロラ？」

「うん、そう」

　って、某森のスマホゲームに出てくるペンギンのキャラクター……ではなくて、あの北欧とか北ほつ極きよくとかで有名なやつですよね？　え、そんなものが見られるんですか……？

　その疑問に、

「うん。場所と時期と条件が重なれば、北海道なら十分に見られる可能性はあるらしいよ。気温とかもそっちの方とあんまり変わらないみたいだし」

「そうなんだ……」

　ぜんぜん知らなかった。

　てっきり日本では見られないコアラみたいなものかと思っていました。

「とはいっても帯広で見られる確率はけっこう低いらしくて、東京で十一月に初雪が見られるくらいだって話かな」

「え、それかなり低くない？」

　確か五十年に一回とか、そういうレベルのはずだ。

「ま、そうなんだよね～。本当はもっと北に行ったところにある陸別町がオーロラの町として知られてるんだけど……さすがにここからだと少し遠すぎるっていうか」

「どれくらいあるの？」

「うん、だいたい百キロくらいかな」

「それは……」

　確かに歩いて行ける距離じゃありません。いや行けるかもしれないけれど、軽く丸一日以上はかかってしまう。

「でもね……この街でも、帯広でも、オーロラを見た人がいるんだよ」

　そっと空を見上げて明日あす夏かが言った。

「ここで？」

「そう。それも何の気なしに空を見上げたら、そこにオーロラがあったんだって。すごいよね、オーロラがそんなスナック感覚で見られるなんて」

「それは、まあ……」

　うろこ雲とかゲリラ豪雨とかじゃないんだから……とは思います。

　とはいえ何十年の一回とかそういうレア度のものをそんな簡単に見ることができたのは純粋にすごい。いったいだれが……

「……まあ、それってお母さんとお姉ちゃんなんだけどね」

「え？」

　ぽつりと、つぶやくように明日あす夏かが言った。

「お母さんもお姉ちゃんも、同じ白はく城じよう学園の出身だからさ。やっぱり修学旅行も北海道だったんだって。それで帯広に来た時に、オーロラを見たらしいんだ。二人とも笑顔でその話をしてくれて、その時からずっと、わたしも見たいって思ってたの」

「……」

「だけど……」

　そこで明日あす夏かの声のトーンが僅かに落ちた。

「だけどわたしには……自信がなかった」

「自信……？」

「お母さんとかお姉ちゃんはそういうのを絶対に外さないっていうか……もう一回帯広に来ても、やっぱりオーロラを見られると思うんだよね。何ていうか、あの二人はそれを望めば、当たり前みたいに全部何でも叶かなうみたいなところがあるって言ったらいいのかな……」

　その言葉には納得がいった。

　よく分からないけど……お母様や未み来らいさんにはそういうところがある。オーロラしかり、そういった万に一つの可能性を何ともない風にすうっと引き寄せてしまうような、そんな何かを持っているような気がするのだ。

　それはもうほとんど天賦の域というか、そういうものなんだと思う。

「でも……わたしは、お母さんとお姉ちゃんみたいに、オーロラが見られるとは思えなかった」

　明日あす夏かが言った。

「ほら、だってわたしは劣等生だから……。お姉ちゃんみたいに、お母さんみたいになりたいと思ってるけど、どうしてもなれなくて……他の全てを投げ捨てて、死ぬほどがんばって、それでやっと背中が見えるだけの、落ちこぼれだったから……」

「明日あす夏か……」

　お母様や未み来らいさんと違って……明日あす夏かは決して万能の天才じゃない。

　それは一般庶民のサンプルであるような俺からしてみれば雲の上レベルだけれど、それでも未来さんたちはそんなものを遥はるかに超越した天上のレベルなのだ。

　だから明日あす夏かが成績優秀なのも、文武両道なのも、ピアノの腕がプロ級なのも、そして〝アキバ系〟にここまで精通するようになったのも……全部本人の絶大なる努力の結晶だっていうことは、この半年以上明日あす夏かのことを身近で見ていた俺が一番よく知っている。

「あ、でもでも、勘違いしないで。わたしがここにせんせーといっしょに来たかったのは、そんなネガティブな気持ちからじゃないから」

　ぶんぶんと顔の前で手を振って明日あす夏かがそう言った。

「そういう面がぜんぜんないとは言い切れないけど……でも、メインの理由はそうじゃない。わたしがここに来たかったのは……」

　そこですっと真剣な顔になると。

　迷いのない凜りんとした口調でこう口にした。




「──せんせーといっしょに、二人でオーロラを待ちたかったから。オーロラが本当に見られるかどうかよりも、待つ時間を共有したかったから。スペシャルイベントを心の底から楽しんで、修学旅行の最後を素敵なめもりあるで飾りたかったから。ただ……それだけなんだよ」




　そう語る明日あす夏かの表情は、晴れやかなものだった。

「せんせーといる時間が好き。せんせーと笑ってる空気が好き。せんせーと共有する全部が好き。だからいっしょにいたかったんだ」

「明日あす夏か……」

「へ、へへ～……」

　少し照れたように笑う。

「それに……せんせーといっしょなら、ほんとにオーロラが見られるような、そんな気もしたんだ」

　静かにそう口にして、明日あす夏かが空を見上げた。

「わたし一人の力じゃ無理でも……せんせーとたくさんめもりあるを積み重ねて、前よりももっともっと仲良くなれた今日の夜だったら……ハルくんとマホちゃんみたいになれた今だったら……わたしにも、ここでオーロラが見られるような気がしたの。約束の極光を……」

　遥はるか遠くを見通すように、そうつぶやく。

「へへ、根拠はないんだけどね。でもそう思わせてくれたのは……せんせーなんだよ」

「俺が……？」

「うん。せんせーはいつだって……たった一つの拠より所どころだった。お姉ちゃんの妹とも、乃の木ぎ坂ざか家の次女とも違う、一人の女の子としてわたしのことを見てくれる、わたしはわたしのままでいいんだって、そう思わせてくれる唯一の相手だった。そういう風に優しく見守ってくれるせんせーがいてくれたら……きっとわたしにだってオーロラが見られるんじゃないかって思えたし、見たいと思ったんだよ」

　きゅっと、俺の背中に回した手に力を込める明日あす夏か。

　その温ぬくもりには確かな信頼が感じられるのであって……

「……」

　明日あす夏かは……変わった。

　初めて出会った半年以上前と比べて、確実に目をみはるくらいに成長している。少し前だったらきっと、お母様や未来さんと同じにできない自分を、理想としている目標に届かない自分を卑下して、素であるちょっとネガティブでデンジャラスな第三のモードになって「オーロラなんて爆散して隕いん石せきになって地表に降り注いじゃえばいいのに……」とか口走っていただろう。

　だけど今は違う。

　自分が未み来らいさんたちとは違う存在であることを認めながらも、ちゃんと自分自身と、進むべき道と向かい合っている。

　そのことは……素直にすごいと思う。

「なんて、へへ～、なーんか感傷的なこと言っちゃったね。でも要するにさ……」

「……？」

「わたしは……せんせーといっしょにいる時間が好きなだけなんだよ。こうして二人で色んな楽しいイベントを共有して、お互いを一番近くに感じられる優しくて落ち着く時間が……」

「明日あす夏か……」

「え、えへへ、ごろごろ～♪」

　仔こ猫ねこみたいに目を細めたかと思うと、明日あす夏かが甘えるようにして頰ずりをしてくる。

　柔らかくて温かでありながら抱き心地のいい感触がまず波のようにやってきて、その後すぐ全身に明日あす夏かの存在感があますことなく濃のう醇じゆんかつしっかりと広がってくる。さらにはそれでいて後口はすっきりとした中に確かな余韻を残してくれるものであって……

　う、うーん、成長しているのは内面だけじゃないといいますか、フィジカル的な意味合いでもといいますか……

　脳内でどこぞのソムリエのような解説をしつつ、明日あす夏かの甘えたがりアタックに完全にグダグダになっていたその時だった。

「ん……？」

　なんか、辺りが明るいような感じがした。

　もともと星明かりと月明かりはそれなりのものだったんだけど、明らかにそれ以上の光量が周囲に降り注いでいる。

　これはこの寒い中に二人で二に人にん羽ば織おりをしている不審者かと思われて巡回に来た警察官に懐中電灯を当てられた……わけではないだろう。

　何かと思って顔を上げてみると──

「あ……」

　それは一瞬の煌きらめきだった。

　空を覆い尽くすように出現した、極彩色の光のカーテン。

　もしかしたらそれは何か別の現象だったのかもしれない。

　たまたま星と月の光がそういう具合に輝いていただけかもしれないし、単純に見間違えであったのかもしれない。

　だけど確かに……俺たちの目には、見えたのだ。




　──遥はるか頭上に祝福のように幕を下ろすオーロラが。




　約束の……極光が。

「せんせー……今の、見た……？」

「うん……見た……」

　顔を見合わせながら、そう言葉を交わす。

「すごいすごい！　ほんとにオーロラだったよ……！　まるで空に七色のカーテンがかかったみたいに鮮やかに光ってて……！」

「うん……！　想像以上だった……」

『マジカル☆バーニングストーブ』状態のまま、興奮の声を上げる俺たち。

　まさか本当にオーロラを見ることができるなんて想おもわなかった。
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　五十年に一度レベルの奇跡。

　それこそ『魔法少女ドジっ娘マホちゃん北海道編～極光の約束～』のマホちゃんとハルくんに比ひ肩けんするほどの……ミラクルマジックだ。

　しばしの間、二人で空を見上げたまま、いまだまぶたの裏に残る鮮烈なオーロラの余韻に浸っていた。

　静かな夜と、降り注ぐ月と星の光のシャワー。

　たぶん、たっぷり五分くらいそうしていたと思う。

　やがて明日あす夏かは何かを確信したように大きくうなずいた。

「明日あす夏か？」

「……やっぱり、せんせーは最高だよ……」

「え？」

　そう言うと、毛布から出て立ち上がる。

「せんせーはどんな時でも一番傍そばで見守っていてくれて、いっしょにいると素敵なことがどんどんどんどん起きて、まるで王子さまみたいで……せんせーとなら、何だってやれるような気がする……」

　そこまで言うと、ぎゅっと胸の前で手を握って。

「うん……今、はっきり分かったよ。わたしの中にあるこの気持ち……せんせーといっしょにいたくて、せんせーのことを考えるとどきどきするけどあったかくなって、ほわんって嬉うれしくなるこの感じが、何なのか……」

「明日あす夏か……？」

　何が分かったっていうんでしょうか？

　明日あす夏かの言っていることがいまいち理解できずに目をパチパチとさせるしかない俺に。




「へへ、でもまだ教えてあげな～い。わたしはわたしの気持ちに気付いたけど……せんせーはまだみたいだから。この気持ちには、やっぱり自分で気付いてもらいたいもんね。だからその時が来るまでは、これはわたしの……乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの〝秘密〟なんだよ♪」




　そう口にして、明日あす夏かはさっきまでのオーロラに負けないくらいの輝く笑みを浮かべたのだった。








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: 130]（秘密レベルＡ）

　冬といえば『マジカル☆バーニングストーブ』が定番のようだ。

・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: 131]（秘密レベルＳ）

　一瞬だけど、いっしょにオーロラを見ることができた。

・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: 132]（秘密レベルＳＳ）

　何かに気付いたらしいけれど、それはまだ……乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの〝秘密〟であるらしい。






　　　　７




　その後一時間ほど高台で色々とお喋しやべりをした俺たちは、しばらくしてホテルに戻った。

　時間は二十三時を回って天てつ辺ぺんまで達しようとしていたけれど、冬ふゆ姫きが裏口の鍵を開けておいてくれて、さらには先生に見付からないうように中まで誘導もしてくれた。

「おかえりー、善よし人とー、乃の木ぎ坂ざかさんー」

「うん、ただいま」

「ありがとうございます。抜け出す時だけでなく、帰りまで色々と助けていただいて……」

「いいっていいってー。これは私が好きでやったことだしさー。でも乃の木ぎ坂ざかさんー」

「はい？」

「んー、なんかいい顔してるっていうか、宝物を見付けたって表情だねー。てことはやっと自分の気持ちに気が付いたのかなー？」

「自分の気持ち……？」

「うん、そうだよー」

「あ……」

　冬ふゆ姫きのその言葉に、明日あす夏かが驚いたような表情を浮かべる。

　だけどすぐに何かを理解したように顔を上げて。

「……はいです。気が付くことができたと……思います」

　そうはっきりとうなずき返した。

「そっかそっかー、やっぱりねー。でもそれでよかったと思うよー。気付いたのが私だけだったら、それは不公平だと思うからさー」

「朝あさ倉くらさん……」

　向かい合ったまま見つめ合う二人。

　その視線には、何らかの相互理解が見て取れたわけなんですが……

「??」

　だけど俺だけが二人が何を言っているのかさっぱり欠片かけらも分からない。

　一人何がなんだか分からずに、ウスバカゲロウ型クリムゾンのようにただ戸惑ったまま立ち尽くすしかなかったのだった。








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: 133]（秘密レベルＡ）

　冬ふゆ姫きとの間に何か分かり合えるものができたみたい……？
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「は～、そんな感じだったんだ、修学旅行。うんうん、若い子らしく色々あったんだね～、青春だ～♪」

　修学旅行が終わって三日。

　乃の木ぎ坂ざか邸の一室で、マグカップ片手の美み夏かさんがそう大きくうなずいた。

「お姫様抱っこ、バックハグ、膝枕、雪に書かれた想おもい、そしてオーロラの下でのスペシャルイベント……あ～、もう、若い子はいいよね～。わたしも若かったあの頃に戻りたいよ～」

「美み夏か様～、あまり若い子若い子と連呼されるのは歳としを感じさせてしまいますよ～」

「ぐ……わ、分かってるよ、那な波なみさん」

　那な波なみさんの突っこみに美み夏かさんが渋い顔をする。

　とはいえそんなにこだわらなくても美み夏かさんの見た目はいまだに学生でも十分通用するような気がするんですが……

　ちなみに今日は修学旅行のお土産を美み夏かさんたちに渡すのと、明日あす夏かが話があるということでここにやって来ていた。明日あす夏かはピアノのレッスンが少し長引いているらしく、それを待っている間、美み夏かさんたちと話をしているのであった。

「あ、でもお土産の『モーモーミルク』、ありがとね～。わたしこれ大好きで、クール便で送られてきたのを見た時にはもう小躍りしちゃったんだから～♪」

「あ、気に入ってもらえたならよかったです」

「気に入るもなにももうベストセレクションだって。ふふ、だけどよく分かったね～、わたしが『モーモーミルク』ファンなの」

「あ、はい、それは絶対そうだと思ったので」

「え、何で？　明日あす夏かちゃんにも言ってないのに」

　美み夏かさんが不思議そうな顔になる。

「え？　や、それは……」

『モーモーミルク』に対する花はな村むらさんたちの反応を見ていれば自おのずとその結論に辿たどり着つくといいますか……

「……な～んか、その沈黙が気になるんだけど～」

「な、何でもないですよ……！」

　たぶんだけどこれは口に出さない方がいいような気がします……

　美み夏かさんはジト目でしばらくこっちを見つめた後、マグカップに口をつけてイスの背もたれに寄りかかった。

「ま、い～けどさ。それよりこの修学旅行はほんとに楽しかったみたいだね。戻ってきてから、明日あす夏かちゃんの表情がキラッキラしてるもん」

「そうですね、忘れられない修学旅行でした」

「そっかそっか～。ただ、あの浮かれっぷりはそれだけじゃないと思うんだけどな～」

「はあ……」

　そこで美み夏かさんはにやりと笑うと。

「もしかしてもしかして、不純異性交遊とかしちゃった？」

「ごぼっ……!?」

　あまりにストレートな物言いに、思わず根菜類みたいな声が出てしまいました。

「み、美み夏かさん、な、何を言って……」

「え、違うの～？　けっこういいセンいってると思ったんだけどな～」

「ち、違いますよ……！」

『マジカル☆バーニングストーブ』とかはやったけど、あれは不純異性交遊ではない……ですよね？　たぶん、きっと……

　不純異性交遊の定義についてそこはかとなく頭を悩ませていると、そこで入り口のドアがガチャリと開いた。

「ふ～、レッスンやっと終わったよ～。今回の『バラード第四番Ｏｐ．52』は難しいから先生が厳しくて……あ、せんせー、もう来てたんだ？　ごめんね、お待たせしちゃって」

　現れた明日あす夏かが顔の前で手を合わせてくる。

「……あー、うん、大丈夫。美み夏かさんたちと話をしてたから」

「え～、美み夏かおかーさん、またヘンなこととか言ったんじゃないの～？」

「え、言ってないよ～」

　言ってました。

　そのあたりについては明日あす夏かも疑念があるのか、

「ん～、どうだろ。美み夏かおかーさん、ちょっと目を離すとすぐぎりぎりアウトな言動をするからな～。ま、いいや。じゃ、せんせー、わたしの部屋に行こ」

「え～、ここでもうちょっとお話ししていけばいいじゃ～ん」

　美み夏かさんがそう言うも。

「だ～め。年頃の女の子にはおかーさんには言えない〝秘密〟があるんだよ？　って、それは冗談として、せんせーと話すことがあるんだ～。夕飯にはこっちに戻ってくるから」

　笑いながらそう言って。

「じゃせんせー、こっちこっち」

「あ、うん。それじゃあ美み夏かさん、また後で」

　ぱたぱたと歩き出した明日あす夏かに手を引かれて、美み夏かさんたちのもとを後にしたのだった。







　俺たちが去った後に。

「ん～、残念。もうちょっと青春と若さに満ちあふれたあ～んな話とかこ～んな話とか聞きたかったんだけどな～」

「だけどお二人とも仲が良さそうで何よりではありませんか～。明日あす夏か様、とっても幸せそうですよ～」

「ま、そうなんだけどね～」

「？　何か気になることでもあるんですか～？」

「ん～ん、そういうわけじゃないんだけどさ」

「??」

「や、お姉ちゃんたちにとってはある意味ゴールだった修学旅行がスタートだっていうのが今の若い子っぽいな～って思っただけ。ま、それも明日あす夏かちゃんらしいのかな～」




　　　　＊＊




　明日あす夏かの部屋は、いつものごとくきれいに片付いていた。

　暖色系でまとめられた落ち着いたインテリア、奥に置かれた天蓋付きの巨大なベッド、壁に貼られたマホちゃんがホッキョクグマ型クリムゾンと戦っているポスター。

　居心地がこの上なくよくて、いい匂いがするのも通常仕様である。

「あ、せんせー、適当にベッドとかに座ってね」

「うん、サンキュ」

　促されてベッドの端に座ると、明日あす夏かもその隣にちょこんと腰を下ろした。

　ふわりと、部屋と同じ明日あす夏かの香りが辺りを舞う。

「はー、でも修学旅行、終わっちゃったね～」

「うん、何だかあっという間だった気がする」

「ほんとそうだよね～。気付いたらもう最終日で、あれって思ったら東京に戻ってきてた感じ。光陰矢のごとしってほんとだね～」

　明日あす夏かがうんうんとうなずきながら笑う。

　とはいえ中身はこれ以上ないくらいに盛りだくさんでてんこもりだったけれど。

「あ、最終日といえば、空港では大変だったよね。ふふ、せんせーがお花摘みに行ってる間にみんな飛行機に搭乗しちゃって」

「あれは本当に終わったかと思ったよ……」

　トイレから戻ってきたらみんながいるはずの場所に空港オリジナルキャラクターのポップしか残っていなかった時の絶望といったら。

「あはは、気付いたらせんせーがどこにもいないんだもん。びっくりしちゃったよ～」

　結局明日あす夏かと冬ふゆ姫きが気付いて声を上げてくれたおかげで事なきを得たわけだけど……あれはもう二度と味わいたくない経験でした。

「だいじょうぶだいじょうぶ。これから先またこういうことがあっても、わたしはせんせーのこと絶対忘れないから。どんな時にどんなシチュエーションでどんな悲惨な方法で忘れられても、せんせーの名前を呼んでみせるよ～♪」

　そう言いながらどんと胸を叩たたく。

　いやモブの極みみたいな勢いで忘れられる前提の話を進めるのはやめてください……

「……」

　まあそれはともかくとして。

　実のところ、あの修学旅行以来、少しだけ気になっていることがある。

　気になっているというか、変わったんじゃないかって思っていることがある。

　それは何かというと……

「ふふ～、でも修学旅行も終わっちゃって、これからは年末年始に向けてイベントが盛りだくさんだよね～。クリスマスに大おお晦日みそかにお正月……せんせーとどんなめくるめく時間を過ごせるんだろ～？　ん～、どれも今からすっごい楽しみだな～♪」

　そう言いながらふわりと身体からだを寄せてくる明日あす夏か。

　その自然に空気を共有してくる様は、生後半年くらいの仔こ犬いぬが本当に心を許した相手だけに甘えて見せてくる仕草に似ていた。

　そう、変化とはこれ。

　何ていうか……あのオーロラを見た日以来、何だか明日あす夏かの雰囲気が変わったような気がするんですよね。

　いや人ひと懐なつこくて天てん真しん爛らん漫まんでイノセントな明日あす夏かはいつも通りといえばいつも通りなんだけれど、そうじゃなくて、どこか一つ一つの所作の距離が近いというか、それまで僅かとはいえあったような気がする壁がこれっぽっちもなくなったような感じがするといいますか……

「ん、どしたのせんせー？　わたしの顔に何かついてる？」

「え？　あ、いや、そういうんじゃないんだけど……」

「そなの？　あ、分かった。へへ～、ぷりてぃ明日あす夏かちゃんがあんまりにもかわいかったから見とれちゃってたんでしょ～♪」

「……」

　それはまああながち間違ってもいなかったため何と返していいか分からずに言葉に困る。

　と、明日あす夏かが俺の顔を両手でぎゅっと挟むようにしてこっちを見上げてきた。

「ちょ、ちょっとなんか言ってよせんせー……こ、こんな恥ずかしいことを言わせて放置しておくなんて、立派な羞恥プレイだってば～」

　顔を真っ赤にして照れるような恥じらうような表情でそんなことを言ってくる。

　そんな表情もまたごく近しい者だけに見せてくれるような飾り気のまるでないものであって……

　うーん、やっぱりこれまでの明日あす夏かとは何かが違うような気がする……

　や、それ自体は明日あす夏かとの信頼度が上がったような感じがして嬉うれしいことなんですが……

「……」

　というか現在の悩みはこれだけでなかったりもする。

　実は同じような現象がもう一つあった。

　それは明日あす夏かではなくて……十年来の幼なじみ。何だか冬ふゆ姫きの様子も、あの修学旅行以来そこはかとなく変化したように思える今日この頃なのである。こちらもどこがどうとは言えないんだけれど、何となく今までと距離感が違う感じがするというか何というか……

　明らかに、あの修学旅行が何らかの転換点になったような気がする。

　うーん、考えすぎなんでしょうか……

　心の中でオウム型クリムゾンのように首を捻ひねっていると。

「も、もう、いいよ～。せんせーってばこう見えてメイド服とスク水だけじゃなくて羞恥プレイも好きなんだって分かったから……。あ、それよりさ、そういえば今日せんせーに来てもらった理由なんだけど」

　話題を変えるように明日あす夏かが言った。

「そうだった。何か用事でもあったの？」

　そう尋ねると明日あす夏かはちょこんとうなずいて。

「うん。あのね……せんせーにお願いがあるんだよ」

「お願い？」

「そう。いい……かな？」

　何でしょう？

　とはいえ明日あす夏かからのお願いなら、それが実現不可能なこととかでない限り、大抵のことはよくしつけられた忠犬のように聞くつもりではある。

　なので。

「うん、大丈夫。俺にできることなら」

「わ、やった～！　だからせんせーは好き～♪」

　座ったままぴょんぴょんと両手を上げて全身で喜ぶ。

　そしてベッドの上で正座をすると……居住まいを正して、明日あす夏かはこう言ったのだった。




「せんせー……わたしね、ママになりたいの！　だからせんせーは、パパになってくれないかな……！」




「……へ？」

　何を言われているのかさっぱり分からなかった。

　ママ？　ママってあれですよね、日本語にすれば母とかお母様とかいうそういう……

　いやママになりたいってどういうこと？

　それに俺にパパになってほしいと……？

　そんなの、普通に考えれば答えは一つしかないんですが。と、というかこの状況（二人でベッドの上）でそのお願いって……

「……」

　え、ど、どう反応すれば正解なのか分からない……

　にこにこ笑顔の明日あす夏かの横で千々に乱れた心でオロオロ困惑顔になっていると。

「……？」

　と、そこで俺のポケットで、スマホがヴィンヴィンヴィンヴィン！　とクレイジーに振動した。

　何だろう……とは思ったものの、その時は想定外の彼方かなたすぎる明日あす夏かの台詞せりふでいっぱいいっぱいで確認する余裕はなかった。

　だけど。

　実はそれは冬ふゆ姫きからのメッセージで。

　そこには……こう書いてあったんですよね。




『ねー善よし人と！　私ねー……ママになりたいと思うんだー！　だから善よし人とはパパになってくれないかなー？』







　あとがき




　はじめましてあるいはこんにちは、五十嵐いがらし雄ゆう策さくです。

『乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密』五巻をお届けいたします。







　今回は修学旅行のお話です。行き先は明日あす夏かの母親──春はる香かたちも行った北海道となっております。時系列的には十何年と経っていますが、もしかしたら聞き覚えのある地名や人物なども出てきているかも……？　拙著の『乃の木ぎ坂ざか春はる香かの秘密』シリーズを読んでいるとニヤリとする場面もある……かもしれません。もちろんそちらを未読の方でも楽しめるように作ってありますので、よろしくお願いいたします。

　また今月、月刊コミックアライブで連載されているコミカライズの方も第一巻が発売となります。著者はハレノチアメ様です。小説とはまた異なった明日あす夏かたちの魅力が満載ですので、よろしければぜひぜひこちらも手に取ってみてください。







　以下はこの本を出版するにあたってお世話になった方々に感謝の言葉を。

　担当編集の黒くろ川かわさま、小お野の寺でらさま。今回も様々なご指摘や修正案、ありがとうございました。

　イラストのしゃあ様。イラストのラフなどを転送していただけるのだけが執筆中の楽しみでした。今巻でもやっぱり冬ふゆ姫きがかわいい……（明日あす夏かもかわいいですが）。







　そして何よりもこの本を手に取ってくださった方々に最大限の感謝を。







　それではまたお会いできることを願って──








二〇一九年十一月　五十嵐いがらし雄ゆう策さく　
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